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　神か峰みね匠たくみは、目の前の少女から告げられる真実に圧倒され、息を呑のむ。彼女の言うことをすんなりと受け入れるわけにはいかず、目を逸そらしたくなってしまう。

　そんな都合など知ったことか──匠が見知った尊大な態度ではなく、彼女はすがるように続けた。

「ヌシらに断る権利はない。この世界を一秒でも長持ちさせたいのならば──」

　耳じ朶だを打つ震える声。心細さを覚えながら、それでも気丈であろうとする彼女の表情が雄弁に語る。

「せいぜい、妾わらわを楽しませよ」

　彼女こと、この国の主神にして太陽を司つかさどる神、天照大神アマテラスオオミカミを戦いという手段を通じて楽しませなければ、すぐにでも日本どころか世界が滅びを迎えるのだ、と。

　匠の自室に沈黙がたちこめる。普段は遠くから聞こえる都会の喧けん騒そうも、今夜ばかりは静まり返って耳が痛いほどの静せい寂じやくが場を包んでいた。

　耐え切れず、匠は小さく口を動かす。

「ちょっと……落ち着いて考える時間をくれ。たかがゲームが世界の命運をどうこうするなんて、そんなのありかよ」

　すべての始まりは、そのゲームだった。

　人々の間で都市伝説的にささやかれるソーシャルゲーム──《戦せん極ごくヤヲヨロズ》。己の望む形として召喚した神をパートナーとし、《隔かく離り世よ》と呼ばれる異界にダイブして覇を争う。その戦いの頂点に立った者には世界を思い通りにする力が与えられる。

　知人からの誘いでうっかりそんなゲームに足を踏み入れてしまった匠たくみだが、それなりに楽しんでいた。ソーシャルゲームの側面である課金やフレンドといったシステムに極力頼らないようなプレイスタイルであったが、それでも自分にできる最善の戦略で勝ち進んでいくのは痛快でもあった。

　だが、それはゲームとして楽しんでいたに過ぎない。世界をどうこうするような責任を背負わされているなんて、そんな大事な説明は一言たりとも受けていなかった。

　匠は、唇を噛かみしめたまま考える。あの人を食ったような態度の『運営』は、すべてを知りながらずっと自分に接してきていたのだろうか、と。こんな重大なことに関かかわらせておきながら、悪びれることもなく振る舞っていたのだろうか、と。

　うつむいたままの匠に、アマテラスが穏やかな声音で語りかける。

「観念せい。妾わらわとまともに勝負ができるのは現状、ヌシたちだけじゃ」

　匠はその言葉に、アマテラスが持つ力を思い出す。神々がそれぞれ持つ、ゲームの中で自動的に適用される力──アビリティと呼ばれるものを。

　アマテラスのアビリティ、《フェイタルミラー》の効果は攻撃の全反射というゲームの根底を覆すもの。一部の人間しか知らないことだが、もし公表されたらクレームの殺到は必至という代物だ。

　だが、匠はその対抗策を持っている。過日、このゲームを襲ったアクシデントを解決するための報酬として匠はアビリティを無効化するという力を得ていて、そんなプレイヤーは匠ただ一人だ。

　だからこそ、アマテラスは勝負を挑んできた。

　現時点で唯一、自分と対等に戦える相手として。

　だからと言って、匠は軽々しくアマテラスの申請を受けることはできない。これが匠にとって最後の戦い──という可能性は大いにあり得た。強力なアビリティを封じたところでアマテラスが大人しく負けてくれるという保証はない。

　慎重に考える必要がある。そんな態度の匠にアマテラスが、やや視線を横に向けた。

「もしヌシ一人で決めかねるようなら、そこにいるやつと相談するのもよいかもしれぬのう」

　アマテラスが目をやったのは匠の隣、なにもない空間。

　そこには匠が見えないだけで、パートナーが寄り添そってくれている。

　匠たくみとともに《戦せん極ごく》を戦うパートナー。日本を代表する軍神、ミカことタケミカヅチ。彼女の姿を思い浮かべた匠は、アマテラスに尋たずねる。

「ちょっと、《隔かく離り世よ》に行っていいか？　大事なことだし、電話じゃなくて直接話したい」

　八や百お万よろずの神々は、アマテラスのような例外を除いて《隔離世》と呼ばれる異界でしか姿を現せない。現世でもアプリの機能を仲介して話すことはできるが、匠はミカと顔を合わせて相談することを望んだ。

　匠の提案に対し、アマテラスがそれまでの緊張を和らげて鷹おう揚ように返す。

「そうじゃな。面白そうじゃし、妾わらわも同行しよう」

「見世物じゃないんだけど」

　こちらの張りつめるような心情も知らず、物見遊山気分でついてきそうなアマテラスに匠は眉まゆをひそめる。

「つれないことを言うな。妾が楽しめれば、それだけ世界が延命できる」

「そう言われると、拒否しづらいな」

　アマテラスの心が倦うむたび、世界は滅びに近づく。それがアマテラスの母が抱いた絶望から生まれた呪のろい、《マガツヌボコ》だという。

　どのみちアマテラスはついてくる気のようで、スマートフォンの画面に指を滑らせている。タクミも同様に《戦極》のアプリを立ち上げようと、鳥居型のアイコンに触れる。

　起動時に現れるメッセージを読み飛ばし、画面左下のボタンにタッチ。中央に現れる【転送しますか？】という文章の下にある【ＯＫ】のボタンに指先がふれると同時──目の前に現れる鳥居。異界への門を意味するそれの端を、匠は粛然とした顔でくぐる。

　瞬時に体を包む、重力が増すような感覚──上りのエレベーターに乗るときと似た足元が引きつけられる感触とともに、自室の景色が下方へと過ぎ去っていく。

　加速──ぐんぐんと自分の体がどこかへと運ばれていき、視界が暗転。

　全身を包む重みから解放され、両肩がふっと軽くなる。勢い余ってふらつくと、そこはもう匠が先ほどまで立っていた自室ではなかった。

　森に包まれた、静かな境けい内だい。朱門と社やしろとの間には、長い石いし畳だたみがずっと続いている。

　辺りは夕暮れの紅あかに染まっているが、匠はふと違和感を覚える。《隔離世》は時間に関かかわらず色彩を変えないはずだが、今はいつもより紅が濃い──より、日没に近い色合いに見えた。

　そのことについて匠が深く考える時間はなかった。目の前に立つ人物が、すぐに匠の目を奪う。

　夕暮れの中でもなお映える、鮮烈な緋あか。金糸で彩られた着物で申し訳程度に包んだ体は、砂時計のように起伏に富んでいる。

　匠たくみに向けられる双そう眸ぼうは刀身のように鋭く、澄んでいる。そんな少女が匠のパートナー、ミカことタケミカヅチであった。

　ただ立っているように見えるがその佇たたずまいに隙すきはなく、気心が知れた仲であっても声をかけるのがためらわれる。匠は慎重に口を開き──

「えっと……ミカ？」

　その矢先、ミカの両腕が匠を抱きしめた。

「──!?」

　なにやら柔らかいものが匠の体に押しつけられ、それだけでも頭がいっぱいになりそうなのに耳元ではｈｓｈｓハスハスという息遣いが繰り返される。

「珍しくシリアスっぽいかと思ったら、やっぱりいつもどおりかよ！」

　と、叫んだところで聞く耳を持たない。その様子にいつも泰たい然ぜんとしたアマテラスでさえ顔を引きつらせるほどだ。

「ウワサには聞いていたが、直じかに目にするとドン引きじゃのう。ハーブかなにかやっておる？」

　結局、ミカが満足するまで待つしかない。ややあって、ようやくミカは匠を解放した。乱れた衣服を整えつつ、ミカは淡々と告げる。

「失礼しました。《戦せん極ごく》に隠されていた真実があまりにも衝撃的だったので、落ち着きを取り戻そうとしたら今のような結果に」

「落ち着いてくれたんなら、いいんだけど……」

　理性を総動員してミカの抱ほう擁ように耐えていた匠の声には力がない。立っているのもやっとという感じで膝ひざが笑っていた。

　それでも、匠は今自分が置かれている状況を思い出し震えを止める。自分の選択が世界を左右する──そんなことを思えばむしろ震えが強くなってしまいそうでもあったが、うまい具合に思考が切り替わってくれた。

「まあ、話は聞いてのとおりだ」

　深呼吸を一度挟み、改めてミカに問う。

「受けるか？　アマテラスの挑戦を」

　それに対してミカが見せたのは、思案するようなしぐさだ。腕組みをし、目を伏ふせたかと思うと再びその両の眼めで匠を見み据すえて問うてくる。

「タクミは、どうしたいのですか？」

　回りくどさなど、一切ない。そんな話術を、ミカは持たない。

「タクミがこの世界を救わなければならない、ということはないでしょう？　この世界を見捨てる、という選択肢があってもいいはずです。それを許さないやつらがいるというのなら、そいつらが勝手に世界を救うべきかと」

　ただまっすぐに、ミカは問う。

「世界のためにあなたがいるわけではありません。だから、あなたが決めてください。自分の可能性を賭としてまで、この世界は救うに値するかどうかを」

　取とり繕つくろうことのない、裸のままの言葉。虚飾に彩られた人と人との間では通用しないことでも、この神はお構いなしに告げてくる。

　だからこそ匠たくみは、自分のパートナーがミカであることを感謝した。あれこれと、影を薄くしようと息をひそめている自分には、これくらいの大胆さで助言を与えてくれる存在が必要だ。

　もっと、ふてぶてしく。厚かましいくらいでちょうどいい。自らの態度でそれを示してくれたミカを前にして、匠の心が落ち着いていく。自分の判断ができるようになった上で匠は、改めて自分がどうしたいのか考えた。

　たまたまプレイすることになったゲームで、たまたま世界を救う羽目になったのではなく──

　しっかりと、この状況を見み据すえ、置かれている立場を理解した上で、どうしようかと。

　ミカの瞳ひとみは相変わらず匠を捉とらえている。揺れることなく、鏡のように自分を映す目に匠はくすぐったさを覚えながらも不思議と落ち着いていく。

「……たしかに、虫が良すぎるよな。こんなクソみたいな世界が、俺なんかに救ってもらおうってのはさ」

　一度は絶望した。自分の居場所はないと信じ、自分自身で自分をこの世界にいないものとして扱った。

　透明人間として生きた時間。

　だが、そんな自分を変える存在があった。

「それでも……お前に会えた。Ｌｕｎａルナも言ってくれた。俺も世界も、俺が思ってるより優しい、って。なら、やっぱり俺は欲しいよ。救った先にあるかもしれない、希望みらいが」

　そう口に出した瞬間、匠の胸にくすぶっていたものが込み上げる。言葉は匠の意志を固め、さらなる決意を紡つむがせる。

「終わらせるわけにはいかない。まだ俺は、この世界にいたいって思えてる。だから……戦うよ、アマテラス。アンタを楽しませるために！」

　胸にごちゃごちゃと渦巻いていたものが、熱を持ち、強く打たれることでまっすぐな形となった。匠の決意を受け、ミカは隣に寄り添そう。

「決まりですね」

　握りしめた匠の拳こぶしを解き、強引に絡められるミカの指。

　華きや奢しやでいて、しかしどんな武器より心強い絆きずなというものを感じさせる温ぬくもりがその指先から伝わってくる。

「タクミ、私は軍神です。戦にだけ特化した神です。で、あるのならばあなたが求める勝利をもたらすのが私の役目であり、矜きよう持じです」

　並び立つ二人に対し、アマテラスが目を細める。

　その目に灯ともるのは、匠たくみたちには正体の知れない敵意だった。

「──二人そろって、なんともまぁ、囀さえずりよる」

　本能的に危機を感じさせる声音。歯を食いしばり、そのプレッシャーに負けじとする匠にアマテラスからさらなる一喝が放たれる。

「そこまで言うのならやってみよ。その拳こぶし、妾わらわに届かせて見せよッ！」

　掲かかげられるスマートフォン。アマテラスが何かを操作すると、プッシュ通知が匠のスマートフォンを振動させる。

　手に伝わる震えが匠の鼓動を強くする。頭にまで響くその音は匠の体を凍りつかせようとするが、手に伝わる熱がそれを融とかす。

「受けて立ちましょう。──タクミ」

　体を縛ろうとする圧力を吹き飛ばすように、匠も声を上げた。

「ああ！」

　スマートフォンをタップ。アマテラスから送られてきていた《デュエル》の申請を受理する。即座に、体を包みこむ荷重。体が決闘の舞台へと運ばれ、景色が入れ替わる。

　運ばれた先もまた、どこかの境けい内だいらしい。らしい、というのは神社というにはまるで庭園のように、あちらこちらと手入れが行き届いているからだ。

　その景色を楽しむ余裕はなく、カランカランと鈴の音が鳴り響く。三度目のこの音が、戦いの開始の合図だ。

　張りつめる空気に匠は息を呑のむ。ただ緊張してもいられない。とっとと頭の歯車を噛かみ合あわせて、思考を臨戦態勢にさせなければアマテラスの相手などできるわけがない。

　数秒の間を置いて、二度目の鈴の音。匠は今までに得てきたアマテラスの情報を整理しつつ、自分たちの出方を固めていく。

「ミカ──わかってるな？」

「はい。この戦いの序幕、要求されるのはスピード──」

　ミカの全身から雷光が迸ほとばしる。抑えきれない意気込みが表れているかのような紫し電でんを身にまとったミカは続ける。

「初しよっ端ぱなからフルスロットルで行きます。匠のことを気にする余裕はないので、どうか全力でついてきてください」

　先手必勝。様子見などすることなく、初手からペースを奪いに行く。ミカが宣言した次の瞬間──




　カランカラン




　高らかに鐘が鳴り響き、戦いの開始を告げた。

　同時に、ミカの姿が匠たくみの視界から消える。縮しゆく地ち──一瞬にして移動を可能にする歩法はミカに言わせれば神の業ではなく、単なる武術とのことだ。

　アマテラスは動くそぶりを見せないが、匠はそれが慢まん心しんではないと判断する。ミカが剣神として刃やいばを研ぐのに対し、アマテラスもまた磨いているのだろう。

　己を象徴する魔鏡を。

　ミカが移動先として選んだのはアマテラスの右手側。定じよう石せき通りの動きだ。

　アマテラスの特徴の一つ──プレイヤーとパートナーを兼ねているというところ。それが意味するのは、彼女自身がスマートフォンを操作し、スキルを使わなければならないということだ。

　アマテラスが右利きであろうことは今まで何回か会ったときにも確認しているし、現にアマテラスはスマートフォンを右手に持っている。そうなるとスマートフォンを持ったまま攻撃に転じるのは難しいだろう、右手側からの攻撃が得策、ということになる。

　ぎりぎり死角になるところから、左の鉤突きフツクを放つ。定石となるからこそ、アマテラスもミカの一手を読んでいたのだろう。軽く後ろにステップしてミカの拳こぶしが空を切る。

　ミカの追撃──独こ楽まのように体が回り、裏うら拳けん。アマテラスはこれもかわすが、ミカはさらに踏み込む。

　地を揺らすほど力強い踏み込みから、再び左の鉤突き。旋回の力を乗せたそれは当たれば必殺の一撃となっただろうが、回避に徹したアマテラスに拳が届くことはない。

　その攻防を見ていた匠は、アマテラスとの戦力差を分析する。軍神として祀まつられているだけあって、体術に関してはミカに一日の長がある。とはいえアマテラスも避けることだけに集中していれば、ミカの猛もう攻こうも凌しのげるようだ。

　ツインテールを揺らし、ひたすら回避を繰り返すアマテラス。ミカの拳が放つ風圧に前髪を浮かされながら、彼女は可か憐れんに頬ほおを綻ほころばす。

「かかっ。まるで扇風機じゃのう。おー、涼しい涼しい」

　余裕ぶっているが、それが逆に匠たちの希望となる。いつものアマテラスなら、ミカの攻撃など意にも介かいさない。ポケットに両手を突っこんだまま、殴らせていただろう。

　それをしない──つまり、アマテラスが匠たちを『敵』として認めている。わざわざミカの攻撃を、避よけている。

　その選択に匠たちも確信する。アマテラスのチートに等しいアビリティ──すべての攻撃を反射するという、《フェイタルミラー》を無効化する力が、アマテラスにも通用することを。

　圧倒的に思えた存在が、自分たちを警戒している。その事実が匠たくみたちを鼓舞する。

　自分たちはまだ、彼女の玩具おもちやとして消耗されるだけの存在ではないのだ、と。

　ミカは武道でいう型かた稽げい古このように淀よどみなく、流麗なコンビネーションを放ち、匠はその動きに合わせて自分の気配を消してチャンスをうかがう。まんべんなく二人を警戒しつつ、アマテラスがようやく回避以外の行動をとった。

「ふむ……そろそろ、挨あい拶さつ代わりとゆこうか──受けよ！」

　跳躍しながら反転──ミカに背を向ける形であるが、それは同時に、匠を正面に据える形でもある。

（読まれた!?）

　敵の死角に潜り込むことについてはそれなりの自負を持つ匠だが、アマテラスはあっさりと匠の位置を読み当てた。腰のあたりで構えた右手でスマートフォンを操作。左手を匠に向けて突きだし、その指を鳴らすと同時──

「《紅こう炎えん葬そう》！」

　アマテラスの指先から、竜のブレスを思わせる炎の渦が放たれる。炎が一瞬で視界を埋め尽くす前に、アマテラスの背後に浮かんだ数字──ゲームのエフェクトである、消費奉納点フエイスに匠は目を疑った。

（五百で、この威力かよ!?）

　神々は己のスキルを使うに当たり、ゲーム内で獲得する奉納点というものを消費する。ミカが持つスキルの最低消費は五千だが、アマテラスの火力はわずか十分の一のコストでミカの持つスキル以上の威力を出している。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれる視界。しかし、匠たちも強敵たちを倒してここまで勝ち上がってきた猛も者さだ。ミカはすかさず匠の前に移動すると、中段に構えた正せい拳けんを放つ。

　空気が爆はぜ、炎が散っていく。切り裂かれる炎の向こうでアマテラスが、不敵に笑った。

「拳こぶしの風圧だけで妾わらわの炎を押し返すか……面白い！　なら、これはどうかのう!?」

　再びアマテラスの指先が、スマートフォンの画面をなぞる。現れるエフェクトは【弐に千】──

　パチン、と指を鳴らし、アマテラスはそのスキルの名前を唱えて音声を認証させる。

「行け！　《黒こく点てん撃げき》！」

　バスケットボールほどの大きさの漆しつ黒こくの球が八つ、アマテラスの正面に浮かぶ。アマテラスが指を鳴らすと、そのうちの一つがミカに向かって加速した。

　得体の知れない攻撃を受けるのは得策じゃない。そう判断したミカは体を深く落とし、その場で足を強く踏みしめる。

　中国拳けん法ぽうにおける震しん脚きやくを応用した技法。ミカの足場が蜘く蛛もの巣状に割れ、ミカはさらにそこからつま先だけの動作で瓦が礫れきを火球に向けて蹴けり飛ばす。

　衝突──同時に、瓦が礫れきが燃え上がる。一瞬で炭と化した瓦礫を目にしても、ミカは眉まゆ一つ動かさない。

　相殺できるのならば、他た愛あいはない。ミカはもう一度──先ほどより強烈に足を踏みしめる。砕けた地面がショットガンさながらに炸さく裂れつし、残りの球を吹き飛ばした。

　一連の判断を見たアマテラスの口から「ヒュゥ♪」と口笛が鳴る。

「さすが。やりよる」

「この程度で感心してもらいたくはないですね」

　ミカはそう言い、ちらりとアマテラスの右後方に視線を向ける。それを察したアマテラスは、すかさず腕をそちらに伸ばす。

　だが──

「──!?」

　その先にはなにもない。見開かれた目が『出し抜かれた』という心情を物語っていた。

　打ち合わせなどしていない。大物相手に、こんなフェイントをよくも仕掛ける気になれる。パートナーの大胆さに舌を巻きつつ匠たくみはアマテラスの死角から迫り、スマートフォンに指を滑らせる。

「代替執行オルタナテイブ・攻ソード！」

　匠の背後に浮かび上がる、【壱いち萬まん】のエフェクト。同時に、スマートフォンを持っていない右手から光の剣が伸びる。匠はそれをアマテラスに向かって突き入れつつ、自分たちの作戦が間違っていなかったことを確信した。

　アマテラスの力はたしかに圧倒的だ。だが、匠たちにもアマテラスより有利な点がある。当然のことだが、二対一という数の優位。絶対的な防御に包まれていたために今まではその差を考える必要がなかったアマテラスでも、匠たちに対しては例外となり、二人に気を配らなければならない。

　アマテラスとて、そのことを考慮に入れていないわけではなかっただろう。だが経験の浅さは埋めきれなかった。

　技術など何もなく、ただまっすぐに突き入れる。匠が放つ一撃がアマテラスの胸の中央に届き──




　パリィンッ！




　鏡が割れるような硬質な音が響くとともに、一つのエフェクトがアマテラスの胸の前に表れる。交通標識のような『×』マーク。その下に灯ともるのは【ＡＢＩＬＩＴＹ　ＳＥＡＬＥＤ】の文字列であり──

　その輝きに匠は、声を猛たけらせた。

「アビリティ封印、成功！　畳み掛けるぞ、ミカ！」

「はいっ！」

　再びミカはアマテラスへ向かって距離をつめかけるが、炎の壁がそれを遮る。ミカは急ブレーキをかけ、ならばと別な角度からアプローチしようとする。

　だが、それも不発。ミカの目の前だけではない。アマテラスを三六〇度、死角なく紅ぐ蓮れんの炎ほのおが囲っていた。

「かかっ。うむ、こうでなくてはのう」

　絶対の防御を破られてもアマテラスに焦あせりはなく、むしろこの状況を楽しんでいるかのように笑っている。その声には隠しきれない、興奮の色があった。

「じゃが、今のは失策じゃったな。ヌシの持つ全奉納点フエイスを使っておれば、その一撃で妾わらわを倒せたかもしれぬというのに、たかが一万程度しか使わぬとは。外すことを恐れたか？」

　匠たくみは油断なくアマテラスを見み据すえつつも、応じる。

「できれば、俺もそうしたかったんだけどな」

　この力を与えた『運営』の一人、チーフプログラマを務める少女の話によるとそれは不可能だということだ。匠はミカが今装備しているアイテムをもらった時に聞いた話を思い出す。




『プログラムの面倒くさい仕様のせいで、最初の一撃はアビリティ封印が優先されてダメージが発生しないから気をつけてくれ』

『アビリティを封印するためには攻撃をヒットさせることが条件となっているが、その一発についてはただ当てることだけを考えたまえ。大ダメージ狙ねらってスキルを使っても、奉納点の無駄になるだけ、ということだね』

『序盤はアビリティの封印に徹して、奉納点を使うにしても防御や補助のみ。それが対アマテラス戦の前提だ』




　そんな事情のため、全奉納点を費やすわけにはいかなかった。最低値である五百ではなく一万を使用したのは、代替執行オルタナテイブ・攻ソードには『消費奉納点に比例してリーチが伸びる』という性質があるからだ。最低値の五百ではナイフ程度の長さにしかならず、匠ではその攻撃を外しかねない。

　というのが匠の立ててきた作戦だったが、それをアマテラスにべらべら喋しやべるほどの余裕はない。

　それに──

「かもしれない、じゃしょうがない。確実に倒す。そうでなくちゃいけない」

　すべてを賭かけた一撃──そんなものを放てるほど、匠は自分を信じきれない。特にこの戦いは確信を持って勝利せねばならなかった。

　九十九パーセントでは足りない。百パーセント、この敵を屠ほふるためのチャンス。それを見逃さぬように匠たくみは息をひそめる。

　瞳ひとみには強い意志を、されど気配は薄く。やったことのない試みに匠は内心冷や冷やしているが、それを顔には出さない。

「意気込みは立派じゃがな……リスクを背負わず、妾わらわを倒せるなどと思うな！」

　再び舞い上がる業火。直撃こそないものの、その熱はじりじりとこちらのＨＰバーを削っていく。

　やはり火力──特に、射程距離が段違いだ。単純な攻撃力ならミカもアマテラスに匹ひつ敵てきするだろうが、あくまでそれは攻撃力を集中させた『点』でのもの。同じ攻撃力でもアマテラスは『面』としてその力を振るってくる。

　実感させられる、ステータスの差。ならばそれを埋めるには、ある程度の代償を覚悟しなければならない。ミカも同じことを思ったのか、声が上がった。

「タクミ！　距離を取りつつ、しかけます！」

　匠はすかさずミカの要求に応じ、スマートフォンの画面に指を滑らせる。次いで紡つむぐのは、ミカが持つスキルの名だ。

「《ペイル・ネイル》！」

【弐に萬まん】──そのエフェクトが匠の背後に現れるが、一つではない。

　三重複のスキル使用。結果、ミカの腕の周りに三本の雷の杭くいが集束する。

　ミカが手首を振るうと、そのうちの一本が拳こぶしの先まで移動。ミカはそれを殴りぬくことで、杭をアマテラスに向かって飛ばす。

　空気の抵抗を切り裂いて迫る杭が、アマテラスの頬ほおをかすめる。もう一度指を鳴らそうと手を突き出したアマテラスにミカは、二本目の杭を打ち出す──

　と見せかけ、その拳を止めた。

「そうきたか……っ！」

　アマテラスが「しまった」という顔をした時にはもう遅い。回避のために動き出した体を止めることはできない。

　ミカは拳の角度をわずかに変え、アマテラスが避よけた方向に狙ねらいを修正。改めて拳を振り上げるまでもなく、この距離からでも威力を炸さく裂れつさせる技術をミカは持っている。

　中国拳けん法ぽうにおける、寸すん打だを原型とする一撃。その名は──

　絶ぜつ招しよう、《孤こ影えい》。武神の名のもとに練られた一撃が、今度こそ杭を加速させる。

　打ち出された杭がアマテラスの右肩を穿うがつ。ミカは手を緩めず、三本目の杭を拳の前へと運んだ。

「これでッ！」

　ミカは三本目の杭くいの底を、渾こん身しんの力をこめて殴りぬく。

　その間にアマテラスも、動いている。右肩を貫かれたことなど歯し牙がにもかけず、左手にスマートフォンを持ち替え、すぐさまタップ。そのスキルの名を紡つむぐ。

「《ジャストリフレクション》！」

　アマテラスが杭に向かって手を差し出すのとまさに同時。雷の杭が、そっくりそのままミカに跳ね返った。

「──ッ！」

　とっさに身をかわすミカの背後で、フィールドのオブジェクトである木が杭に穿うがたれて倒れる。光のエフェクトとなって消えていくそれに気を配ることなく、ミカはアマテラスがなにをしたのか考察した。

「アビリティを封じられても、魔鏡はまだ健在、ということですか。そんなスキルも持っているのですね。格闘ゲームで言うジャストディフェンスのようなもの、でしょうか」

「さて、どうかのう？」

　アマテラスが多くを語らないことが、逆にミカに確信を持たせた。先ほど、《ペイル・ネイル》を跳ね返したのはそういうスキルだ、と。

　格闘ゲームの中には、攻撃が当たる直前に防御行動をとると、攻撃を受けた際の硬直が減るなどボーナスを与えられるシステムを持つものがある。アマテラスが先ほど使ったのも、それと似たようなものだろう。

　攻撃が届く寸前に発動することによって、敵の攻撃を反射するスキル。シビアな条件であるが、最近似たようなスキルを覚えたこともあってミカは自分の推測がほぼ間違っていないと直感する。

　頭の片隅に置いておけばいい程度で、警戒するほどのものでもない。自分のフィールドであるインファイトに持ち込めばそんなスキル、使う余裕を与えさせない。

　そんな自負を、ミカは声に込める。

「この程度ではないでしょう？」

　粛しゆく々しゆくと問うミカに対し、アマテラスも尊大な態度を崩さず返す。

「ヌシこそ、さっきから小手先の技ばかり。蹴けりを封じたまま妾わらわと戦うとは侮ってくれるではないか。遠慮のつもりなら、それは不要ぞ？」

　声に怪け訝げんそうな響きを持たせるアマテラス。ミカはそれに対して、いつもどおり表情一つ変えず、淡々と返す。

「お気になさらず。蹴りを出すとパンツが見えるからというだけです」

　冗談かどうかも分からない答えにアマテラスが苦笑を浮かべた。

「ならば、それこそいらぬ心配というもの。妾がなんの神か忘れたわけではあるまい？　全力で来るがよい。きっちり、しっかり、隠してやる」

　アニメでポロリシーンがあると光線で隠される表現を、太陽を司つかさどる神として揶や揄ゆする。その余裕ぶった態度は慢まん心しんしているように見えるが──

「もっとも、ヌシにとっては余計なことか？」

　不意に、アマテラスの笑みが濃くなる。ヌシというのがミカではなくなっているのは明白──奇襲が失敗したと気づき、アマテラスの背後から迫っていた匠たくみは青ざめる。

　誘われていた。だがもう、攻撃のモーションに入っていた匠は止められない。

　手から伸びた光の剣が、目の前のアマテラスに届く。だがそれは、何の手ごたえも残さず消え去った。

（──残像っ!?）

　攻撃を空ぶった匠は、アマテラスの姿を探す。匠が剣を振るったところから一歩右──そこでアマテラスは指を鳴らそうと腕を高く掲かかげていた。

　体勢を立て直そうとするが、アマテラスの指がそれより先に鳴る。だが、業火が匠を包むより早く体が加速する。自分の意志とは関係なく、急速に景色が流れていった。

　匠にとって、その現象は初めてではない。経験から導かれる結論は、ただ一つ。

「間に合いましたか」

　耳元でミカが平板につぶやく。やはりミカが匠の体を抱え、回避させてくれたようだ。

　匠は一息つき、礼を告げる。

「助かった。サンキュ」

「それよりタクミ。先ほどのアレ、スキルを使ったようではなかったですが」

　確認するようなミカの問いに、匠は小さくうなずく。

「ああ。アマテラスがもともと持ってる、素すの能力だろうな。お前が武術や雷を使えたり、チロが水の生成と操作ができたりするみたいに」

「火力だけでも厄介なのに、補助系も完備ですか。さすがラスボスですね」

　ミカは表情を変えないままだが、次の手を考えあぐねているようだった。一方、匠にとってアマテラスが見せた特性は、それほど脅きよう威いではない。

「ま、たしかに手ごわいけどそこまで絶望的な状況じゃない。むしろ得意分野だ」

「なにやら、自信ありげですね」

　匠は小さくうなずき、ミカの肩を叩たたく。

「いつも通りでいい。お前に合わせて、俺が動く。ミカは、俺の存在を忘れてタイマンのつもりで戦ってくれ。その方が、俺の影の薄さが効果的になる」

「では、そのように」

　ミカは気負いなく、アマテラスへと間合いを詰める。同時に匠は周囲に全神経を張り巡らせた。

　ミカのラッシュ──矢継ぎ早に繰り出される攻撃をアマテラスはかわしているが、それが幻影だから避よけなくてもいい、ということにはならない。「避けなければならないということは本体に違いない」と思い込ませることがアマテラスの作戦という可能性もありうる。

　匠たくみはミカから離れすぎないように自分も移動しながら、アマテラスになったつもりで思考をトレースする。他者がどこを見ているか──それを探るのは、匠の得意分野だ。

　アマテラスは今まで戦ってきた相手の中でもかなり視野が広い方だ。プレイヤーを持たず、ずっと一人で戦ってきた経験がそうさせたのだろう。

　だが、匠にしてみればまだ慢まん心しんが抜けきっていない。幻影による陽動と匠への警戒。両者を同時にこなせるほどアマテラスの戦い方は熟じゆく達たつしておらず、匠に背後を取らすことを許す。

「注意の逸そらし方が、甘い！」

　アマテラスの視線を振り切った匠は、そのまま躍おどり掛かった。匠を迎撃しようとしても、正面からはミカが迫ってきている。アマテラスが炎を出すのに指を鳴らすという動作が必要な以上、双方向への攻撃は不可能。横に避けても、次の手は考えてある。

　詰みだ。どう動こうともミカの拳こぶしか、匠の代替執行オルタナテイブ・攻ソードが入る。

　勝利を確信したその瞬間──

「甘いのはヌシじゃ。ほい、っと」

　予備動作一つなく、アマテラスの足もとから炎が渦巻く。匠はとっさに飛び退のくと同時に、手を前へと掲かかげた。

「代替執行オルタナテイブ・防ガード！」

　一万点分の奉納点フエイスを消耗し、光の壁が炎を防ぐ。一万で足りるかどうか不安だったが、スキルではない通常の炎なら耐えられるようだ。

　それはいいとして──

「指鳴らさなくても火、出せるのかよ！」

　文句の一つも言いたくなる。あれだけカッコつけていたからにはなにか意味があるのだと思っていたのに、アマテラスはあっけらかんと否定した。

「ああ、アレな。ただの気分よ、気分」

　こちらを釣るためのフェイントかと思っていたが、アマテラスの口ぶりだとどうやら本当に『カッコいいから』というだけの理由でやっていたらしい。匠の口からつい、悪態がもれた。

「ったく……ラスボス戦だってのに引き締まらないな」

「そうかや？　なら残り時間もわずかじゃし──」

　アマテラスの唇がつり上がる。気温は上昇しているのに、匠は背すじに寒さを感じた。

「一つ、ギアを上げていくか」

　アマテラスが、スマートフォンの画面に指を滑らし、そのスキル名を口にする。

「《フレア・フロア》」

　背後に現れる消費奉納点フエイスのエフェクトは【壱いち萬まん】──五百でさえあれほどの威力を誇っていたアマテラスが発動させるスキルに匠たくみは警戒する。

　変化は、匠の予想をはるかに上回って劇的。

　フィールド全域が、炎に包まれた。

「──ッ！」

　匠はその光景に息を呑のむ。まるで煉れん獄ごく。丁寧に刈り込まれた木々も、立派な鳥居も、神々しい社やしろも、すべてが紅あかに塗りつぶされる。

　その光景は圧巻の一言に尽きるが、匠はすぐに頭を切り替える。しょせん、これはゲームのエフェクト。肝心なのは、この炎がどんな効果を及ぼしているかということだ。

　匠は様々なパターンを想定しつつ、スマートフォンの画面に目をやる。そこに映っていたのは、匠の予想の中でもかなり厄介なものだった。

（弱体化デバフ！）

　ミカの全ステータスが二〇パーセントずつ下げられ、おまけにアマテラスが攻撃してくるわけでもないのにＨＰが徐々に減ってきている。このままではアマテラスがなにもしてこなくても、立っているだけで負ける。だがミカのステータスが下げられている状況において、安易に動いていいものなのか──

　迷っている暇はなかった。アマテラスが、拳けん銃じゆうをかたどるように人差し指を匠たちに向けている。

　指先に灯ともる光が輝きを増す。直感的に、匠は察した。

　──あれを受けてはならない。あれが放たれれば、残りの奉納点をつぎこんでも防ぎきれない。

　そんな危機感が腹の底から湧わきあがってくるが、脳の片隅でささやく声もある。

　これは最大の好機なんじゃないか、と。

　匠はすかさず、ミカとアイコンタクトを交わす。ずっと一緒に戦ってきたためか、多くを語らずとも伝わった。

「頼む」

「お任せを」

　短いやりとりを挟み、匠たちは左右に分かれる。アマテラスにとっては小細工に過ぎないかもしれないが、狙ねらいを絞しぼらせないようにするためにはこうするしかない。

　アマテラスが匠へと狙いを定め、そのスキルの名が告げられる。

「《ガンマレイ》ッ！」

　指から迸ほとばしる光の洪水が、反動でアマテラスの体を後方に吹き飛ばした。

　それほどまでの威力。匠たくみは、なりふり構わず前方に跳んだ。

　ゴロゴロと転がり、体を起こす。一拍遅れて、射線上に並ぶオブジェクトがいっさいがっさい薙なぎ払はらわれていく。もう一瞬、判断が遅れていたらあの奔流に巻き込まれていたかと思うと匠はぞっとする。

　だが、そればかりではない。光が放つ轟ごう音おんに負けぬよう、ありったけの声を張り上げてパートナーに告げる。

「──いけっ！　ミカッ！」

　匠が避よけたのと反対側──アマテラスの左後方から回り込んだミカが走る。アマテラスの指先からはまだ極太の光線が放たれているままで、振り向くのに間に合わない。

　振り向かせない。このまま、決める。

　その思いを込めて匠は、スマートフォンにスキルの認証をさせる。

「《アースブレイカー》ッ！」

　匠の背後に現れる、【拾じゆう萬まん】のエフェクト。天から降り注ぐ雷を一点──右手に集中させると同時にミカの体が自動的に動く。五指を大きく開き、その手を振りかぶる形になった。

　上からたたきつけるように、ミカの腕が加速する。輝きを増す一撃に、アマテラスの反応は追いつかない。




　ズガンッ！




　入った。疑うまでもない、クリーンヒットだ。

　アマテラスの小柄な体が、玉たま砂じや利りを敷き詰めた地面にめり込む。いちかばちかで賭かけに出た攻防だったが、こうもあっさり上う手まくいくとは思わなかった。

　匠が一瞬、気を抜いている間にもミカは追撃に動く。地に臥ふするアマテラスに向かって、空手の演舞で行う瓦かわら割わりのように拳こぶしを振り下ろすが──

「──ッ!?」

　ミカが目を見開く。

　ミカの拳を、アマテラスの小さな手が受け止めていた。

　匠は「このまま押し切れるだろうか」とＨＰゲージを確認するため、スマートフォンに視線を向ける。

「おいおい……」

　目を疑う。唖あ然ぜんとする暇も与えられず、ミカの右腕が炎に包まれた。

　ミカはアマテラスから距離を取り、右腕の肘ひじから先を自ら斬きり落とす。ダメージを受けたエフェクトである、血液を思わせる黒い液体が舞ったが、ＨＰバーはぎりぎり残っている。

　体を起こしたアマテラスは、体に付いた土を払いながら笑う。

「さすがじゃのう。二割も削られるとは思わなんだ」

　ミカがいま持つ、最大級の威力のスキル。隙すきと消費奉納点フエイスが大きく滅めつ多たに使えないそれをまともにくらわせながらも、二割減らすのがやっとだった。

　逆に言えば、アマテラスを倒すにはあと四度、今のような攻撃を届かせる必要がある。死に物狂いで叩たたきこんだ攻撃を。

　それは、気が遠くなるような道のりだ。

　彼我の実力差を悟り、顔面を蒼そう白はくにする匠たくみにアマテラスは平然と告げる。

「さて、続きといこうかの」

　と、同時にタイムアップの報しらせが、スマートフォンから鳴り響いた。アマテラスはわずかに眉まゆをひそめ、不満げに唇を尖とがらせる。

「……っと。もう時間切れか。楽しい時というのは過ぎるのが早いものじゃのう」

　宙にぼやくと一転、匠たちに向けられたのは、満面の笑顔だ。

「うむっ、予想以上じゃ！　けっこう、けっこう！　これなら、しばらく楽しめそうじゃな！」

　その顔からは、疲弊も憔悴も感じられない。ただただ、満足げに告げる。












「それでは、また遊び相手を頼むぞ？　もし妾わらわの機嫌を損ねるような醜態を見せれば……そのときは、わかっておるな？」

　意味深に目を細めるアマテラスに、匠たくみたちは返す言葉を持たない。

　自分たちにとっての死闘が、アマテラスにとっての遊び。

　その事実を胸に刻み込まれ、匠たちはアマテラスとの初戦を終えることとなった。





　　　○






　既定の戦闘時間を使い切ったことで、匠は自室に戻されていた。

　窓越しに遠く、クラクションの音が響く。都会のざわめきをわずかに感じる以外、自室はひっそりと静まり返っている。

　棒立ちになっていた匠はベッドに腰をおろし、ため息とともに声を吐き出した。

「アレを……倒さなきゃならないのか」

　脱力するまま、ベッドに横たわる。身み悶もだえする気力もなく、頭を抱えた。

　匠はレトロゲームが好きであり、その中には異様な難易度を誇る無理ゲーと呼ばれるものも含まれている。そのため、アマテラスだってある程度の強さはあっても倒せない相手じゃないだろうと思っていた。

　だが、アマテラスは今までプレイしてきたどのゲームよりも勝ち目が見えない。ネタにならない無理ゲーはただのクソゲーだ。とっとと滅んで、どうぞ。

　……と、いうわけにはいかないのが《戦せん極ごく》だ。世界の命運がかかっていてあんな啖たん呵かを切ってしまった以上、引き下がるわけにもいかない。このクソゲーを何としてでもクリアしてやらなければならないのだ。

　自分じゃないプレイヤー、たとえばＬｕｎａルナとかがアマテラスを倒してくれる可能性に賭かけるということも考えたが、却下だ。他力本願の結果、結局ダメでした、なんてことになったら後悔してもしきれない。

　自分の力でできることを尽くす。そうまでしても満足のいく結果になる保証はないが、そうする他になかった。

　匠としては腹をくくったつもりだったが、具体的な方針は思いうかばない。どうしたもんかな、とため息をついてばかりでは仕方ない。悩むことなくパートナーを頼った。

　スマートフォンの画面に指を滑らせると、耳元に持っていく。実際にはすぐ隣にいるのにこんなプロセスを挟まないといけないことが、どうにももどかしかった。

　匠たちが日常を過ごす世界──現世と呼んでいるこちら側では、神々の姿を見ることも声を聴くこともできない。唯一、スマートフォンを介かいしてだけがコミュニケーションをとる方法だ。

　向こうから匠たくみが通話しようとしているのは見えているので、待たされることはない。コールは半分ほどで切れ、ミカの声がスピーカーを通して聞こえてくる。

『はい。今後のことについて、ご相談でしょうか』

　ミカも同じ気持ちだったらしい。なんとなく嬉うれしくなり、憂ゆう鬱うつさが軽くなる。

「そんなところ。正直に答えてほしいんだけど……ミカとしては、アマテラスに勝つ可能性ってあると思う？」

『……もちろん、あるような、ないような』

「いつも自信満々のお前がそうやって言葉を濁すってことは、勝算はかなり薄いってことか」

『自信満々、ということもないのですが。勝てる相手に対して勝てる、と事実を言っているだけで』

「その事実を、今回は口に出せないんだろ？」

『む』

　意地の悪い言い方だと自分でも思ったが匠は敢あえてミカを煽あおることで本音を引き出そうとする。

「真正面からぶつかり合って無理なら搦からめ手てを使うしかないんだけど、それにしたってどうしたもんかな。速はや水み征せい士し郎ろうのときはあいつの慢まん心しんのおかげで勝って、桃もも瀬せのときには『運営』のバックアップと向こうの意表を突くみたいな感じだったけど」

　匠の思考を補うように、ミカからも意見が出る。

『素すのステータスが、違いすぎるかと。火力特化かと思いきや、スピードも射程も段違いです。せめて《フェイタルミラー》を剥はがした防御が紙だったら光こう明みようも見えたのでしょうが』

「あの感じだとたぶん、全ステータスカンストだろうな」

　カンストとはカウンターストップ──つまり、ゲーム内における最大値に設定されていることでアマテラスはこの状態だろう、と匠は思っている。《戦せん極ごく》において、通常はレベルを最大にしてもそれが達成されることはない。神々にそれぞれ得手不得手があって、ミカであれば攻撃力は最大まで伸びるが射程距離はせいぜい上の下止まりだろう、というのがこれまでの成長を見てきての予測だ。

　今まで戦ってきた神々を見ても、それは変わらない。チロで言えば圧倒的な射程と攻撃力を引きかえに、接近戦での決定打に欠け、防御力に劣るという欠点を持つ。そういうバランスがあるからこそゲームとして成り立っている。

　だが、アマテラスだけは違う。すべてのステータスが、他の神々を超越する。それがこの国の主神たる力と言われればそれまでなのだが──

「向こうはプレイヤーとパートナーを兼任ってことで二対一ってことを考えたら、ある程度は恩恵があってもいいと思うんだけど……ちょっとやりすぎだよなぁ」

　今さらながら、怒りが募ってきた。さんざん時間を費やしておいて、結局それが全部ムダでしたとなると、鬱うつ憤ぷんが爆発する。

「あー、クソッ！　ゲームなんてもっと気軽に楽しむもんだろ！　なんでゲームごときでこんなに悩まされなきゃいけないんだよ！　責任者出てこい！」

　なげやりになって叫ぶと同時──

「呼んだ？」

　匠たくみの目の前に、少女が立っていた。

　匠は思わず絶句。驚きよう愕がくの声を上げることすらできないほど、彼女は自然と現れていた。ここが匠の自室──超常ではない日常をすごす、現世と呼ばれる世界であることなど知ったこっちゃないという顔でそこに立っている。

　長い黒髪に、紅白の巫み女こ装束。「はいはい、テンプレテンプレ」というくらいに巫女という概念をそのまま形にしたような少女だ。特筆するところがあるとしたら、その胸がミカ以上のボリュームを備えていることだろうか。

　それが、《戦せん極ごく》の『運営』の一人、財たから部べほのか。匠のチュートリアルを担当した少女だ。

　彼女がこうして急に現れるのは初めてのことではないが、いざ「出てこい」と言ったとたんに出てこられると妙に気まずさを覚える。どう対処したものかと頭をフル回転させていると、ほのかの指が匠の眉み間けんをつついてきた。

「あらあら？　フリーズしちゃったかしら。もしもーし」

「──ッ!?」

　触れる指先に匠は、過剰に背を反らせる。人に触れられる、ということが匠は苦手であり、逃げ場がないように抱きしめられたりしない限りはこんな反応になる。

　ただつつかれただけで大げさなリアクションをしてしまったことに、匠は赤面する。そんな匠をいじることなく、ほのかがおっとりと問うてくる。

「で、何かご用？」

「え、あ、いや、呼んだわけではないんだけど。単に、愚痴っていうか」

「ただの愚痴って割には、怨おん念ねんがこもってそうだったんだけど、気のせいかしら？」

「そ、そうだよ。気のせいだよ」

　ほのかにアマテラスのことを相談したところで、なんとなく答えは見えている。そうならないようにごまかそうとすると、ほのかが不意に声のトーンを落とした。

「力が欲しいか？」

「……ほのか？　急に雰囲気変えられても、困るんだけど」

　たぶんなにか元ネタがあるのだろうが、あいにく匠に心当たりはない。どう返すのが正解なのだろうかと悩んでいると、ほのかはどこからともなく、両手で抱えられるほどの賽さい銭せん箱ばこを取り出した。

「力が欲しければ、くれてやる！　──ただし、金と引き換えよ！」

「だから、ガチャは引かないって言ってんだろうがよぉ！」

　ほのかのテンションにつられて、おもわず叫んでしまった。

　匠たくみは、はっとして自分に言い聞かせる。落ち着け。相手のペースに巻き込まれるな。

　新鮮な空気を肺に取りこみ、邪念を吐き出す。それに合わせてほのかが声をかけてくる。

「すってー、はいてー。すってー、はいてー」

「催眠音声っぽいボイス入れるの、やめてくれない!?」

「あ、催眠音声ネタって通じるのね、これ。……へぇ」

「──」

　冷然としたほのかの声に、匠は《デュエル》でも見せないほど戦せん慄りつした顔になる。じわりと、手のひらや背中に嫌な汗がにじんできた。

　やべえ、という言葉しか思い浮かばない。暴れだす心臓に『止まれ』と思っていると、耳元でミカが怪け訝げんそうに尋たずねてきた。

『タクミ。脈拍が安定していないようですが、どうかしましたか？』

「そ、そう!?　そ、そんなことない、と、お、思うんだ、だ、だけど!?」

「ろれつ回ってなくない？　裸の大将みたいよ？」

　ほのかからの無む慈じ悲ひな指摘に匠は方針を変える。ここは、敢あえて相手の望みどおりの話の流れにするしかない。これ以上傷口が広がる前にそうしなければならない。

「ほのか。このタイミングで課金っていうのは、ちょっと間が悪いんじゃない？　ぼちぼちフェスがあるだろうし、その時になれば勾まが玉たま、割引だろ？　だから──」

「つべこべ言わず、催眠音声ダウンロードしてる金があるんだったらそれをこっちによこせっていうのよ」

「無料のやつだよ！」

『タクミ。私には事情がよくつかめませんが、安眠を求めるための手段を模も索さくするのは恥じることではないかと。睡眠は健康の基本です』

「フォロー、サンキュ……」

　一人だけ話についていけていないのか、ミカのフォローは的外れだったが、逆にありがたい。ミカにまで内容を理解されていたら恥ずかしさで死にたくなる。

「その歳としからニッチ性癖に走るって、どうなのかしらねー」

　冷ややかなほのかの視線に耐えられず、匠は「降参」という感じで両手を上げた。

「もう、勘弁してくれ。こちとら、そういうのに興味がある年頃なんです。思春期なんです」

「じゃあ、わかるわね？」

　ほのかは敢あえて具体的な要求をせず、代わりに賽さい銭せん箱ばこを揺らす。中に入っている小銭が、ジャランジャランと鳴った。

「いや、それとこれとは、話が別っていうか」

「……」

　ジャランジャラン。

「そんな顔しても、引かないったら引かないからな」

「……」

　ジャランジャラン。

　しつこく催促してくるほのかに、匠たくみは渋じゆう面めんで応じる。

「だから、睨にらんでもダメだって。むしろ、今回のバランス調整について俺、そうとう腹立ってるんだけど？　俺は無課金で今までやってきたからまだ納得できる方だ。でも課金してきた連中にとってさんざん金絞しぼられた挙句出てきたラスボスがあれとかクレーム待ったなしなんじゃない？」

「わたしをその怒りのはけ口にしようっていうのね？　エロ同人みたいに！　エロ同人みたいに！　いいわ！　その代わり、妹には手を出さないと約束してちょうだい！」

「なんでそんなノリノリなんだよ……」

　ついていけねぇ、と呆あきれかえると匠の手元──スマートフォンから緊張を強いる声で告げられる。

『タクミ？　言っておきますが浮気撲ぼく滅めつキャンペーンは続行中ですからね？』

「く、釘くぎ刺されなくてもわかってるし……」

　なにをされるかわからないが、ミカ曰いわくピプーコリコリとやらになるらしい。そんな奇妙な擬音がつくような死に方、したいわけがない。

「っていう冗談はここまでにしましょうか。和んだ？」

　無邪気に微笑ほほえみかけるほのかに対し、匠はため息しか出なかった。

「むしろ荒すさんだっつーの」

「あら残念」

　声の調子は軽く、残念そうなところを感じさせない。ともあれ、ようやく本題に入れるとして匠は頭を切り替える。

「で、アマテラスのことなんだけど……あれ、『運営』としては倒させる気とかあんの？」

　眉まゆをひそめて問う匠に、ほのかは両の拳こぶしを握って激励した。

「がんばれがんばれーっ」

「テツさんといい、それ流は行やってんの!?」

　せっかく思考を切り替えた直後だというのに即座にペースを乱される。匠がほのかに目を眇すがめるのも、無理からぬことだ。

「……ったく。こっちは真面目まじめに訊きいてるんだけど？」

「だってー、ぶっちゃけこっちとしてもイレギュラーなこと過ぎなんだものー。ふざけてなきゃやってられない感じなんだものー」

　わたし悪くないでーす──と言わんばかりにほのかが拗すねた風に唇を尖とがらせると、さすがのミカも呆あきれたような声を出した。

『マジでぶっちゃけやがりましたね、この運営』

「すがすがしいくらいの開き直りっぷりだ」

　白い目を向けられてもほのかはなんのその。他ひ人と事ごとのように尋たずねてくる。

「そういえば、聞いてる？　アマテラス様の強さがもう、『運営』の設定超えちゃってること」

「ああ。そんなこと言ってたな」

　どう下方修正しても他の神々の強さを下回れない。アマテラスはそう言っていたが、匠たくみとしてはまだ半信半疑だった。いくらなんでも、それじゃゲームとして成り立たない。

　ゲームの最終目的はクリアであり、それができないなら破は綻たんしている。アマテラスが話を盛っているだけで、さすがの『運営』でもそのバランスくらいは整えているだろうと信じたい。

　信じたいが──嫌な予感がしてきた。

　そんなことあるわけない、と匠は自分に言い聞かせる。ポジティブに考えようとすればするほど嫌な予感は増して行き、相反する感情で匠はひきつった笑顔になる。

「ひょっとしてアレ……マジなの？」

「まあ、数字の上では」

「……」

　あっさりうなずくほのかに、匠は絶句する。その反応にすかさず、ほのかがフォローを入れる。

「ステータスで下回っているから負けるとは限らない、って話よ。それなら戦う意味なんてない。お互いのステータスを比べてはい終わり、でしょう？」

「そりゃまあ、そうだけど」

「だから、今のところは勝ち目が極めて薄いってくらい」

　匠は一呼吸置いて心構えをする。絶望的な答えが返ってきても動じないようにしてから、問うた。

「それって、具体的にはどのくらい？」

「『ＡＴＬＵＳ』製のゲームの裏ボスくらいかしら」

「レベル最大まで上げて最強装備整えて相手の行動パターン読んだ上で運が絡んでくるゲームはやめてさしあげろ！」

　声を荒らげる匠たくみに、ほのかは平然と返す。

「理論上は勝てるわよ。きっちりメタ張っていけば」

「なんの慰めにもならねぇよ……。どうせメタ張ることが前提条件で、そこからさらに運が絡むんだろ？」

　匠はネット上でよく話題に上げられる隠しボスたちを思い出して頭を抱える。動画でだけ見たもの、自分で挑んだものとさまざまだが精神が磨すり減へっていくのがわかった。

　アレと同じ思いをまたしなければいけないのか。やだー、もうやだーと今から胃がきりきりし始める。

　そんな中、今まで口をつぐんでいたミカが発言する。

『一つ、いいでしょうか？』

「なんです、ミカ様？」

　ミカがいるであろう場所に目を向けるほのか。ほのかは直接その声を聞いているのかもしれないが、匠にとってはスピーカーを通してミカの声が響く。

『他に勝てる相手がいないのなら、アマテラス様が自害なさるという手段は使えないのですか？』

　単刀直入。取とり繕つくろうことのないミカの言葉に匠は顔色を変えた。

「ミカ、そんな──」

　そんなことをさせるのか。

　あの、飄ひよう々ひようとして年長者らしさを感じさせながらも、どこか幼さが抜けきらない神に、世界のために死ねと、残酷なことを言うのか。

　匠の言葉を遮るように、スピーカーからミカの声が冷たく響く。

『選択肢にそれを含めないというのは欺ぎ瞞まんです。タクミも考えてはいたのでしょう？　でも、口に出せなかった。そういう人です、あなたは』

　返す言葉もない。匠はミカの言葉を否定できない。現に、匠もミカと同じ案を考えていたのだから。

　匠は自分の矮わい小しようさを恥じ、奥歯を噛かむ。口に出さなかったからといって、なんなのだ。モラリストを気取り、ほのかやミカからどう思われるかを気にしただけで、すべての責任をアマテラスに負ってもらおうと一瞬でも思ってしまったことには変わりないのだ。

　自己嫌悪で押しつぶされそうになる。そんな匠にほのかが見せたのは、思ったより軽い反応だった。

「やーねぇ、そんな、この世の終わりみたいな顔しちゃって。匠くんの発想って、けっこう普通よ？　あなた一人が汚いんじゃなく、誰しも他の誰かに責任を被かぶせたがってる。一緒に傷つこうなんて、お人ひと好よしの考えだもの」

「けどっ──」

　わだかまりをぶつけるように声音を高める匠たくみの手が、ほのかに握られた。

　少し冷たく、華きや奢しやな指先。それが、握りしめられた匠の拳こぶしをほどいていく。

「あなたがそう思ってくれるだけで、きっとあの人にとっては救いになる。あの人に責任を被かぶせて消滅させることを、否いなとする人間がいるだけであの人の希望になれる。それって、この世界をちょっと延命させてるってことよ？」

　なぜだろうか──ただの『運営』のはずなのにほのかは、指先に込める力と同じくらいの思いを声に込めていた。

「あなたの優しさは偽善かもしれないけど、世界の寿命をちょっとでも伸ばしている。胸を張ってちょうだい」

　祈るようにそう告げるほのかに、匠は返す言葉を持たなかった。

　ただただ、この少女の祈りに応こたえたいと、そう思った。

　部屋が沈黙に包まれる。いつまでも手を握られていて匠が「あれ？　これ、ミカの浮気撲ぼく滅めつ運動的にヤバイのでは？」と思い始めたところで、ほのかは不意に手を離し、誤ご魔ま化かすような満面の笑みになった。

「え、えーっと……それで、ミカ様のアイディアについてなんですけど、結論から言うとムリです」

『ふむん』

　短いミカの返事。ほのかはさらに、その根拠を述べる。

「アマテラス様にかけられた呪のろい──《マガツヌボコ》が発動する条件は、あの人が絶望すること。自ら死を選ぶような状況になれば、それを実行する前に呪いが世界を滅ぼすことになるってことですね」

　たしかに、そうなるか。匠が納得すると同時に、ほのかの雰囲気が変わった。

「……ま、それ以前にそんなこと、わたしがさせないんですけど」

　今まで見せたことがないような、冷然としたオーラ。冷たい手で撫なでられたように匠が身をすくめる一方、ミカはそのことに触れず、淡々と話を進める。

『わかりました。では、それは無しということで対策を練りましょう。私も、あくまで一つの案として示しただけですし。この私を圧倒しておきながら自害するなど、勝ち逃げもいいところなので』

　ミカも本心からアマテラスの自害を望んでいたわけではないと知り、匠はほっとする。これまで得てきた情報を整理しつつ、匠はまだ引っかかることもあったが、改めてほのかに向き直った。

「確認しておきたいんだけど、『運営』側ではアマテラスが手に負えなくなるって予測できなかったのか？　予測できないにしても、もっと対応の仕方とかさ。そもそもの目的が『アマテラスを倒す』だっていうのに、それがこの結果ってうっかり過ぎるだろ」

「予測した上で、これが最善の手なのよ」

　それはおかしい、と匠たくみは眉まゆをひそめる。だって『運営』には、彼女がいる。

「のどかなら、もっとアマテラスのステータスが下がるように調整できる気がするんだけど」

《戦せん極ごくヤヲヨロズ》チーフプログラマ──ほのかの妹でもある財たから部べのどかの手腕を匠はその目で見ている。あっという間にチート対策をしてみせたあの腕前ならば、今からでも対策が可能なはずだ。

　匠の疑問にほのかは、肩を落としつつ答える。

「匠くんはちょっと、あの子のことを評価しすぎねぇ。あの子だって、できないことはできないわよ。アマテラス様に干渉しようとすればするほど、プログラムがどん詰まりになっていくって、言ってた」

「どん詰まり？」

「無理にアマテラス様の不利になるようにしようとすると、《戦極》のデータ量が膨大になるんですって。結局、乱数がめっちゃアマテラス様にとってキツくなった場合だけ倒せる、っていう今の状況にするのが精一杯」

「乱数って……つまり、運ってことか？　それこそ俺のクズ運じゃ勝てる見込みないんだけど。ガチャの結果とか、毎回散々だぞ？」

「あら。もしクズ運だったらそもそもここまで生き残れていないわよ。せいぜい速はや水み征せい士し郎ろうとの戦いでリタイアじゃないかしら？」

「あれは……確かにラッキー以外のなにものでもなかったな」

　ほのかの言うとおり、スペシャルガチャの結果次第ではあそこで匠は《戦極》から追放されていただろう。自分の勝利が必然であったなんて、匠は思っちゃいない。

　さらにほのかが、意味ありげな笑みを匠に向けた。

「これはアマテラス様との《デュエル》の時に限ったことじゃなくて、プレイヤー自身についても言えるのよね」

「俺自身？」

「《戦極》はしょせん、ゲームだから。プレイする人がいないと成立しない。プレイヤーの人生そのものに祝福があることがクリアには不可欠なのよ」

　祝福──自分とは程遠い言葉だと匠は思うが、ほのかは続ける。

「あなたは幸い、その条件を満たしている。『運営』として、ありがたいことにね」

　いつものからかうような調子ではなく、穏やかな微笑ほほえみ。だからこそ匠は、ほのかの言葉について真剣に考える。

　きっと自分が歩いてきた道は、いくつにも分岐していた。その中には、匠にとって望ましくない結末も待っていただろう。匠自身で選んだ道もあったが、多くの偶然が積み重なって匠たくみは今、ここにいる。

　速はや水み征せい士し郎ろうが接触してくれなければＬｕｎａルナとの出会いもなく、Ｌｕｎａに動かされて征士郎を倒さなければアイリに見初められることもなかった。

　なにか一つでも欠けていれば、ここまで来られなかった。リトライができないこのゲームでこんな結果を残せたのは、僥ぎよう倖こうという以外ない。

　匠の胸に湧わく感情を保証するように、ほのかは静かに告げる。

「正直、乱数の偏り次第では今の段階で完全に詰みってことになってもおかしくなかった。けど、そうなっていない。運頼みだろうが、世界を救える可能性が残っている。そんな状況においてあなたがまだリタイアしていないのなら、それはきっと意味があることなんだって、わたしは思う」

「俺がいる意味……か」

　かつて、匠は世界を呪のろった。善意が必ずしも報むくわれるわけではない世界を狭量だと疎み、そんな世界から消えてしまおうと、自分をいないものとして扱った。

　だが、今はそうではない。ここにいたいと願い、世界もまた匠の存在を願うようにここまで勝ち残らせてくれている。




　──アンタが思ってるより、さ。優しいよ。アンタも、この世界も。




　そんな言葉が、耳に蘇よみがえる。あの時Ｌｕｎａが言っていたことに、初めて実感を持てた。

「わたしたちにできることはもうない。『運営』としてベストの環境を用意した以上、あとはプレイヤーが乱数頼みのラッキーパンチをアマテラス様に当ててくれないかなー、って見てることしかできない。匠くんにもそういう期待をしちゃいたいんだけど、ダメ？」

　これまで何度も見てきた、人を食ったような飄ひよう々ひようとした笑み。

　さっきまでの切実さはどこに行ったんだと言いたくなるが、ある意味でほのからしい。匠は苦笑を浮かべると、当然のことのように答える。

「ダメ──なんて、言えるかよ」

　勢いに任せて紡つむがれた言葉。

　だけど、口にしたからには貫かなくてはならない。

「茶番だ、って言いきられたらそりゃ、とっとと放ほうり出すけどさ。そんな言い方されちゃ、足あ掻がかずにはいられない」

　かつて、そうしていたように。自分ではない誰かのために、首を突っこまずにはいられない。

　匠の答えにほのかが、意味深に目を細める。

「こっちから頼んでおいてなんだけど、珍しく前向きね」

「俺だって、藁わらにもすがりたくなる気分の時があるさ」

　匠たくみは、《戦せん極ごく》を通して自分が取り戻したものを確かめるように、拳こぶしを握る。

「ずっとひねくれて斜めから世界を見てきたけど、たぶん、今がその時なんだ。細くて、ちぎれそうな可能性でも握りしめたいって、そう思ってる」

　ちょっと、大げさすぎただろうか──気恥ずかしくなって相好を崩すと、ほのかもどこか安あん堵どしたように脱力した。

「アマテラス様と戦ってなおその調子なら、もう少しあなたにこの世界を任せてみてもいいみたいね」

　期待される、という久しぶりのことに匠は、くすぐったさを覚える。むずむずする体に耐えていると、ほのかが告げた。

「さて。それじゃ、お邪魔しましたっと──」

「あ、待った。もう一つ訊ききたいことがある」

　帰りかけるほのかを、匠は引き止める。しみじみとした感情は、いったんお預けだ。ここまで謎なぞが解き明かされてきたからには、はっきりさせておきたいことがある。

「そろそろ教えてくれてもいいんじゃないか？　《戦極》の目的がはっきりした以上、それを取り仕切っているあんたたち『運営』ってのが何者なのかを」

　世界を終末から守るために作られたゲームの管理者。アマテラスが抱える呪のろいについて知り、それを打開しようとすら考える存在。

　さすがに、もう隠す意味はないだろう。そのつもりだったが、ほのかの返事は期待外れに終わる。

「んー……まだ、その時じゃないのよねー」

　のらりくらりとかわされるのはいつものことだが、匠はその言葉を聞き逃さなかった。

「まだ、ってことは──」

「そ。ちゃんと言うべきタイミングが来たら教えるわよ。ゲームっぽく言えば、そのイベントが起こるフラグが立ってないから」

　相変わらずの飄ひよう々ひようとした態度に、匠は肩をすくめる。

「フラグね。んじゃ、粛しゆく々しゆくとイベントを進めますか」

「その調子、その調子。健闘を期待してるわ。がんばれぞい」

「ぞいってな」

　微妙にネタが古く、懐かしさすら覚えるフレーズにツッコミを入れる間もなく、ほのかの姿は消えている。いつものことであり、もはや匠は驚かなかった。

　驚いたり覚悟したり、一日分のエネルギーを使った気分だ。脱力してベッドに身を投げ出すと、手に持ったままだったスマートフォンからミカの声がした。

『タクミ。今後のことですが』

「あ、ああ。そうだな。覚悟決めるだけじゃなくて、具体的にどうするかってことだよな？」

　匠たくみがそれを考えるより早く、ミカがプランを示す。おそらく、匠がほのかと話している間に考えていたのだろう。

『アマテラス様のことはいったん、頭の片隅に置くとしましょう。ホノカがヒントを与えてくれました』

「ヒント？」

『かつて、速はや水み征せい士し郎ろうが言っていたでしょう？　アマテラス様との戦いは、まるでゲームにおける強制敗北のイベントのようだった、と』

「ああ。そんなこともあったな」

　あのいけすかない廃課金のことはあまり思い出したくないが、たしかに覚えがある。

「でも、それがどうかしたか？」

『強制敗北があっても、その敵に負けっぱなし、というパターンはあまりないかと。シナリオが進むにつれてその敵と再戦する。そしてその時には、敵を倒せる強さになっている』

　ミカの言いたいことを察し、匠は目の前に道が拓ひらかれるような感覚を得る。

「……そうか。進めればいいんだ、イベントを」

『と、いうことです。きっとまだ、アマテラス様を倒すためのフラグが欠けている。どこかのダンジョンをクリアする、プレイヤーの数が一定以下になる──ざっとあげられる可能性は、こんなところですかね。ガチャアイテムの入手とかだったら、本当にクソ運営ですが』

「そこは、ほのかの態度からしてないと思うけど」

　その必要があるのだったら、もっとガチャを引くことを強いてくるはず。ガチャ限定のアイテムは必須ではないだろう。

　ミカも異論はないらしく、さっそく話をまとめに入る。

『では、当面の目標はまず、私のレベルを最大まで上げることと、奉納点フエイスの蓄積。それと並行して、ダンジョンのコンプリートと《デュエル》による他のプレイヤーの排斥。以上となりますが他に何か？』

「いや、ない。とりあえず、それでいこう」

　やるべきことがはっきりと見えると、アマテラスとの《デュエル》直後のもやもやした感覚はすっかりと消えていた。自分一人で考えていてもこうはいかなかっただろうと、匠は礼を言わずにはいられなくなる。

「……サンキュ、ミカ。この状況でそうやって勝つための道を示してくれるのは、さすが軍神、ってところだな」

『その通り。それが私の役目です』

　聞き慣れた静かな声音。

　かと思うと、そこにいつもはない熱を加えてミカは続ける。

『あと、私もタクミが目指す世界に興味がありますし。あなたが、どんな世界を望むのか』

「まあ、お前をがっかりさせない世界にするんじゃないかな？」

　匠たくみは面おも映はゆそうに笑う。《戦せん極ごく》の優勝者に与えられるのは、世界を思い通りにするという全能の力。悩んだ末に匠がたどり着いた使い道は、『神と一緒にいられる世界にする』というものだ。

　匠が今こうしてミカと話しているのも、《戦極》のアプリの機能によってのもの。《戦極》が決着を迎えた後も、ミカの存在を隣に感じられるように──それが匠の願いだ。

　リビングの時計が、午前零れい時を告げる。明日は日曜だが、スタミナを使い果たしている今、夜更かししている理由もない。

『明日から、今まで以上の激戦となることは必至です。学業のこともありますし、夜くらいはゆっくり静養してください』

「ああ、そうだな。おやすみ」

　通話をオフにし、匠は部屋の電気を消す。しかし、目は依然として冴さえたままだ。

　目を閉じても胸のざわめきは収まらない。

　終わりの始まり──そんなものを感じ、匠は小さくため息を吐き出した。





　　　○






　日曜日のほとんどは、ミカと決めた方針に費やされた。征せい士し郎ろうとの《デュエル》で得た勾まが玉たまとレアアイテムがある以上、ある程度はスタミナの回復に勾玉を使える。むしろ攻略は、匠の体力と相談することとなった。

　志を新たにしてから、一日目は順調。予定通りの成長を遂げて、二日目を迎える。

　世界の危機がすぐそこに迫っていようとも朝はやってくるもので、学生という身分である匠は嫌でも学校に行くため起きなくてはならない。

　カーテン越しに太陽を睨にらみつけると、ベッドから抜け出して牛乳と食パンだけの簡単な朝食を済ませる。朝食を用意するのが面倒というわけではなく、むしろ朝が弱い匠にとってはそれ以上食べると気持ち悪くなってしまうからだ。

　顔を洗って、いつもの電車で高校へ向かう。すし詰めの電車に揺られながら匠は不思議に思っていた。

（世界が滅びるかもしれないのに、学校には普通に行くんだよなぁ）

　我ながら能天気なものである。世界を救いたいのならそのために奔走するべきだろうし、救えないと諦てい観かんするのなら家で寝ているべきだろうに。

　だが、そもそも遡さかのぼればコミュ障を自覚しながらこうして学校に通うということが匠たくみにとってはイレギュラーだったのだ。コミュ障ならば引きこもるという選択肢もあったろうに、自分の気配を殺すというスキルに頼ってまで、教室に顔を出し続けていた。

　流れる車窓の景色を眺めながら匠は、自分の根底にあったものについて思いを馳はせる。他者を信じられなくなりながらも、この世界の一員であろうとしていたのはなぜか。

　それはきっと──

（逃げたく、なかったんだろうな）

　そんな結論に至った瞬間、思わず苦笑がこぼれた。車窓に映る自分の顔を見て、匠は慌てて無表情に戻す。満員電車でニヤニヤしていては、不審者と思われかねない。

　ヘッドフォンから流れる音楽に耳を傾け、気持ちを整理する。耳に馴な染じんだレトロゲームの音楽が、匠の気持ちを平常へと導いていった。

　だが、それも校門の手前まで。匠の通う高校はそれなりの進学校であり、『学業に不要なものの持ち込みを禁止する』という旧態依然とした校則がある。「英語のリスニング力を鍛えてたんです」なんて言い訳が通じるかどうか試すのは、ビビりの匠にとってリスクが大きすぎた。

　というわけで、潔く校門の五〇メートル手前でヘッドフォンを外し、カバンに押しこむ。以前と比べて世界との境界線を薄くしたつもりの匠だが、やはり耳がふさがっていないというのは落ち着かない。

　それだけではない。タクミにはもう一つ、不安がある。昇降口で上うわ履ばきにつま先を蹴けりこみ、教室に近づいていくごとにそれは大きくなっていく。

　チャイムが鳴るぎりぎりのタイミングで教室に着いた匠は、さっと教室を見渡す。警戒する姿は見当たらない──が、だからこそ危険だ。

　影が薄いという個性は失われつつあるが、人の気配に敏感という特技は健在。すぐさま背後に気配を感じて振り返りかけると同時──

「かっみねくぅううん！」

　匠の鼓こ膜まくを、ハイトーンな声が貫いた。

　状態異常・スタンを食らったように体をすくませると、匠の体が抱きしめられる。むにゅん、と体に押し付けられる柔らかい感触。胸に押し付けられるそのボリュームだけでも匠は頭がいっぱいになってしまうのに、甘ったるい声が耳をくすぐる。

「神か峰みねくん神峰くん神峰くぅううううん！　おはよう！　今日も神峰君に会えて、アイリちょー幸せだよぅ！」

　ミカに勝るとも劣らない、熱烈な抱ほう擁よう。強いて言えば、体を摺すり寄せてくるミカに対し、こちらはひたすらきつく抱きしめてくる。体を絞しぼられた匠は、息も絶え絶えに声をもらした。

「も、桃もも瀬せ？　いつものことながらあいさつが過激なんだけど、おはよう」

「えへへぇ。もっと言って？　アイリ、神か峰みねくんの声もっと聞きたいよぅ」

「……おはよう」

「きゅぅうううううん！」

　──と、匠たくみの体がさらに強く抱きしめられる。教室の入り口で人目もはばからずそんなことをしてくるのが匠のクラスメイトにしてアイドルグループ、《ＳＴＥＬＬＡステラ☆》のメンバーとして活躍している桃瀬アイリだ。

　クラスメイトにとってはもはや恒例の光景であり、「あー、今朝も始まったか」「これが始まったってことは、もうすぐＨＲホームルームだな」「またかよリア充死ね」──と反応は様々だ。にやにやと二人を見守る者、ただのアラーム代わりにする者、呪じゆ詛そを送る者に共通することは、これが「いつものこと」ということだ。

　とはいえ、当人の匠は気が気じゃない。もともと目立つことを嫌う匠がクラスメイトたちに存在を認識されていること自体、生理的に落ち着かない。やんわりと、アイリの機嫌をうかがうように頼みこむ。

「桃瀬、一回離れて。先生に見つかったら、そろそろ指導室に呼ばれちゃうから。そんなんで時間とられるのは、桃瀬も嫌だろ？」

「んー……名残惜しいけど、しょーがないよねぇ。お説教受けてる時間で、もっと神峰くんときゅんきゅんしたほうがいいもんねぇ」












　渋々、といった感じで離れるアイリ。解放された匠たくみは自分の席に着きつつ──アイリが手にしている雑誌に戦せん慄りつを覚える。

「……あと学校にゼクシィ持ってくるのはどうかと思うんだけど」

　普通、高校生に結婚情報誌は必要ないはずだ。とはいえそれは「普通」であり、桃もも瀬せアイリは残念ながら普通ではなかった。

「だってだってだってぇ、こーいうの見ながら計画立ててる時が一番楽しくない？　旅行の準備してるのと同じだよぉ☆」

「それは、わかるけど」

　刀剣鑑賞という高校生らしからぬ趣味を持つ匠は、実行する気などないのに各地の刀を見て回る計画を立てていたりする。コミュ障でバイトもできない匠は金銭的な面から実行をあきらめているが、妄想するだけなら自由だ。

　それと同じように、アイリもいろいろと叶かなわぬことを夢想しているのだろう。意外な共通点に匠がシンパシーを感じたかというと──

「アイリ、披ひ露ろう宴えんにはそんなにお金かけなくてもいいと思ってるの。むしろ披露宴とかやらなくてもいいかなー、っていうくらいだけどやっぱりウェディングドレス着たいし、それならごく内輪の、親しん戚せきの人だけ呼ぼうかなって。新しいおうちもね、もう考えてあるの。学校通うことと神か峰みねくんのご実家にも行きやすくするなら埼京線か副都心線沿いがいいよね？　アイリ的にもこの沿線なら事務所とか現場にも行きやすいしお家賃だって意外と安心だよ☆　あ、家具とかは今度一緒に見にいこうね？　アイリ的にはＩＫＥＡだけど、神峰くんがニトリ派って言うんなら神峰くんにあわせるよ？　でもアイリのお気に入りのラグだけは持ってこさせてほしいなぁ。アイリ、旦だん那なさんと一緒に家具決めるのずっと憧あこがれだったんだぁ☆　もー、いまからきゅんきゅうん、だよっ！」

　否いな、だった。アイリの妄想力は、匠の想像を超えてたくましすぎる。クラスメイトたちが匠に嫉しつ妬としないのは、アイリがこういうところを頻繁に見せるからかもしれない、と匠は思っている。

　それはさておき、「やんやんっ☆」とアイリが体をねじるたびにその豊満な胸が目の前で、たゆんたゆんと揺れる。その暴力的な光景に匠が声を失っていると、横から肘ひじをつつかれた。

　隣の席のクラスメイト──二学期になってからちょっとずつ喋しやべるようになった男子が、遠慮がちに話しかけてくる。

「神峰たちって、もうそんな段階なの？　ケッコンカッコマジなの？」

　匠は力なく、首を横に振った。

「知らない。いま初めて聞いた」

　すると、今度は後ろの席の男子が面白がるように声をかけてくる。

「その調子で、行きつけの産婦人科まで決められんなよー」

「やだもーっ！　いくらなんでも、まだ早いよぅ！」

　と言いながらも、まんざらでもなさそうな顔でアイリは再び匠たくみを抱きしめ──

　肩に顔をうずめた瞬間、耳元で先ほどまでの舞い上がったテンションとは対照的な、低い声でささやかれた。

「それに、赤ちゃんなんかできちゃったら神か峰みねくん、そっちに気が散っちゃってアイリのことだけ見てくれないもんね？　神峰君はずっと、アイリのことだけ考えてればいいんだよぅ？」

　と、この言い分だ。「やだもー」と頭を抱えたくなる。

　しかも、姿こそ現していないがミカもこのやりとりをばっちり見ているのだ。次に会った時には、アイリの感触を上書きするためミカからハグされてしまう。

　透明人間から一転。リア充と冷やかされ、妬ねたまれる立場。

　それが、匠が新たに得た日常だった。
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　この高校に通って二年目になるが、匠は体育の授業に参加したことがほとんどない。別に体が弱いからとかいう理由ではなく、初回の授業でサボってみたところ教師もクラスメイトも匠がいなくなっていたことに気づいていなかったので、これ幸いと自由時間にさせてもらっている。

　体育教師の点呼が終わると匠は、おもむろに列から外れる。空気同然の扱いだった以前より匠の存在感は増しているはずだが、それでも匠のボイコットは見み咎とがめられない。

　生徒のサボりを見咎めるのが教師としての仕事のはずだが、これで給料もらってんのかよ体育教師──と思うものの、自分にとっては都合がいいのでそのチェックの緩さに感謝。更衣室でジャージから制服に着替え、いつもの場所でサボりを決めようとする。

　教師たちも、まさかこんなに堂々とサボりをかます生徒がいるとは思っていないのか、匠はすんなりと隠れ家にしている別館の屋上の手前までたどり着く。とりあえず、《戦せん極ごく》をチェック。ランクが上がってきた現状、ノーマルダンジョンに挑むのは旨うま味みが薄く、かといってゲリラもめぼしいものが来ていない。

　アイテムボックスを眺めて、アマテラス戦で装備するアイテムを吟ぎん味み。パートナーのステータスを上昇させたり特殊なスキルやアビリティを持たせたりするアイテムは二つまで装備できるが、一方はアビリティ封印のためのもので固定。となると、残る一枠をどうしたものか。

　前回は消費奉納点フエイスを節約するものにしていたがこの際、燃費のことは考えずに火力を追求していくべきだろうか。ミカの弱点でもある射程距離を伸ばすアイテム、というのも一考の価値がありそうだ。

　むしろ、デバフでアマテラスのステータスを下げるか？　このアイテムならミカのアビリティとも相性がいいし──

　と、集中していたことで気づくのが遅れた。本来なら接近を許さない距離──すぐ下の踊り場に気配を感じる。

　見回りの教師ではない。わざわざこんなところまでサボりの生徒がいないかどうか確認しに来るほど、この高校の教師は熱心じゃない。

　なにより階段を上ってくる足取りの軽さは若者のものだと匠たくみは判断し──

「かーみっねくんっ」

　顔を上げると、予想どおりアイリの顔があった。四階分の階段を一気に駆け上がってきただろうに息一つ切らしていないのは、ある意味アイドルらしいと言える。

　匠はムダだと知りつつも、とりあえずはとぼけてみせる。

「桃もも瀬せ？　まだ授業中なんだけど」

「もー。当のサボり魔がそういうこと言う？　でも、こーいうのも青春だよねっ☆」

　アイリは当然のように匠の横に座り、肩を預けてくる。匠は体を硬くするが、逃げたら逆に意識しているように思え、意地を張って動かなかった。

「せっかく学校に来てるんだから、学校じゃないとできないことしなきゃ。授業サボって好きな人ときゅんきゅん☆、なんていかにも青春っぽいよねぇ」

「青春、ねぇ。俺としては、まっとうにクラスメイトと授業受けてる方が、青春っぽいけど」

「だったら、アイリに神か峰みねくんが活躍してるところ、もっと見せてほしいなぁ。今日の授業、せっかくバスケなんだからもっと影の薄さ活いかして、『幻の六人目シツクスマン』みたいな活躍しちゃえばいいのに」

「去年の球技大会の時、冗談で六人目として混ざったら自分のチームも相手のチームも審判もギャラリーも、最後まで五対六で試合してたことに気づかなかったんだよなぁ……」

　ちょっとしたいたずら心であった。せめてギャラリーくらいは気づけや、と思わないでもない。

　自虐的に口元を曲げ、匠は肩をすくめる。

「ま、今はそんな芸当、無理だろうけど。桃瀬がいるからか校内だと特に俺の影の薄さ、なくなってきてるし」

「そっか。そうだったねぇ」

　会話はそこで途切れる。匠は二人きりという機会に乗じて、前々から告げようとしていたことを口にしかけるが、

「あのさ、桃もも瀬せ──」

「諦あきらめないよ」

　それは、こちらの意図を読んでいたかのようなアイリの言葉によって制された。

　自分から切り出そうとしておいてなんだが、匠たくみは気まずくなる。遅かれ早かれ言っておかなければならないことを、アイリが先読みしていてくれた。ならばそれは、喜ぶべきことだ。

　だというのに、匠の胸にはどうしようもないばつの悪さだけが募る。わかっていたはずなのに、匠はどこかで期待していたのだ。アイリが、世間のイメージ通りの天てん真しん爛らん漫まんな少女であることを。

　アイリがそうでないことを、匠は身をもって知っている。戦いという、自分の意志をぶつける方法によって嫌というほどこの身に刻まれている。

　具体的にどう、とは言えない。ただ、アイリにとって『愛』という言葉は匠が抱いている以上に特別な意味を持っているように思えた。先日アイリと──愛のために、チートにすがってまで戦った少女と──戦った時に、そのことが伝わってきた。

　正直、匠にはアイリのことがわからない。匠なりにはっきりとフったつもりなのに、なぜここまでぐいぐい攻めてこられるのか。

　迷惑だとか不快だとかいうわけではないが、アイリの想おもいに応こたえられないことに申し訳なさを覚える。匠はアイリに顔を向けることができず、見るとはなしに自分のつま先に視線をやったまま口を開いた。

「諦めないって……そんなこと言っても、何でもかんでも思いどおりになるわけじゃないんだから。時には、妥協しなくちゃいけないこともあるだろ」

「そうだね。ぜんぶが上う手まくいくなんて、アイリも思ってないよ。でもこの気持ちだけは、変えられないの。他の人じゃ、ダメなの」

　アイリがどんな顔をしてそんなことを言っているのか、匠には確認する勇気がなかった。

　自分にそんな価値はないと思う。変わりつつあるといっても根っこのところはやはり、周りの視線ばかり気にして、自慢できることなんて一つもない。ただ目立たないようにしていて劣等感を抱いてばかりの偏屈者だ、と。

　匠の視界の端で、アイリのつま先がパタパタと動く。ゆったりとしたリズムに合わせて、アイリの甘い声が反響する。

「アイリはね、後悔すると思うんだぁ。このまま生きて、おばーちゃんになってもきっと、今この瞬間の恋が叶かなわなかったことを呪のろって死ぬって。それって、死に方としてはサイテーだよね？　そんなんだったらね」

「──っ!?」

　匠たくみの肩がアイリに押され、床に倒される。組み伏ふせる形──馬乗りになり、匠の両腕を握ったままアイリが告げた。

「アイリは、神か峰みねくんを殺して死ぬ。神峰くんだけじゃないよぉ。ぜんぶ、ぜぇーんぶ、殺しちゃう☆　『地球破壊爆弾』で、ふっ飛ばしちゃう。アイリにそんなことを選ばせた、この世界が悪いんだもん。カミサマも総理大臣もロックンローラーも、クジラもパンダも小鳥もみーんなアイリに味方してくれなかったんだもん。連帯責任ってやつだよ。でもね、それはまだしないの。諦あきらめてないから。神峰くんが、アイリのこと好きになってくれるって信じてる」

　可か憐れんな笑みの奥には、歪ゆがみがない。まっすぐに、アイリがそのことを願っていることが伝わってきた。

　どんな育ち方をして桃もも瀬せアイリという少女が形成されたか匠は分からない。だがその狂気が後戻りできないところまでは来ていないと信じて、匠は声をかける。

「それ、本気で言ってるのか？　世界が滅んじゃってもいいって、桃瀬はそう思ってるのか？」

　匠の手首を締めつける力が緩み、アイリの目が丸くなった。匠の反応が予想外だ──そんな様子を見せて、アイリが尋たずねてくる。

「どしたの、神峰くん？　たとえだよ、たとえ。なーんか、ホントに世界が滅んじゃいそうな感じだけど」

　隠しておく意味はない。《戦せん極ごく》のプレイヤーだったアイリには、知る権利もあるだろう。

　相談することで、アイリからもなにかアドバイスを得られるかもしれない。打算が絡んでしまったことに後ろめたさを感じながらも匠は、アマテラスやほのかから聞かされたことをかいつまんで説明する。

「実は──」

　アマテラスが抱える呪のろいのこと。アマテラスを倒さなければならないのに、その力は圧倒的で運営の干渉すら及ばないこと。

　不器用なりに、整理して伝えた。匠の話に馬乗りになったままずっと耳を傾けていたアイリは、ぽつりとつぶやく。

「そっか。あのゲームに、そんなヒミツが隠されてたなんてね」

　考えるような間を少しだけ挟んだかと思うと、アイリはいつも通りの笑顔を向けた。

「でも、アイリ的にはやっぱりどうでもいいかな☆」

「どうでもいいって、お前っ──」

　匠に有無を言わせずアイリは、匠の胸に頬ほおを摺すり寄せてささやく。

「アイリはねぇ、神峰くんが好き。神峰くん以外はなにもいらない。……だから、いいんだよ。神峰くんがアイリのことを好きになってくれないんなら、こんな世界滅んじゃっても」

「桃もも瀬せ……」

　匠たくみはアイリに何か言葉をかけてやりたいが、何も言えなかった。たしかに、匠はこの世界がそんなに捨てたもんじゃないことを教えてもらった。だが、知った風にそのことを語れるほど、匠は羞しゆう恥ち心しんに欠けていなかった。

　ちょっと出会いに恵まれただけの人間が、世界の価値を語ってはならない。そんな考えに縛られて黙り込んでいると、アイリが不意に体を起こし、匠の顔を覗のぞきこんだ。

「神か峰みねくんは、どう？」

　唐突な問いに面食らって、匠はしどろもどろになる。

「どう……って？」

「好きな子と一緒なら死んじゃってもいいやって思える？　それとも……絶対に、その子と一緒に生きてみせるって思っちゃえる？」

　匠の思考は定まらない。そんなことにはお構いなしに、アイリは続けた。

「こころちゃんはね、なんとかしてあの子……えっと、アマテラスちゃん？　に勝とうとしてたけどそんなの無理だよぉ。太陽にケンカを売るなんて、実際に想像してみたらそれがどんなに無謀かってわかるでしょ？」

　こころちゃん──かつてアイリがパートナーとしていた知恵を司つかさどるという神、ヤゴコロオモイカネのことを思い出し、匠はロケットで太陽に突撃を試みる自分を想像する。改めてイメージすると、その戦力差は絶望的なんて言葉で言い表せるものではなく、ただただ馬鹿らしかった。

　そもそも、戦いという土俵に上がれていない。対抗心を燃やすだけ滑こつ稽けいというものだ。

　やはり、アイリが言うとおりアマテラスに勝つのは無理なのだろうか？　いっそ開き直って、余生を楽しむべきなのだろうか。

　疑念は一瞬だった。

「──ああ。勝ちたい」

　諦あきらめよりも強い想おもいが、匠にその言葉を告げさせる。

「ミカだけじゃない。桃瀬も、Ｌｕｎａルナも、全員生き残ったこの世界に俺は居続けたい。……高望みかもしれないけど、そう思うんだ」

　正直な思いを打ち明けた。匠の顔をまじまじと見つめていたアイリは、わがままを言う恋人に向けるような苦笑を浮かべる。

「草食系っぽいのにけっこう欲張りだよねぇ、神峰くん」

「そうだな。そんな自覚なかったけど、意外とそうみたいだ」

　アイリにつられて、ぎこちなく頬ほおを綻ほころばす匠。アイリはさらに額をぐりぐりと匠に押し付けながら声を紡つむぐ。

「うん、でも、好き。そんなところも大好き。ううん。それでこそ神か峰みねくん、って感じがする。……もぅ。惚ほれた弱み、ってやつかなぁ。きゅんきゅんが止まらないよぅ」

「も、桃もも瀬せっ！　その……上で、動かないでくれる!?」

　いつもどおり、「やんやんっ☆」と体をひねらせるアイリを匠たくみは制止する。アイリの想おもいに応こたえられない後ろめたさからある程度のスキンシップは許容しようと思っていたが、これはちょっとやりすぎだ。

　頭がどんどん沸点に近づいていく匠に対し、アイリの顔がむしろ間近に迫る。

「神峰くん、今日の放課後って時間ある？」

　急な話題の転換に、目を白黒させつつ、匠はうなずいた。

「え？　まぁ、ヒマっていえばヒマだけど」

「じゃ、けってーい☆」

　アイリは立ち上がると、三千世界を照らすほどの笑顔で宣言する。

「ちょっと、アイリに神峰くんのお手伝いさせてほしいなぁ。神峰くんの役に立てるかもしれない人、知ってるから☆」
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　放課後となり、掃除を終えて匠は教室に戻ってくる。アイリが何を考えているのか知らないがコミュ障としてはまず「初対面の人間、怖い」というのが前面に出てくる。

　鼓動が加速してきた。一昔前と比べて他人と喋しやべることができるようになったとはいえ、一度刻まれた苦手意識が消えることはない。アイリがどんな人物を紹介するつもりだろうと、怖いものは怖い。今からでも謹んで辞退できないだろうか？

　手段を模も索さくするが、出てくるのはアイディアではなく冷や汗だけだ。もう理由とかどうでもいいからばっくれてしまおうか。

　そう思っていると、アイリが掃除場所から戻ってきてしまった。

「お待たせっ。ごめんねぇ、遅くなっちゃって」

「あ、あぁ」

　とっさに返事をしてしまったが最後のチャンスを逃してしまったことに気づく。まだ「実はこれから用事があって」とか逃げる方便はあったはずなのに、自らそれを放棄するなんて、とんだ失態だ。

　やべぇ。もう逃げられねぇ。このままベルトコンベアで運ばれるようにアイリに従う自分を匠は容易に想像する。運ばれるのがどこかは知らないが、人肉缶詰めになるくらい無残な結果なのではないだろうか？

　もちろん、アイリが紹介してくる人間に興味はある。この状況において助けになってくれる人間は、喉のどから手が出るほど欲しいに決まっている。

　葛かつ藤とうの後、匠たくみは腹をくくる。この際、コミュ障どうのと言っていられる場合ではない。いざというときは、アイリの背中に隠れてしまえばいい。一度そうと決めてしまえば、匠は女子を肉壁役とすることに、いささかのためらいもない。

　アイリと並んで、教室を後にする。しばらくは今日の授業のことなど他た愛あいもない話に花を咲かせていたが、校門を出たあたりで匠は不意に歩調を緩めた。

　怪け訝げんそうに、アイリが振り返る。

「どしたの、神か峰みねくん？」

「……や、桃もも瀬せ、先に歩いてくれない？　二人きりで歩いてると、桃瀬にとってはあんまりよくないんじゃないかなーって。せめて変装っていうか、髪型変えるとか、メガネかけるとかだけでもした方がいいんじゃないか？」

　周囲の視線が、いつも以上に気になった。それはもちろん他人の注目を引くことが苦手というのもあるが、アイリのアイドルとしての立場を懸念する。アイドルのファンには過激な連中がいるというのはよく聞くことだし、こうして二人で歩いていると問題なんじゃないだろうか、と心配したのだ。

　だが、アイリはそれを笑い飛ばす。

「心配しすぎだよぅ。そんなこと気にしてたら、アイリ友達と歩けなくなっちゃう」

「そ、そんなもん？」

「そーだよぅ。むしろ変装なんかしたら、かえって『人に知られちゃいけないことしてます』ってアピールすることになっちゃう。どうせアイリ、変装してもばれちゃうし」

「なるほどな」

　アイリの持つオーラ──いわゆる存在感がズバ抜けていることは、Ｌｕｎａルナからも聞かされていた。どうしても目立ってしまうのなら小細工をするよりむしろ、やましいことなどありません、と堂々としていた方がいいのかもしれない。

　半歩先を歩くアイリは、匠を振り返りながら、からかうように目を細める。

「どうしても心配ならアイリが変装するより……神峰くんが女装するのが効果的かな☆　マスコミも、さすがに女友達と一緒にいるところまではチェックしないだろうし」

　斜め上を行く発想に匠は声を上げる。

「女装!?」

「そうだよぉ。意外と違和感ないかも……あ、うん、ごめん。やっぱり、今のなしで」

　アイリに謝らせるあたり、よっぽど似合いそうにないらしい。匠としても女装なんてまっぴらごめんなので、その点は助かった。

　アイリは天てん真しん爛らん漫まんな彼女にしては珍しく、不機嫌そうに唇を尖とがらせる。

「でもー、変な誤解する人がいないわけじゃないんだよねぇ。アイリの友達にも『同じコマにいた』ってだけでカップリングする子いるし」

「ペンギン並の知能なの、そいつ？」

　匠たくみは、一時期ネットに出回っていた画像を思い出す。アイリはそれを知らないのか、

「かわいいよねぇ、ペンギン。アイリ、四番目くらいに好きかも。一番が神か峰みねくんでぇ、二番目がネコちゃん。三番目は、チーターさんだよぉ。がおーっ！」

　と、ネコっぽく手を丸めながら、ややずれた答えを返す。匠はそれに、『元チート使いがチーター好きって、それはひょっとしてギャグで言っているのか？』と真顔になった。

　その一方でアイリは、「やんやん☆」と体をねじらせる。

「水族館に、動物園。デートの定番だよね☆　ここからだとサンシャインが近いし、都内にはもっといろいろあるよぉ。あ、近くだったら動物園とかじゃないけど、ナンジャタウンもいいよね。アイリ、楽しみだなぁ」

「……」

　匠としても、まんざらではなかったりする。別に魚や動物が好きなわけではないが、そういういかにもデート、というシチュエーションにあこがれるのだ。

　だが、匠にとって本当に隣にいてほしいのはアイリではない。そのことに胸を痛めていると、アイリは独り言のようにこぼした。

「アイドルとしてはやっぱり、気をつけなくっちゃいけないのかな？　でも、いちいちそういうこと気にしなくちゃいけないんだったら、アイリ的にはやめちゃってもいいんだよね、アイドル」

　胸の痛みが強くなる。胸を締め付けられるままに、匠は言葉を吐き出した。

「それはちょっと、もったいないんじゃないのか？」

　匠はアイドルという仕事が尊いものに思えるし、だからこそアイリには自分の存在に誇りを持ってほしい。簡単に、やめるだなんて言わないでほしい。

　匠の心情がどう伝わっているのか、アイリの声音は軽いままだ。

「えへへぇ。冗談だよっ、冗談っ☆　アイリだって今のお仕事、大事にしたいもん」

「そっか。そうだよな」

　アイリにも、同じグループのメンバーやファンを大事にしたいという想おもいがある。そこに匠が安あん堵どしていると、アイリが続けて言った。

「だって、お仕事しなくちゃ神峰くんを養ってあげられないもんね」

「……え？」

　アイリがなにを言っているのか理解しようとしているうちに、アイリは後光がさしかねないような笑顔を見せた。

「神峰くんは、働かなくてもいいの。好きな時に好きなことしてていいんだよぉ。それが旦だん那なさんの負担にならない、できるお嫁さんスタイルってやつだもん☆」

「いや、なんというか……その重さが、すでに負担になっているっていうか──」

「ん？　なんか言った？」

　と、こちらを見上げるアイリの瞳ひとみに匠たくみは深しん淵えんを感じて黙りこんだ。

「気のせいだよねぇ？　神か峰みねくんは、アイリの理想の男の子だもん。アイリの考えに反対するなんてこと──ないよね？」

　匠は生物の本能として察する。──あ、これ答えちゃいけない問いだ、と。

　イエスもノーも、バッドエンドに直通している。瞬時に匠は、話題をすり替えた。

「と、ところで、俺に会わせたいって、どんなやつなんだ？」

「んー……ナ・イ・ショ☆　会ってからのお楽しみだよ☆」

　輝くような笑顔でそう言われてしまっては、追及することもできない。つくづく、卑ひ怯きようだと思う。

　雑談を挟みつつ移動するうちに匠たちは、地下道を通って駅の向こう側に来ていた。アイリが匠を連れてきたのは、貧乏学生では足が遠のくような喫茶店だ。

　周りを見ても匠たちくらいの年代の客はいなく、みんな背広を着ていたりとっくに仕事を引退していたりするような客層。異分子となることを好まない匠にとっては、居心地が悪いことこの上ない。背中がむずむずし、とっとと用を済ませたくなる。

　頼みの綱のアイリは、いつもと変わらない愛あい嬌きように満ちた調子で店員に何か話しかけている。店員が柔和な笑顔でそれに応じ、店の一角を示した。

　匠からは死角になる位置。そこに向かって歩き出すアイリにつられて匠は歩きだし──目に映った、どこか見たことがあるような後ろ姿に、言いようのない不安に駆られた。

「あ、いたいた。お待たせー」

　アイリが頭の上で大きく手を振り、その人物に呼びかけている一方で匠は祈る。どうか勘違いであってくれ──

　その願いははかなく散り、匠は振り返った人物が自分の知る人物であることを悟った。

　ソファに深く座っていたその人物は、カップをかたむけつつ振り返る。その顔が苦々しく歪ゆがんだのは、きっと飲んでいたエスプレッソのせいではないだろう。匠が彼に会いたくなかったように、きっと彼も匠の顔を見たくなかったはずだ。

　その場だけ、急激に重力が増したような感覚。匠は肺を押しつぶされ、視線の先にいる人物の名を呼気に交えて告げる。

「──速はや水み征せい士し郎ろう」

　苦虫をかみつぶしたような顔選手権のように、二人は再会した。
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　その人物を見た瞬間、匠たくみの胸に様々な想おもいが廻めぐった。

　こじゃれたジャケットに身を包んだ、いかにもインテリという容姿。メガネの向こうの目は、今は眇すがめられている。

　良くも悪くも、匠を変えたきっかけ。彼がいなければ今の自分はいなかっただろうという確信があるものの、感謝の気持ちは一切ない。

　かつて、金の力を存分に使って《戦せん極ごく》を手中にしようとしたプレイヤー。《清せい流りゆうファンド》という一大勢力を率いていた、トップクラスの廃課金勢。

　見間違えるはずもない。匠の目の前にいるのはかつての敵、速はや水み征せい士し郎ろうだった。

「……」

　匠は息を呑のみ、相手を見み据すえる。驚きと緊張のあまり、声も出なければ足も凍りついてしまい、その場から動くこともできない。

　征士郎からも険しい目を向けられるだけで、店内にはいよいよ異様な空気が漂ただよい始める。そんな中、アイリはくるりと踵きびすを返した。

「じゃ、アイリこの後お仕事だから、あとは二人に任せるね。ばいばーい☆」

「えっ!?　ちょっと、桃もも瀬せ！　オレ、こいつと二人で話すのちょっと無理なんだけど！」

　匠たくみの必死の訴えも、アイリを引き留めることはできなかった。

「ごめんねぇ☆　今度また、ゆっくりデートしようね」

「そういう話じゃなくない!?」

　アイリは店を出ていくが、それを追いかけるわけにもいかない。征せい士し郎ろうが、アマテラスを相手取る上でなにか力になってくれるかもしれないというのなら、彼が苦手だからという理由ではこの場を去れない。

　とはいえ、心細さはある。匠は未練たらしく店の出口を見ていたが、背後から声をかけられた。

「やれやれ。参るよね、桃瀬さんのマイペースさには。ま、座ったら？」

　勧められるがままに匠は座り、「なにも注文しないのも店員の視線が痛いな」とメニューを手に取る。コーヒー一杯が匠の一食分を超える価格で、思わず意識が遠のいた。

　必要経費だ、と言い聞かせて店員を呼ぶ。アイスコーヒーを頼むと、改めて征士郎を見た。

　目の前にいるのは、一見して理知的ではあるが親しみも感じさせる好青年。だがその本性が荒々しく、腹の底に呪じゆ詛そがうずまいていることを匠は知っている。

　今の征士郎は、どっちだ？　普段の温厚そうな青年実業家か、金にすべてを売り渡した商人か──あの変へん貌ぼうっぷりは二重人格といってもいいほどだったが、そもそも征士郎にその自覚があるのだろうか？

　征士郎は黙りこんだままだが、匠もまだ観察に徹する。しばらくすると、注文したアイスコーヒーが運ばれてきた。

　これでもう、店員に話の腰を折られる心配もない。会談の場が整った形だ。

　とはいえ、征士郎と丁ちよう々ちよう発は止つしの駆け引きをしようなんてことは匠も思っちゃいない。改善されてきたとはいえ匠のコミュ障が完治したわけではないし、自分から話しかけるには多大な労力を必要とする。

　いつまでも、店内のゆったりとしたＢＧＭに耳を傾けてはいられない。意を決して、匠は切り出した。

「えーと……最近どう？」

　カップをソーサーに戻すと征士郎は、鼻で笑う。

「世間話に来たわけじゃないだろ？　だいたいのいきさつは桃瀬さんから聞いてる。オレもゆっくり話していられるほどヒマじゃなくてね。お互い、早く帰りたいのは一緒だ。とっとと本題に入ろうぜ」

　少なくとも、征士郎には匠の話を聞く気があるようだ。交渉の余地もない、という可能性も考慮に入れていた匠にとっては幸さい先さきのいいスタートであったが──

「とはいえ……俺も、桃もも瀬せがどういうつもりで俺をあんたに会わせたのかよくわからなくって。俺に協力する気とか、ある？」

「ねぇな」

　と、いきなりぶっきらぼうな口調でばっさりと切り捨てられる。匠たくみは緩急の違いに戸惑いそうになるが、すんでのところで踏みとどまった。

（呑のまれるな）

　揺さぶりをかけられていることは明白。相手は高校生の身ながら莫ばく大だいな富を築き上げた実業家。自分とはくぐってきた死線の数が違い、その交渉術には大人と赤ん坊ほどの違いがあるだろう。

　それでも、匠は手持ちのカードで勝負しなければならない。コミュ障なりに、人の顔色をうかがってきた経験でこの金の亡者と戦わなければならない。

　ストローに口をつけ、コーヒーを一口。苦みと冷たさが頭をクリアにしていく。さらに、浅く息を吸って思考を整えた。

　征せい士し郎ろうに協力する気がないのだったら、させるまで。こうして交渉というテーブルについている以上、その可能性はゼロじゃない。

　匠はたった一つ、征士郎について信頼していることがある。この男は、損得で動く。金の匂においがしないところに姿を現さない、と。

　つまり、征士郎は見込んでいるのだ。匠から引き出せる利益を。

　匠自身はそれが何かわからないが、まだ始まったばかり。ここからどう、自分の有用性を示せるか──コミュ障にとっては骨が折れる話だが、泣き言は言っていられない。

　匠は自分に言い聞かせる。ここも《戦せん極ごく》のフィールドだ。いつもミカの強さをあてにして戦ってきた自分が、ここで活躍しなくてどうする、と。

　エンジンがかかってきた。匠はいつもどおり対あい手ての目は見ないが、隙すきは逃さないとばかりに征士郎の全身を観察する。

　征士郎にも匠が腹をくくったことは伝わったのだろう。かつてなめさせられた苦渋を思い出すかのように眉まゆをひそめると、押し殺した声で告げてくる。

「初めに言っておく。世界が滅ぶんだったら、それはオレにとって好都合だ。なにせ、オレが叶かなえようとしていた願いもそれだったんだから」

　征士郎ほどの守しゆ銭せん奴どが、膨大な資金を投入して叶えようとしていた願い。匠は征士郎がプレイヤーであった間にそれを聞くことはなかったが、いざ耳にしてみると浅はかすぎて笑ってしまった。

「なんとなく、桃瀬とあんたの仲がいい理由がわかるよ。似た者同士なんだな」

「なに？」

　征士郎が、不興気に声を硬くする──が、大人げなさを律するように目を伏ふせ、落ち着きを取り戻した。

「ちょっと、心外だな。よりにもよって、あの異常者とひとくくりにされるのは看過できないぜ？」

「死ぬなら一人で死ねっつー話だよ。なんで世界を巻きこもうとするかね？　自分の命が、世界と釣り合うとでも思ってんの？」

　挑発ではなく、純粋な疑問だ。少なくとも匠たくみは、世界を滅ぼすような手間をかけるくらいだったらとっとと一人で死ぬと考えていた。

「オレは君も同類だと思ってたけどね。人を見る目には自信があったつもりだったんだけど、勘違いだったみたいだ」

「世界に愛着がない、って点では間違っちゃいないな。少なくとも、あの時点では」

　征せい士し郎ろうと接触した時点では、匠も世界がどうなろうとよかった。むしろ世界を滅ぼしてやるなんて能動的な気力すらも持たず、はっきり言ってしまえばどうでもよかったのだ。

　世界も、自分もどうなってしまおうが興味はない。仮に世界が滅んだとしたら、その時に抱く感情はきっと「解放された」というものだ。

　自ら死を選ぶことも、世界ごと滅んでしまおうということもできず、ただ「滅びないかなー」と終末を願う、後ろ向きな他力本願。

　そんな自分が変われたのは、パートナーの存在もあるがそれだけではない。

「あんたの悪手は、ただ一つ。俺にＬｕｎａルナを倒させようとしたことだよ」

　征士郎があのフェスさえ開かなければ、結果は今と真逆のものになっていただろう。その末路を想像すると、匠は寒気がする。

「あのバカが、君を変えたとでも？」

　不機嫌そうな征士郎の声に匠は、つい吹き出してしまった。

「お互いに『あのバカ』って呼ぶのな、あんたたち」

　征士郎の顔がますます苦々しくなる。その様子だと、今まで意識していなかったようだ。

「口に出したくないんだよ、あいつの名前を。忌々しいったらありゃしねぇ」

　荒っぽい口調は先ほどのように匠に揺さぶりをかけるためではなく、つい口をついてでてしまったものらしい。征士郎は口の中に広がる渋みをごまかそうとしたのか、カップを口元に運ぶ。

　その動作で落ち着いたのか、征士郎は穏やかさを取り戻して匠に向かって前のめりになる。

「あいつのことは、今はどうだっていい。とっとと、ビジネスの話をしよう。単刀直入に言うと君、俺の情報にいくら出せる？」

　金の話になると急に活いき活いきしだす征士郎に、匠は呆あきれ半分、感心半分といった気持ちだ。ある意味わかりやすくて助かるのだが──

「いや。金は払わない」

　このスタンスは、譲れなかった。

　征せい士し郎ろうの目がすっ、と鋭くなる。刃物めいた冷たさを宿し、征士郎が告げてくる。

「俺は君のことを、それなりに賢いと評価していたんだけどね。対価もなしに、自分に都合のいい展開になると思ってるのかい？」

　たしかに、征士郎と交渉するにあたってとんだ愚策だ。極論を言えば、金次第でこの男は何でもやってくれるだろう。もしかしたらその額が、国家予算に匹ひつ敵てきするかもしれないが。

　貧乏学生の匠たくみにそんなものは用意できないが、そういう問題じゃない。仮に匠が石油王で征士郎を納得させるだけの資産があってもそれはしない。

「金でなんとかしちゃいけないんだ。あんたの理屈に則のつとっても、それはあんたを説得したことにならない。……あんたも、わかったはずだろ？　金を超えた力がある、って」

　征士郎は口をつぐみ、匠を見み据すえている。

　瞳ひとみの鋭さは、先ほどより鈍くなっている。

「金は、そりゃ、大事だよ。そういう教育を受けてきたから、身に染みてるつもりだ。けどさ……大事なのは金そのものじゃないだろ。金で、なにをするか。それこそが、大事なんじゃないの？」

　舌を噛かまずに言おうとするだけで、精神がすり減っていく。匠はつくづく、人との会話を拒んできたことを後悔しながら、それでも征士郎の心を動かそうとする。

「あんただって、最初からそんな金の亡者じゃなかったはずだ。なにかやりたいことがあったから、金が必要だった……違う？」

　一いつ気き呵か成せいにまくしたてる匠に、征士郎が息をついた。ためらいを感じさせて挟んだ間は、長い。実際には大したことなく、緊張が時間を引き延ばしているだけなのかもしれないが匠にはたっぷりと待たされた気になる。

　それでも匠は、辛抱強く待つ。やがて、征士郎が口を開いた。

「さっき、君は言ったよね？　『自分の命が世界に釣り合うと思ってるのか』って。それは、正しい。でもたぶん、君が言っているのとニュアンスが違う」

「ニュアンス？」

　眉まゆをひそめる匠に、征士郎がうなずく。

「オレの命が世界に匹敵するほど貴重なつもりか、って君は言ったつもりなんだろうけど、逆だ。世界は、オレの命に匹敵するほど価値がない」

　匠は口を挟まず、ただ耳を傾けた。

　征士郎はやや目を伏ふせて、昏くらい瞳で吐き出す。

「オレは、オレの命なんて二束三文だと思ってるよ。同じくらい、世界にも価値がないって思っている。世界は、一人の命と同じくらい軽い。金なんていうクソみたいなシステムで動いている世界に価値はない。だから、ぶっ潰つぶす。オレはそれをまだ諦あきらめていない」

　そう告げると征せい士し郎ろうは、不意に顔を上げた。

「なあ、神か峰みね匠たくみ。君に大切な存在はいるか？」

　唐突な問いだったが、ある意味で予想できていたことだった。

　征士郎が金に固執するようになった理由。それはきっとその大切な存在を、守りきれなかったからだ。

　匠が答えるのに先んじて、征士郎が続ける。

「オレにはいた。かけがえのない、どんな手を尽くしても守りたい存在が。顔も知らない七十二億人よりも大事な一人が」

　征士郎の妹である、Ｌｕｎａルナから聞かされている。征士郎にもう一人、妹がいたことを。

　今はもう、いないことを。

　体が弱く、病院にいる時間の方が長かったくらいらしい。その事情を聞けばどこにでもある不幸だな、という感想しか湧わかないが征士郎という人物を目の前にしていると加えて考えることがある。

　金だ。入院にかかる費用。手術の費用。妹の命が金でつながれていたと征士郎が思っていることは、想像にたやすい。

　匠が促すまでもなく、征士郎は己の胸の内を吐露する。

「世界に価値があるとしたら、なんで千ち尋ひろを殺した？　世界が優しいんだとしたら、なんで千尋を助けてくれなかった？　千尋が、この世界に必要なかったとでもいうつもりか？　……ンなの、認められるわけがねェだろ」

　それが速はや水み征士郎の原点。

　世界に対して反逆を決めた、起源。

「たとえ君が《戦せん極ごく》の景品を使って千尋を生き返らせてくれても、それくらいじゃ世界は姿を変えない。力を持たない者が虐げられる、残酷さを維持し続ける。それともなにかい？　君は金やほかの能力によって差が出ない、平等な世界でも創つくるつもり？　言っておくけどその世界はきっと、薄気味悪いものだぜ？」

「……言われなくてもわかってるよ、それくらい」

　別に征士郎は金が大好きという立場から共産主義を批判しているわけではないのだろう。匠は今まで読んできた本のことを思い出す。

「競争がなくなった社会──ＳＦとかでさんざん語られているように、それはディストピアだ」

　古典から今に至るまで受け継がれる伝統的な絶望郷。「またこのパターンか」と言える程度に匠はそういう作品の名前を挙げられるし、なにより──

「競争を悪みたいに謳うたうのは俺も、好きじゃない。競って初めて手に入るものがあることを、《戦せん極ごく》は思い出させてくれた」

　匠たくみの回答に満足がいったのか、征せい士し郎ろうが表情を緩める。

「そうだね。だけど競争は必ず、強者と弱者を作る。誰かの幸福は誰かの不幸でできてる。そんな公式が成り立っている世界は歪いびつだ。それとも君は、それを受け入れる？」

「……」

　即答することはできず、匠は口をつぐむ。征士郎は小さく肩をすくめ、皮肉げに口元を曲げた。

「とっくに詰んでるんだよ、この世界は。維持する価値もない。だからいっそ、なくなってしまえばいい」

　似たような話を匠はどこかで聞いたことがある。今と同じ、コーヒーの香りがする場所。

　そうだ、あれは──

「Ｌｕｎａルナにも、あんたはそう言ったのか？」

　アイドルを始める前はそうだった──とＬｕｎａが以前、語ってくれた。征士郎は意外そうに目を丸くすると、小馬鹿にするように鼻を鳴らす。

「君も聞いたんだ？　あいつの話」

「まあな」

「この持論は、もともとオレじゃなくて流奈あのバカが言い出したことでね。あいつ、今でこそアイドルなんてやってるけど、昔は言っていたんだ。幸せの量は決まっていて、人はそれを奪い合うことによって生きているって。オレも同感。あいつは、アイドルなんか始めるより昔の方が、ずっと賢かった。オレよりよっぽど頭がいいはずなんだけどね」

　だというのに、征士郎とＬｕｎａに違いがあるとしたらその理由はきっと、一つ。

　Ｌｕｎａの目には、焼き付いているからだ。かつての自分を、否定する光景が。

「……いや。俺はＬｕｎａの言うような世界であってほしいよ。一人で生きてちゃ見られない景色ってのを、信じたい」

　希望を込めて告げる匠の言葉を、征士郎は笑い飛ばす。

「それは虫が良すぎるだろ。だって、君は現にオレの願いを踏みにじって《戦極》を続けてるんだぜ？」

　征士郎の追及はもっともなものだ。だが、匠はまだ抗あらがう。

「Ｌｕｎａだけじゃない。俺のパートナーも言っていた」

「──タケミカヅチが？」

　意外な名前が出てきた、と一瞬息を呑のんだ征士郎に、匠はうなずく。

「ミカは、自分のことを出来損ないって言っていた。誰かの不幸と引き換えにしか利益をもたらせないって」

　軍神という性質。戦いを司つかさどるがゆえに、彼女は多くの戦いを見てきた。

　多くの勝者と、敗者を見てきた。

「でも、戦った後に生まれるものがある。勝ったやつだけじゃなく、負けたやつにも得るものがある。それを知っているから軍神という職務を誇り続けてきた。……俺と一緒に戦ってくれてるのは、そういうやつなんだ」

　そうして言葉にすることによって、匠たくみの中で決意が固まっていく。

　自分の創つくる世界は万人を救うことはできないかもしれない。コミュ障にふさわしい、未熟にもほどがある世界になってしまうかもしれない。

　それでも──

「ハッタリだと思ってくれて構わない。けど、俺の中にあんたはいるよ。あんたみたいな考え方をするやつがいたってことは、俺が創ろうとする世界に影響を与えるかもしれない」

「君の中に……オレが？」

　怪け訝げんそうに身構える征せい士し郎ろうに、匠はうなずく。

「そうだ。闘争は、ただ敵を打ち倒すだけじゃない。拳こぶしを交えて、相手と心を通じ合わせる。それが、俺のパートナーが教えてくれたことだ。だから俺は、せめて戦ってきたやつらのことくらいは、覚えておきたい。そういうのを背負いでもしないと、『負けてもしょうがない』みたいな軽い気持ちになっちまう」

　不思議な感覚だった。

　腹の底には熱が宿っているのに、心はずっと穏やかだ。

　かつて敵対した相手だというのに──いや、敵対したからこそ、直接その思いの強さをぶつけられたからこそ、匠は自分をぶつけられる。

　それがわかった今──

「俺は、きっと一人じゃ戦えない。フレンドや『運営』だけじゃない。あんたや桃もも瀬せ──かつて敵だったやつの手も借りて、やっとアマテラスと戦えるんだ」

　匠は、それまで逸そらしていた目でしっかりと征士郎を見み据すえた。

「だから、あんたも貸せる力があるんだったら貸してくれ。借りはきっと、なんかの形で返すから」

　言えるだけのことは言った。これでダメなら、あとはどんな言葉を尽くしても征士郎の気を変えることはできないだろう。

　征士郎の口からため息が漏れる。もったいぶるなバカ、と焦じれていると、征士郎がようやく声を発する。

「君のことを測り損ねていたとは思っていたけど……参ったね。想像以上だ。想像以上の、バカだ」

　やはり、ダメか。自分みたいなコミュ障では、征士郎を納得させることはできなかったか──

　匠たくみはうつむき、奥歯を噛かむ。ぎり、と歯が軋きしる音が口の中から響いたと思ったのと同時、

「ま、でも合格ってことにしてやるか」

　信じられないような言葉が、頭上から降り注いだ。

「──え？」

　耳を疑った。顔を上げると征せい士し郎ろうが、不承不承という顔をしていた。

「だから、協力してやるって言ってるんだよ。君から一銭も絞しぼり出せないのは誤算だったけど、金なら桃もも瀬せさんからもらうことになってるし、そこは気にしないことにしよう」

「桃瀬が？」

　こうして交渉の場をセッティングしてくれただけではなく、金銭面までフォローしてくれているとは。匠が呆あつ気けにとられていると、征士郎がコーヒーを口に運ぶ。

「そうでなければ、商談のテーブルに着くことすらないよ。こうしている間に発生した損失の埋め合わせを桃瀬さんがしてくれるっていうからオレは、商談の相手が君とも知らずここに来たんだ」

　匠は話が上う手まく進んだことに、脱力する。気が抜けると、余裕も出てきた。

「……ったく。桃瀬も、俺なんかのためにそこまでするかよ」

「ホント、わけわかんないよねー」

　嫌いや味みな視線を向けられても、匠はそれを非難する気になれなかった。ちょっとした悪態が許される、友人同士のように返す。

「あんたも、正直にものを言うよな」

「君を相手にゴマをすっても意味はないだろ？」

「そりゃそうだ」

　軽口を挟むと、征士郎は本題に戻る。

「さて。とはいえ、過度な期待はしてくれるな。知ってのとおり俺はもう《戦せん極ごく》をリタイアしているし、《清せい流りゆうファンド》の連中もアテにならない。しょせん、打算でつながってた関係だからね。君みたいなバカとの折り合いは悪いだろ。と、なると金銭的なバックアップがせいぜいだろうけど……これももう、意味は薄い。アマテラスが『運営』の意図を超えて強くなっている以上、もはや課金額の多寡の問題じゃない」

「たしかに。課金でできることっていえばまずレアガチャを思いつくけど、もうアイテムで埋められる差じゃないな」

「勾まが玉たまはせいぜい、スタミナ回復に使うくらいかな。週末まで《戦極》の勝者が決まらないようだったら『うたかた回し』で奉納点フエイスを稼ぐのに周回する必要が出てくるだろうけど、今の残りプレイヤーの数からして、どう？」

　征士郎が言う『うたかた回し』というのは週末のみに解放される《クエスト》、《うたかたの宴うたげ》で奉納点フエイスを稼ぐ方法だ。消費するスタミナの少なさや、クリアするのにスキルを使う必要がない手軽さからこの《クエスト》を周回するのが高効率だとして、プレイヤーたちの中では定じよう石せきになっている。

　匠たくみは征せい士し郎ろうの問いに対し、残っているプレイヤーの数と一度の《デュエル》で消費するスタミナから結論を出す。

「今週末じゃあ……終わりそうにないかな」

「じゃ、勾まが玉たまが足りなそうならここに連絡して」

　と、征士郎から名刺を差し出される。渡す方がテキトーならば受け取る方もテキトーでいいのか？　と匠は片手で気軽に受け取った。

　名刺に書かれている肩書きやら連絡先を眺めていると、征士郎がテーブルに手をついて身を乗り出してくる。

「くれぐれも、自分の勾玉を使いきってから連絡してくれよ？　どうしても勾玉が足りない時の、最終手段だからな？　どうせ《戦せん極ごく》が終わるんなら勾玉を余らせる意味はないし、必要最小限の分だけの請求で頼むよ」

「わ、わかってるよ」

　世界の命運がかかっていようと、ブレない守しゆ銭せん奴どっぷり。ここまでくるとむしろ、大したやつに思えてくる。

　征士郎は再びソファに深く座りなおすと、意味深な視線を匠に投げかけてきた。

「ついでに、なんだけどね。役に立つかどうかわからないけど一つ、以前より調査が進んだことがある」

「なんか、調査とかしてたの？」

　リタイアしたのに未練がましいな、という気持ちがないわけではない。それが伝わったのか征士郎も自虐的に肩をすくめた。

「前にも言った通り、金の流れに敏感なのが俺の取り柄でね。プレイヤーとしてではなく、ただの投資家としてリタイアした後もなにかに利用できないかな、ってその流れを追っていた」

　匠は以前、征士郎と似たような話をしたことを思い出す。あの時、征士郎は金の流れをさかのぼることによって『運営』の正体に迫ろうとしていた。

　それを今、蒸し返すということは、

「……つかめたのか？　『運営』が何者かって。でも──」

　あの時、征士郎は言っていた。同じことを征士郎は、繰り返す。

「ああ。前にも言った通り、『運営』の人間はこの世界にいないことになっている。けど、金の流れはごまかせない。たった一人、虚像に紛れて存在する男──《戦極》で課金した金は、そいつに入るようになっていた」

　匠たくみはにわかに興奮し、息を呑のむ。もしかしたらそいつこそが、アマテラスが抱える呪のろいを滅ぼすため、《戦せん極ごく》という舞台を用意した張本人なのではないか、と。

　匠はその正体に気を逸はやらせるが、征せい士し郎ろうはもったいぶるようにコーヒーを口にした。

「いくつものダミー企業を通していたし、はっきりとは分かりにくい形で金がそいつの懐に入ることもあった。ま、詰めが甘いってんだよね。『銭撒まくど。風ふ流りゆうせい』って感じに集めた金をばら撒いていれば正体を隠し通せただろうに、そいつは金を抱え込もうとしてしまった」

　征士郎の説明がもどかしく、匠は急せかす。

「いいから、とっとと教えてくれ。誰なんだ、そいつは？」

　征士郎はゆったりとした仕草でカップをソーサーに戻し、

「そいつの名前は──」

　匠もよく知る人物の名前が告げられる。

　それを、匠は受け入れることはできなかった。

「──え？」

　聞き違いか、あるいは同姓同名だろうか、と逃避したくなる。問いただそうとしても征士郎はそれを許さず、席を立った。

「オレが協力できるのは、ここまでだ。この後どう動くかは、君次第。……期待してない、って言った方がいいのかな。オレの立場としては。世界を救ってくれないほうが、都合がいい」

　伝票を手にしてレジに向かっていく征士郎は、振り返ることもなく告げる。

「でも、オレに無駄な金を使わせたあいつらをぶっ潰つぶすっていうんなら、それはそれで一興かもね」

　冗談めかした言葉を残し、征士郎が去っていく。

　征士郎から教えられた名前を頭の中で反はん芻すうしつつ、匠はその背中を見送った。





　　　○






　その日の晩、匠はとあるプレイヤーに《デュエル》の申請を送った。

　対戦フィールドに転送された匠は、社やしろを背にする形でミカと並び立ち、相手を待つ。やがて朱門の向こうにある石段を、ゆっくりと枯れ草色の頭が上ってきた。

　長身痩そう躯く。伸ばしっぱなしの髪で顔の上半分を隠した男だ。ススキを連想させるが、ススキから感じられるような陰気さはない。むしろ軽い調子で男が匠に声をかけてきた。

「や、坊ぼん」

　藍あい色の着物──現代では祭りなど特別な時にしか見ない和装だ。そういう恰かつ好こうを愛しているらしく、匠たくみはこの男が洋服を着ているところを見たことがない。

　片手にワンカップを持っている男は、ほろ酔い気分で匠に話しかけてくる。

「十五夜のときくらいは、この辛気臭い空もなんとかしてほしいと思わない？　風情がないったらありゃしない。っていうか、月見フェスとかやらないのかね？　それとも、今後でっかいフェスでもあったり？　来月は神無月だし、それに合わせてなんかやるかもね」

　のんきな口調はいつもの彼と変わりない。匠がよく知る、お調子者の酔っ払いだ。

　だがそれは、この問いを口にしてしまった瞬間解ける魔法なのかもしれない。このまま何事もなかったようにしていれば、いつもの彼のままでいてくれる──そんな考えが匠の頭を一瞬よぎった。

　ためらいを切り捨て、匠は声を発する。




「それを決めるのは、テツさんでしょう？」




　諫いさ早はや鉄てつ舟しゆう。

　それが目の前にいる男の名であり、速はや水み征せい士し郎ろうから告げられた名前だった。

　鉄舟はワンカップを持っていない方の手で自分の頭をかき、口元に苦笑を浮かべる。

「やっぱ、バレちゃってる？」

「……」

　匠はなにも言葉を紡つむぐことができない。否定してほしかったのに鉄舟は、あっさりと自分が『運営』であることを認めてしまった。

　沈黙が境けい内だいに満ちる。正体を知られたからといって鉄舟が豹ひよう変へんするということはなく、態度はあくまで飄ひよう々ひようとしたものだった。

「君から《デュエル》の申請をしてくるってことは、まあ、そういうことなんだろう。こうなるのはもう少し先のことだったはずなんだけどね。やっぱり、ずれ始めているか」

　鉄舟の口から放たれる要領を得ない言葉を、匠はオウム返しにする。

「ずれる？」

「そ。当初の予定──僕が見た未来と、だ」

　背すじに冷たいものが走る。ますます、鉄舟がなにを言っているのかわからなくなってきた。

「なにを……言ってるんですか？」

　その問いに直接答えが返ってくることはなく、鉄舟は自分の前髪をいじり始める。

　うざったそうにしながらも、結局はその前髪で表情を覆ってつぶやく。

「昔話をしようか。長くなるけど、つき合ってくれるかい？」

　匠は首を縦にも横にも振らない。その沈黙を肯定と受け取ったのか鉄舟は、ゆっくりと語りだした。

「オカルトが実在するってことは、坊ぼんが身をもって知ったとおりでね。カミサマはいるし、フィクションとして笑い飛ばされるような事実も星の数ほど多いわけであってさ」

　いつもより歯切れが悪かったが、それも無理からぬことだろう。鉄てつ舟しゆうの言っていることは常識からかけ離れており、匠たくみも《戦せん極ごく》のプレイヤーでなければ即刻、精神科の受診を勧めるところだ。

　酔っ払いの妄言。

　そう聞き流されるような内容を、鉄舟は気恥ずかしげに続け──

「まあ、霊能者っていうの？　そういう家系なんだよね、うちの実家。特に視覚に関する異能──未来視や過去視、幻術なんかを昔から扱っている」

　目元を覆っていた前髪を、自分の手で上げて見せる。

　匠が初めて見るその瞳ひとみは、この国ではあまり見られない翡ひ翠すい色をしていた。

　生物特有の生々しさを持ちながら、どこか鉱石めいた無機物さも感じさせる。不思議な瞳に思わず息を呑のんだ匠は、声が上ずらないようにして尋たずねた。

「──カラーコンタクトですか？　『目が緑色になる』って冗談のために、わざわざそんなことを？」

　嫉しつ妬との慣用表現として以前、鉄舟が言っていたことだ。この期に及んでまだ鉄舟が冗談だと言ってくれることを望んでいる──その滑こつ稽けいさを匠も自覚していたが、鉄舟はそれさえ許容して穏やかな笑みでいてくれた。

「いや、元々この色だよ。髪もこれ、地毛だし。異能の開発のためにあっちこっちから遺伝子を掛け合わせ続けてきた末路でね」

　鉄舟は笑みに含ませる苦々しさを濃くしてもう一度尋ねる。

「うさんくさい？」

　自覚があるからこそ、こんなことを訊きいてくるのだろう。匠は遠慮なくうなずいた。

「はぁ、かなり」

「だよねぇ。こうして話してる僕ですら、そう思う」

　鉄舟は再び髪を下ろすと、小さく肩をすくめた。

「けど、本当のことなんだから他に説明のしようがない。生まれてこの方、ずっと見たくもないものを見せられ続けてきたんだよ、僕は」

　匠は常識というものがカタパルトか何かではるか彼方かなたに射出された気持ちだったが、鉄舟がウソや冗談を言っているようには思えなかった。

　今は、ただ鉄舟が語ることに耳を傾ける。

　この戦いの意味を──自分が背負ってきた祈りがどこに至るのかを知るために。

　鉄舟は自分の瞼まぶたに触れると、憂ゆう鬱うつそうに声を吐き出す。

「親に言わせると僕は、一族の中でも傑作だったらしい。おかげで十で神童、十五で神童、二十過ぎてもまだ神童ってわけだ」

　鉄てつ舟しゆうはうつむいたまま、自分自身を嘲あざけるように口元をつり上げる。

「……神ガ童キのままだった。僕は、ただの人おとなになりきれなかった」

　鉄舟の声から匠たくみが聞き取ったのは、劣等感。

　異能のために、他者と相あい容いれなかった者の呪じゆ詛そだった。

　ずっと抱えてきたであろう鬱うつ憤ぷんを、匠は語らせるままにする。きっとそれが、すべての始まり──《戦せん極ごく》というゲームが創つくられた理由だと直感した。

　鉄舟は、普段の軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな態度とは真逆の声音で続ける。

「やる前から結果が見えてるってのはつまらないもんでさ。自分探しの旅なんかに出ちゃったりしたんだけどそのときたまたま会ったのが、アマテラス様だった」

　匠はふと、疑問を挟む。

「そういや、なんでアマテラスだけ現世でも姿を現せるんですか？　ラスボス特権とか？」

　ミカも他の神も現世では存在してはいるものの、姿を見ることはできない。現世で人のように振る舞っているのは、アマテラスだけだ。

　匠の問いに、鉄舟は顔を上げてうなずく。

「そんなところ。あれはアマテラス様がプレイヤーとしての性質も持っているから特別でね。原則、神々が現世で見えることはないよ。アマテラス様も《戦極》のプログラムを利用して現世に顔を見せているだけで本質的には神であり、普段は見えない。あの人が人間社会に紛れ込んでいるのは、それを楽しもうとしているからさ。……ずっと、人の営みを見て、憧あこがれているだけだったからね」

「憧れる……ですか？」

　神々という立場にありながら人間に憧れるというのは、いまいちピンとこない。神々というのはもっと高位の存在なのではないだろうか？

　匠がそう思っていると、鉄舟はミカに視線を向ける。

「その辺はミカ様に語ってもらったほうが早いんじゃないですかね？」

　それまで二人のやりとりに耳を傾けているだけだったミカは、いつものポーカーフェイスでうなずく。

「はい。私たちはずっと人々を見守るだけで、自分が何かを体験するということはありませんから。私も格闘ゲームなるものに興味はありますが、後ろから見ているだけにすぎません。アマテラス様は《戦極》によって初めて、自分の身で現世を体感したのですよ」

　一息に言いきると、思い出したかのように付け足す。

「きっと、ハンバーガーも前から食べたかったのでしょう。私たちは供えられたものはいただけますが、ハンバーガーが供えられるということはないので」

　匠たくみは先日、アマテラスが照り焼きバーガーをほおばっていたことを思い出す。「照り焼きバーガーのセット。持ち帰りで」とアマテラスが店員に頼んでいるところを想像するとそれはなかなかに微笑ほほえましい光景で、つい匠の頬ほおが緩んだ。

「なるほど」

　多神教だからこそ、とでも言おうか。神といってもその性質は絶対的に定められているわけではなく、むしろ人間のような多様性を持っている。匠は自分を取り囲む神々に、改めて親しみを感じた。

　匠に共感するように、鉄てつ舟しゆうも頬を綻ほころばせる。

「あの人なりに、楽しもうとしているのさ。絶望するのが呪のろいのトリガーだとしたら、それを忘れるくらい楽しんでやろう、って。健気けなげなもんだよ、まったく」

「あいつ……そんなことを」

　マイペースな態度からは考えられなかったが、アマテラスはずっと戦ってきたのだ。

　絶望に蝕むしばまれないように──この世界は守るに値するものだと、自分に言い聞かせてきていた。

　同じ立場に立たされて、アマテラスのようにふるまえるだろうかと問われたら匠は即答する。できない。すぐ、自分にかけられたプレッシャーに押しつぶされてしまう。

　話が脱線しかけたが、鉄舟が軌道修正をする。

「そんな感じで、普通は見えない神様だって僕の目は見えちゃうわけなんだけど、びっくりだよね。日本の主神があんな幼女なんだもん」

　それまで纏まとっていた張りつめた雰囲気が、わずかに和らいだ。鉄舟の顔は、恋人とのなれそめを語るように緩んでいる。

「赤福をつまみにして酒飲んでてさ。胸焼けしそうな組み合わせに思わず凝視しちゃったら向こうもこっちに気づいてね。そこからまあ、なんとなく、相談に乗ったり乗ってもらったりする関係になったんだ」

　アマテラスとの蜜みつ月げつを懐かしむように穏やかな気配。

　──それが、不意に消える。

「けど……聞かされてね。あの人が抱える、呪いのことを。ま、そんなこと話されても僕の目にはしっかり滅びる世界が見えちゃっててさ。『あー、こりゃ滅びますわー。滅ぶ滅ぶ』なんて軽く流して、二人でもう諦あきらめムード入ってたんだけど」

　鉄舟は酒を飲み干すと、足もとにワンカップを置く。ガラスと石いし畳だたみがぶつかる硬い音を思わせぶりに挟んで体を起こし──

「そんなときに、見つけちゃったんだよねぇ。未来が見えないやつを、さ」

　つぶやきに交え、鉄舟から視線が送られる。

　まぶしいものを見るように、その目は細められていた。

「初めてだったよ、そんなやつ。神様や世界の行く末さえ見られる僕が、地味極まりないガキンチョの未来が見えなかった。まるで光に包まれてるみたいに、そいつの未来は真っ白に塗りつぶされていた」

　ガシガシと、総髪をかいて、鉄てつ舟しゆうは続ける。

「だから、つい声をかけちゃったんだ。めちゃくちゃ迷惑そうな顔されたけどね」

　匠たくみは言われるまでもなく、その『ガキンチョ』が自分であると察する。揶や揄ゆするような鉄舟の目が、言外にそう語っていた。

　匠は思い出す。こちらがヘッドフォンで完全に周囲をシャットアウトしているにもかかわらず、怪しすぎる風体のオッサンに話しかけられたことを。

『珍しいね。君くらいの年ごろで、刀に興味があるのかい？』

　その言葉から、すべては始まった。あの時の不審者がまさか、未来視持ちで世界を救おうと暗躍しているなど、話が壮大になりすぎて呆あきれてくる。

「やけに必死なオッサンだな──って思ったんですけど、そういう事情なら必死にもなりますよね」

「いやー、参ったよ。僕も進んで人に話しかけられる方じゃないってのに、坊ぼんはすっごい斥力放ってるしさ。めちゃくちゃ緊張した。酒で気を紛らわしたかったけど、館内は飲食禁止だし」

「そうは見えなかったけど……だとしたら、すごいっスよ、テツさん。当時の俺、自分で思い返しても今の数十倍はコミュ障こじらせてましたし」

　まず、ステルス機能持ちの匠を見つけられるだけでも表彰ものだろう。その上、会話までするとなると奇跡と言って差し支えないレベルだ。多少の誇こ張ちようはあろうが、匠は当時の自分をそんな風に評価している。

　鉄舟は苦笑するだけで、匠の言葉に同意も否定もしない。懐かしむように、話を続けた。

「未来が見えないっていうんだからよっぽどの存在なのかと思ったら、君は徹底的に普通の子どもだったよ。ちょっと人の視線に敏感で、臆おく病びようなだけのどこにでもいるガキだった。……だからこそ、思えた。坊みたいに、僕が見ている滅びとは違う運命にたどり着くやつがいるんじゃないだろうか──って」

　鉄舟はごそごそと懐をまさぐる。何かと思ったらまた酒で、アルコールであれば何でもいいのか、今度は缶チューハイだ。

　鉄舟は景気よくグビグビと喉のどを鳴らす。酒を親の仇かたきのように喉に流し込み、視線を匠たちに戻す。

「それから世界をふらふら回って、似たような存在を探した。そういうやつらが多ければ、僕の目に映る未来も変わるんじゃないか、ってね」

　旅路を振り返るように、鉄舟の声音に懐かしさがにじむ。

「いろんなやつらを見てきたよ。僕が思った以上に未来が見えない連中はいたし、僕の同類にも会えた。そいつらとどうやって世界を救おうかって話し合って、できたのが、《戦せん極ごく》さ」

　鉄てつ舟しゆうは手の中の缶を左右にゆすった。どうも、中身がどれくらい残っているのか確かめているらしい。

　そんな些さ細さいな動作すらも匠たくみは見逃せない。鉄舟の声に、耳だけじゃなく全神経を傾ける。

「アマテラス様を楽しませつつ、彼女を呪のろいごと消し去る力を創造する。そのための儀式が《戦極》だ。パートナーがプレイヤーの願望として表れているのは、決してユーザーフレンドリーを意識したわけじゃなくて、むしろこっちの都合さ」

「『運営』の、都合？」

　訊きき返す匠に対して、鉄舟がうなずく。

「そ。人の願いというのは、強い力を持つ。それをパートナーの憑より代しろにすることによって、アマテラス様に対抗しうる力へと昇華する。蠱こ毒どく、って言うやつもいるけどおおむね間違ってない」

　初めて会ったとき、征せい士し郎ろうもそう言っていた。また、鉄舟の言葉はあるものを連想させる。

「それが……アマテラスを倒すために必要な、『フラグ』ってわけですか？」

　鉄舟はその指摘を予想していなかったのか一瞬、言葉に詰まった。ややって、うなずきが返され、

「あぁ、そうだ。アマテラス様以外のプレイヤーが残っているうちは、あの人に勝てない。あの人が抱える呪のろいを打ち砕くには、全プレイヤーの祈りを背負う必要がある」

　すべてを語り終えた──脱力する鉄舟の両肩が、それを示す。

「ちょっと予定は狂ったけど誤差だよ、誤差。だいたいチャート通り。クライマックスだ、坊ぼん──君を倒して僕は、あの人を殺す力を得る。ってわけで、おとなしく倒されてくれるといいんだけど」

　簾すだれめいた前髪の隙すき間まから鉄舟が視線を送ってくる。やがてその口元が苦笑の形に曲がり、

「どーも、そういう展開にはなりそうにないね」

　気負いなどない風に鉄舟は言うが、匠はそんなように振る舞えない。

　重たい唇を動かし、声を振り絞しぼる。

「……俺自身の手で、この世界をどうするか選びたいんです。俺がこれまで倒してきたやつらのためにも、ここで勝負を捨てるようなことはできません」

　背中はいつものように猫背気味。

　それでもはっきりと顔を上げ、瞳ひとみに鉄舟を捉とらえて匠は告げる。

「どうしても自分の手でアマテラスを倒したいっていうんなら、まずは俺たちを倒してください。それもできないようじゃ、どうせアマテラスに返り討ちにされるハメになりますから」

　腹の底が震えた。

　こんな言葉を吐ける自分を、数ヶか月げつ前は想像できなかった。

　自分を鼓舞するように強い言葉を吐く匠たくみに、鉄てつ舟しゆうは笑みを濃くする。

「言うねぇ。ま、仕方ない──こうなったら、恨みっこなしだ」

　鉄舟が懐に手を入れる。何が出てくるのか、と匠が警戒すると、鉄舟が取り出したのは一振りの刀だった。

　脇わき差ざしの中でもかなり小ぶりに分類されるもの──刃渡りは、四〇センチもないだろう。鉄舟はチューハイの缶を持っていない方の手で、鞘さやから刀を抜き払う。

《戦せん極ごく》において、武器の持ちこみは意味がない。チュートリアルでそう説明されている。武器の持ち込みをありにしたら、近代兵器を使ったクソゲー化が加速するという事情とのことだ。

　当然、匠も怪け訝げんそうな目になる。

「なんのつもりですか？」

　一方、ミカはその正体を見透かして口を開く。

「なるほど。それが、あなたがパートナーとして求めた姿ですか」












　パートナー。たしかに、ミカはそう言った。

「ミカ？　どういうことだ？」

　匠たくみの問いには答えず、ミカは珍しく感極まったように声を震わし、

「また、えらく不便な姿にされてしまったものですね。自分で動くことができないなど、不完全燃焼にもほどがあるのではないですか？」

　その名前を口にする。




「ねえ──フツヌシ？」




　返ってくる声はない。刀は刀であり、返事をしない。

　切なそうに顔をしかめるミカに、鉄てつ舟しゆうが面目なげに苦笑した。

「やはり、関係が深いミカ様にはお見通しですか」

　ミカは小さく、首を横に振って見せる。

「鞘さやに納められている間は確信を持てませんでした。ですが、そうして刀身を見せてもらったら認めざるを得ません。そいつとは、縁が深いという一言では片づけられない関係ですし。プレイヤーの願望を鋳型に神々の形を作るという《戦せん極ごく》のシステムは理解しているつもりですが……できれば、もっと対等な形で勝負したかったものです」

　匠はかの神の名前くらいしか知らないが、ミカが感情を乱しているというだけで、どれだけ特別な存在かということくらいはわかる。

　フツヌシ。タケミカヅチが持つ直刀、フツノミタマを神格化した神と言われることもあれば、ずばりタケミカヅチと同じ神とする史料もある。いわば、ミカの剣神としての属性を強調した形、というのが匠のフツヌシに対する印象だ。

　また、タケミカヅチが祀まつられる鹿か島しま神宮の要かなめ石いしが地震を起こす大おお鯰なまずの頭を押さえているのに対し、フツヌシが祀られる香か取とり神宮の要石は尾を押さえているものとされている。なにかとセットで語られるのが、この二柱なのだ。

　旧友と再会したようなもの。その友が自ら動けないような形になっていれば、ミカの反応が複雑そうになることも無理からぬことだ。

　鉄舟はミカの内心を知らないのか、もしくは知っていてなお挑発としてなのか、あっけらかんと言う。

「そりゃ失礼しました。けど、僕もけっこうやりますんで、それでチャラってことにしてもらえませんかね？」

　二人の間で会話が進んでいるようだが、匠には一つ、腑ふに落ちないことがある。

「テツさん。それって──」

　匠の疑問に先回りする形で、鉄舟は答えた。

「確かに僕は『運営』だけど、プレイヤーでもあるからね。僕にだって《戦せん極ごく》のルールは適用される。これが、僕がパートナーとして望んだ姿、ってわけさ」

　鉄てつ舟しゆうが言うことにはなんの矛盾もない。ただ、そういうパターンが少なかっただけで、鉄舟以外にもパートナーに武器という形を求めたプレイヤーがいたのかもしれない。

「僕は坊ぼんみたいに、誰か別の存在をパートナーとして望むことができなかった。速はや水み征せい士し郎ろうのように、自分自身さえ信じることができなかった。その結果、選ばれたのがこのパートナーの形だ」

　あっさりと告げる鉄舟に匠たくみは声を失う。観察眼に自負がある匠は、一つの結論を導き出していた。

　あれは、鉄舟の意志そのもの。必ず、アマテラスをこの手で斬きり伏ふせる。その決意が生んだのが、あの剣神の姿なのだ──と。

　突きつけられる切っ先。冷たく光る刃先のように、鉄舟の声に鋭さが増す。

「ただの道具だ。だけど──こいつは、僕が信じるに値する一振りだ。遠慮をする余裕なんてないぜ？」

　その時、スマートフォンのスピーカーから神社によくある鈴の音が鳴った。

　鉄舟は酒の残りを呷あおると缶を足元に置き、スマートフォンを取り出す。左手にフツヌシ、右手にスマートフォンという、今まで戦ってきたことのない異い形ぎよう。ミカは注意深く構えを探りつつ、切っ先を睨にらみつける。

　二つ目の鈴の音が境けい内だいに反響する。決戦に向けて、空気が帯電していくような緊迫感を持つ。

「そこまで言うのなら、見せてもらいましょうか」

　そんな中で、ミカが告げると同時──

「あなたが、その剣神を扱うにふさわしいかどうかを！」




　カランカラン




　開始の合図である、三度目の鈴の音が鳴った。

　開幕から縮しゆく地ち。最短、最速──大胆にもミカは鉄舟の真正面に移動し、その慣性に任せるまま左の拳こぶしを放つ。

　相手が武器を持っていることによるリーチ差は、この際考慮しない。相手が反応するよりも早く懐に潜り込み、こちらの間合いにするのがミカの狙ねらいだ。

　ミカの拳に対し、鉄舟が体を後ろに引いてかわす──と思いきやミカの姿が消えた。

　真横──フツヌシによる攻撃が届かない鉄舟の右手側に回り、鉄舟の頭に向かって真っすぐ拳を突きこむ。

　が、不意に鉄てつ舟しゆうの体が傾いた。重力に身をゆだねるように全身の力を抜き、地面に倒れこむ。

　そこから反転──天地を逆さまにしたまま、蹴けりが放たれた。

　ミカの攻撃に対し、ちょうどカウンターとなるタイミング。ミカは強引に拳こぶしの軌道を変え、敢あえて空ぶりさせる。

　旋回力はそのままに、体をひるがえして下段の蹴りを狙ねらう。だが足元にあった鉄舟の頭は、もうそこにない。

　ミカの後方──鉄舟は回り込みながらフツヌシで脇腹を狙う。突きこまれる刃やいばをミカは手のひらで上下から挟みこもうとするが、鉄舟が引く方が早かった。

　二人の攻防は止まらず、武道で言うところの約束組手のように滞りなく技の応酬を繰り返す。異次元の動きに匠たくみは息を呑のむ。くるくると、めまぐるしく入れ替わる両者の位置に、頭がこんがらがりそうだった。

　代替執行オルタナテイブやスキルで加勢しようとしても、まったく頭がついていかない。匠が動こうとすると図ったかのようにミカが手前側に来て鉄舟の姿が隠れてしまい、タイミングがつかめない。

　きっとそうなるのも、鉄舟の想定済みなのだろう。パートナーに武器という形をとらせた鉄舟は、必然的に一人で敵のプレイヤーとパートナーを相手取らなければならない。そうであるからには、できるだけ両者を視界に入れておきたいはずだ。そこまで踏まえて、鉄舟は回避している。

　神でもない鉄舟が、軍神の猛もう攻こうを避よけ続けているどころか反撃さえしてみせている。ミカのスピードは人間が反応できるようなものではなく、ゲームのシステムで補整がかかっていようとも、その速度は人の限界を凌りよう駕がしている。

　それを成し得るとしたら──

（本当に、見えてるのか）

　あらかじめ、どこにどんな攻撃が来るかわかっているからこその回避。鉄舟は目の前のミカを見て対応しているのではなく、事前に「この攻撃が来るからこう対処しよう」と決めているのだろう。

　理屈の上ではそうだが、実際にそれができるかというと、気が遠くなるほどの修練が必要になるはずだ。たとえばアクションやシューティングといった、記憶力と反射神経が求められるゲーム。極まったゲーマーがクリアタイムやスコアを競ってプレイを繰り返すのと同じように、鉄舟は何度も見てきたのかもしれない。この戦いにおける、攻防の最適解を。

　鉄舟に「未来が見える」というアドバンテージがあるのに対し、ミカは単純に技量で拮きつ抗こうする。未来が見えていようが関係ない。鉄舟の動きがついていけない速度で圧倒しようとし──

　それを読んでいたかのように、鉄てつ舟しゆうの右手が動く。

　スマートフォンの画面をタップ。ちょうどミカが踏み込んだその足元に右手を伸ばし、

「代替執行オルタナテイブ・攻ソード」

【壱いち萬まん】──とエフェクトが現れるのと同時に、光の剣が伸びた。

　直撃こそまぬがれたが、わずかにかすった傷から血液を思わせる漆しつ黒こくのエフェクトが舞い散る。ミカはとっさに距離を取り、警戒した。

　鋭い視線に対し鉄舟は呑のん気きなもので、今の攻防が骨身に堪えたという風に腰を叩たたく。

「やれやれ。未来が見えていても、それに対応できるかっていうのは別問題なんですよねぇ。やー、しんどいしんどい。もうちょい、オッサンをいたわってくれてもいいんじゃないですか？」

　へらへらとした鉄舟の調子を崩せないことは、ミカにとって屈辱だったのだろう。わずかに眉まゆを寄せ、もう一度仕掛ける。

　──その怒りは囮おとり。本命は鉄舟の右後方に回り込んでいた匠たくみだ。

　声を出せば鉄舟に位置を知られることになり、代替執行を使うタイミングはぎりぎりになる。鉄舟を射程に捉とらえ、今まさにスマートフォンを操作しようとしたその瞬間、

「ちなみに、坊ぼん。君の特技は僕に対して一切、意味を持たないぜ？」

　鉄舟が、光の剣を翻らせた。

「なっ──!?」

　匠はとっさに軌道を変えようとするが、わずかに間に合わない。右の手首が光の剣によって深々と斬きり裂かれ、黒いエフェクトが舞った。

　すかさずミカが、フォローに入る。素早く拳こぶしを放ち、匠と鉄舟との間に距離を作ることを優先。鉄舟も深追いすることなく間合いを開ける。

　エフェクトは収まり、痛みも《隔かく離り世よ》では十分の一に軽減されているが匠は負傷したことに戸惑いを禁じ得ない。今の奇襲は、成功するという勝算があった。だが、ふたを開けてみれば結果は逆だ。

　鉄舟は匠を見失うことなく、しっかりと瞳ひとみに捉えて語る。

「僕は君を、速はや水み征せい士し郎ろうのように軽んじない。桃もも瀬せアイリのように愛憎で目をくもらせない。ただ敵として斬り伏ふせる。僕の願いを阻む、存在として」

　敵として意識される。それは匠の存在感の薄さへの、最も効果的な対処だ。

　今までのプレイヤーに、それができる者はいなかった。匠が『消える』プレイヤーだとウワサされていても、やはりミカの存在がちらつく。『結局のところ、本当に注意すべきなのはパートナーの方だろう』と、武神であるミカの威光に脅おびやかされて匠への警戒を怠る。

　鉄舟はそうじゃない。匠を、ミカと比肩しうる存在だと認め、視線を外さない。未来が見えない匠たくみの存在は鉄てつ舟しゆうにとって希望であるのと同時に、特異な存在として頭に刻み込まれているのだろう。

　理屈で語るのは簡単だが、実際に二人への注意を怠らない鉄舟の集中力と技量は、ミカも称しよう賛さんするほどだった。

「……驚きました。その若さで、それほどまでの武を修めているとは」

「嬉うれしいですねぇ。若者扱いしてもらえるのも、武神様じきじきにお褒めの言葉をもらえるのも。なにせ、ずっと鍛えてたんで」

　左手にフツヌシ、右手に代替執行オルタナテイブ・攻ソード──二刀流の形となった鉄舟は油断なく構えを崩さない。

「あの人は──アマテラス様は、必ずこの手で倒す。他の誰にもその役目は譲らない。そう、思ってきましたから」

　その口調こそ軽々しいが、身のこなしが彼の努力を証明していた。いったいどれほどの研けん鑽さんを積んで、この戦いに臨のぞんできたのか。

　同時に匠は、ずっと胸の奥に居座っていたわだかまりを口にする。

「テツさん。それでいいっていうか……それしか、方法はないんですか？」

「……」

　鉄舟はその問いに答えもしなければ、聞かなかったことにもしない。《デュエル》の残り時間は刻一刻と減っているのに、動きを止めてさらなる言葉を待っている鉄舟に、匠は告げるべき言葉を探してたどたどしく口にする。

「俺、思ったんですよ。ミカが『アマテラスに自殺してもらえばいい』って言ったとき、自殺じゃなくてもあいつを倒して世界を救うってのはどうなのかな、って。それって、違くないですか？」

　自殺させようが他の人間の手で屠ほふろうが結局は同じことだ。この世界は、アマテラスの犠牲によって救われる。

　そこに匠は、ずっと引っかかっていた。《戦せん極ごく》を始めた張本人を前にした今だからこそ、その疑問をぶつける。

「あいつが呪のろいを抱えたのなんて、ただの母親のヒスのとばっちりでしょう？　それでも、あいつがその責任を負わなきゃならないんですか？」

　鉄舟はなにも答えない。幽ゆう鬼きのような不気味さで、ひっそりと立っている。

　そのことに匠は苛いら立だちかけるが、

「どうなんですか、テツさ──」

　最後まで言葉を紡つむげなかった。

　匠はぞっとする。

　まるで一瞬で袈け裟さ懸がけに切られたかのような錯覚すら覚えるほどの殺気が鉄舟から浴びせられたからだ。

「うるさいなぁ」

　鉄てつ舟しゆうの口元に、見慣れた笑みはもうない。征せい士し郎ろうやアイリの豹ひよう変へんを目の当たりにしてきた経験から、人が本性を隠して生きていることなど知っているつもりだった。

　だが、鉄舟の変へん貌ぼうは匠たくみの想定をはるかに超えていた。

　まるで別人──匠が聞いたことがないような声音で鉄舟は続ける。

「今まで安全圏で何も知らないまま暮らしてたくせに、ぴーぴーぎゃーぎゃー耳障りだよ。じゃあ、教えてくれよ。他にどんな手段がある？」

　匠は返す言葉を持たない。完全に体が竦すくんでしまっていた。

　放たれる圧力だけで、体が後退してしまいそうになる。鉄舟は身動き一つしていないというのに、完全に気迫で負けていた。

「坊ぼん。君が厨ちゆう二に的な妄想で世界が滅びないかなー、とか思っている間、僕とあの人はずっと考え続けてたんだぜ？　この世界を、どうにかこうにか救う方法を。そりゃ、僕だってこんな世界に愛着はなかったさ。滅びる運命ならとっとと滅びちまえって思ってた。僕は、死後の世界ってもんを信じてないタイプだからね。死んだら、そこで終わり。なにもかもない。だったらそれは、世界のしがらみから解放される唯一の方法だ。……僕は、むしろそれを望んでいた」

　いったい、どれほどの鬱うつ憤ぷんを溜ためこんできたのだろう？　どれほどの絶望を抱え、それを隠したままへらへら笑ってきたのだろう？

　沸々とした鉄舟の感情が、ついに爆発した。

「でもね、あの人はそうじゃなかった。自分の身を犠牲にしてでも、君たちを助けたいと思っていたんだよ！」

　一度堰せきを切ってしまえば、もう止まらない。喜怒哀楽の楽しか見せてこなかった鉄舟が、今までにない荒々しい声を張り上げる。

「僕や、君や、幾億もの人間が世界を呪のろおうと、あの人は君たちに生きていてほしいと願っていた！　この世界にだって希望はあるから、君たちがそれを理解するその時まで自分の命を犠牲にしてでも世界を存続させようとした！　たかがちょっとした擦れ違いだけで絶望するような豆腐メンタルのクソガキが今さら口を挟むなってんだよ！　あの人の覚悟を、無駄にするな！」

　鉄舟の激げき昂こうももっともだ。ただずっと世界を呪うばかりで、その世界を変えようとも思ってこなかった匠の言葉は鉄舟に届けるには軽すぎる。

　それでも──

「でも、テツさんが教えてくれたから」

　匠が告げたその言葉に、鉄舟から放たれる怒気が凪ないだ。

「世界から消えたがっていた、俺みたいなやつを見つけてくれたから──俺みたいなやつにも価値があるってテツさんが気づかせてくれたからこそ、俺は思います。いなくていいやつなんて、いないって」

　匠たくみはまだ、鉄てつ舟しゆうを納得させることはできていないと思う。この程度じゃ、まるで足りない。

　止めるならば、力ずく。それも全身全霊──後に控える戦いのことなど考えず、死力を尽くす必要がある。

　だから──

「ミカ。アレを使う」

　ミカから聞いていた、奥の手。それを使うことを決めた匠にミカがちらりと視線をよこす。

「いいのですか？」

　リスクは大きいだろう。だが、鉄舟が数年という歳月をかけて培つちかってきた決意を超えるには、こちらもそれ相応のものが必要だ。

　不退転の意志を込め、匠はうなずく。

「このままじゃ埒らちがあかない。使える手は、なんでも使っていく」

「それでは」

　ミカは長く息を吐き出していく。空手における、『息吹いぶき』と似ているがミカのそれは型を伴うようなものではないし、呼気も静かなものだ。

　息を吐き出しきった。同時にミカは親指を立て──

　それを、自分の胸に突き入れる。

「──ッ！」

　かなりの衝撃がミカの体を貫いたのだろう。ミカの体が、小さく後方に跳ねた。

　ミカは体をくの字に折っていたが、やがてそれを起こして鉄舟を睨にらみつける。

「……律儀に待っているとは、なめられたものですね」

「や、妨害しようとしても坊ぼんが全力で邪魔するでしょう？　どうも、僕の妨害が成功するルートが見えませんでね」

「そうですか」

　ミカが一言告げると同時。

「ならば、その甘さにつけこませてもらいます」

　──奔はしった。

　先ほどまでとは数段、動きのキレが違う。遅いボールに目を慣らされたバッターが速球に手を出せないように、鉄舟はミカの拳こぶしをまともに顔面に受けて吹っ飛んでいく。

　鉄舟も、今の結果を見ていなかったわけではないだろう。わかっていても、避よけられない。それが今のミカのスピードだ。

《翼よく霆てい》とミカが呼ぶ技には、二種類ある。

　一つは以前、匠たくみにも使った《乙おつ式しき》。人の体を、電気信号によってあらかじめプログラムしておいた型どおりに動かすというもの。

　そして今使っているのが《甲こう式しき》──単純に脳のリミッターを外し、身体能力を急増させるものだ。

《乙式》に比べて動き方に融通が利くという長所があるが、もちろんデメリットもある。体への負担が大きい──それは《戦せん極ごく》というゲームの世界において、ＨＰが一パーセントまで減るという形で表れた。

　後一撃、かすりでもしたら負けるという状況。だがこの場において、ＨＰが減ることは単純なデメリットではない。匠がフレンドとして登録しているチロのアビリティ──《フラッド・ブラッド》が今なら効果を発揮する。

　ＨＰが一割を切った場合に、全ステータスが八倍になる。それがそのアビリティの効果だ。

　武の理と、ゲームシステムによる二重の強化。これなら鉄てつ舟しゆうにも、拳こぶしが届くかもしれないという狙ねらい通り、鉄舟のＨＰバーも一気に一割を下回る。

　このままＫＯまでノンストップで持っていく。その意思を込めてミカは直進。

　だが──

「さすがに、二発目はくらってやれませんって！」

　すぐさま体勢を立て直した鉄舟は、風に流される柳のようにミカの拳をかわす。ミカが二度、三度──それ以上の手数で圧倒しようと、鉄舟の体はふわふわと流れて行ってしまう。

　空振りというのは、見た目以上に体力を消耗するものだ。普段だったらこの程度のラッシュで音を上げるミカではないが、《翼霆・甲式》で力を底上げした今は、疲労も倍以上になっている。

　飄ひよう々ひようとした気配はすでになく、満まん身しん創そう痍いになりながらも鉄舟が挑発をよこす。

「ミカ様。あなたがいくら雷と同等のスピードで動けようが、どこに来るかわかってれば避よけられないこともない。負けを認めたくないのは分かりますが、潔さも軍神には必要なんじゃないですかね？」

　負けじと、ミカも言い返す。

「そうでしょうか？　なら、そんな忠告をせずとっとと倒せばいいのでは？　あと一撃、かすらせるだけであなたの勝ちです」

　鉄舟からの反論はない。遠慮なく、ミカはその可能性を突きつけさせてもらう。

「テッシュウ。あなたにはもう見えなくなっているのではないですか？」

　鉄てつ舟しゆうの挑発は余裕からくるものではなく、こちらの冷静さを奪うための駆け引き。ミカの判断が正しかったのか、鉄舟は口をつぐむ。

　訪れる静せい寂じやく。お互いを牽けん制せいしあううちに空気が張り詰め──

　拮きつ抗こうを、鉄舟の方から破る。

「さて……どうでしょうかねぇ。確かめてみちゃ、どうです!?」

　鉄舟の足が地を蹴けり、自ら距離を詰めてきた。スマートフォンの画面に乗った指が動き、音声によるスキル使用の認証を行う。

「《祓フツ陽ヨウ》──ッ！」

　背後に現れる、【伍ご拾じゆう萬まん】のエフェクト。

　同時に、ミカの体から力が抜けた。

「──!?」

　自分の体に訪れる変化を、ミカは瞬時に測る。自分の素すのステータスから逆算──結果、《翼よく霆てい・甲こう式しき》による強化、並びにフレンドのアビリティ、《フラッド・ブラッド》の効果がなくなっていた。

　それが、先ほど鉄舟が使ったスキル。おそらくはアビリティの無効化、及び敵の補バ助フの解除──といったところだろう。

　アビリティの無効化、というスキルを持つ相手と戦ったことは、いまだかつてない。アマテラスとの戦いを想定していた、鉄舟ならではのスキルといったところだろう。

　膨大な奉納点フエイスを使ってまで、勝負に出てきた。この交錯でケリをつけよう、という意思が鉄舟の目には満ちている。

　ミカもその意気に応じ、止まらない。狙ねらう先は突きこまれる短刀──フツヌシに対して、拳こぶしを振るう。

「──ッ!?」

　鉄舟の目が、「ありえない」と言わんばかりに見開かれた。一発当たれば負けが確定している状況で、敢あえて武器を狙いにいこうとするなど、自殺行為だ。

　──普通ならば。

　その常識を覆す。スマートフォンを鉄舟の死角になるように持ち、ぎりぎりのタイミングを計っていた匠たくみは、新しく覚えたそのスキルの名前を紡つむぐ。

「《ライトニング・ジョルト》！」

　匠に与えられていたのは、ほんのわずかな猶予。かすかにぶら下がっていた勝算だ。

　そのスキルを使うのが早すぎても遅すぎても、ここまで積み上げてきたものが水泡に帰す。

　目を見開き、この戦いの結末を見届けようとする。息を呑のむ匠の目に、最後の交錯が映った。

　システムに従ってダメージ判定が出た瞬間、それをなかったことにしてミカの拳こぶしが加速する。瞬時に、このスキルの性質を悟ったように鉄てつ舟しゆうの唇が引き結ばれた。

　格闘ゲームにおける当て身──いわゆる、カウンター技。使うタイミングのシビアさは、アマテラスの《ジャストリフレクション》に匹ひつ敵てきするだろう。その分、成功すれば敵から受けるダメージをゼロにしつつ、こちらの攻撃力の十倍のダメージを与えるという破格のスキルだ。

　振り下ろす形で放たれた右の拳が、刃やいばに斬きり裂かれることなく、むしろ押し返す。腕を振り抜きながら、ミカが吼ほえた。

「はぁ……ぁああああっ！」

　フツヌシの刀身に入る亀き裂れつ。それはそのまま大きくなっていき──




　キィンッ！




　境けい内だいに響くのは、刃が肉を斬り裂く音ではなく、鋼が砕ける硬質な音だった。

「──」

　なすすべもなく、その場に立ち尽くす鉄舟。折れた半身がくるくると虚こ空くうを舞い、石いし畳だたみの隙すき間まに突き立ち──

　同時にお互いのスマートフォンから決着を告げる鈴の音が高らかに鳴り響いた。

「……」

　匠たくみもまた、なにも行動を起こせない。勝ったという実感はあれどもそれにどんな反応をしていいのかわからなかった。

　棒立ちしていると、鉄舟が総髪を掻かいた。

「ったく。まさか、本当に弟子に後れを取るとはね」

　鉄舟の姿が淡い光に包まれ、徐々に消えようとしている。それは鉄舟が、《戦せん極ごく》のプレイヤーとしての資格を失い《隔かく離り世よ》に存在できなくなったことを示していた。

　刀身が半分になったフツヌシを見下ろし、心底悔しそうに吐き捨てた鉄舟に匠は、顔を曇らせる。

「……すみません。俺のわがままに、つきあわせてしまって」

「まったくだよ。これでアマテラス様に負けたら君、どう責任取るつもりだい？」

「うっ……」

　返す言葉もなく縮こまる匠に、鉄舟は匠のよく知る太平楽な態度に戻った。

「ま、いいさ。結果オーライだ」

「──え？」

　それは、どういうことか。期待を胸に宿らせて続く言葉を待つ匠に、鉄舟から告げられるのは希望だった。

「未来は変わった。もう僕の目には、滅びという絶望が見えていない」

　晴れがましい口調の鉄てつ舟しゆうに、匠たくみは目を見開く。

「それじゃあ──」

「早とちりするな。君たちがアマテラス様を救えるかどうかってのは、わからない。なにせ、本当に僕の目がなにも見えなくなってしまったんだからね」

　前のめりになる匠に釘くぎを刺しておきながら、鉄舟の態度はやはり気楽なもので、

「未来がどうなるか、なにもわからない、か。うん。楽しいもんだね、これは」

　しみじみと、安あん堵どするようにそんな言葉が鉄舟の口から洩もれた。

　それから鉄舟が、申し訳なさそうな苦笑を匠たちに向けてくる。

「坊ぼん、ミカ様……頼むよ。あの人のことを」

　その声音で匠は理解した。

　鉄舟が、ずっと背負っていた重責から解放されたこと。

　その荷物を今、自分たちが引き継いだこと。

「はい。絶対、止めてみせます」

　戦う前に鉄舟は言っていた。アマテラスを倒す者は、すべてのプレイヤーの祈りを背負う、と。ならば今、両肩に感じているものがそれなんだろうと、匠は思う。

　鉄舟の姿が薄れていく。この《隔かく離り世よ》という世界から追放されるだけ──実際にその存在が消えるわけではないということは征せい士し郎ろうやアイリで知っているはずなのに、二度と会えなくなるような不安に駆られた。

　鉄舟の姿が消える前に、匠はありったけの声を張り上げる。

「テツさん！　あの……マジで、ありがとうございました！　テツさんが《戦せん極ごく》に誘ってくれなければミカとも出会えなかったし……ずっとひねくれたままの、クソガキだったと思います！　俺が今、こうして世界を救いたいって思えているのはテツさんのおかげで、だからっ──」

　言葉はそこで、詰まってしまった。伝えたい言葉、伝えなければいけない言葉が胸の中にはあふれているというのに。

　もどかしい。ちゃんと、想おもいを言葉にできない自分の不器用さが情けなくて、羞しゆう恥ち心しんで目頭が熱くなる。

　匠は心の中で、何度も自分をなじる。なんでもっと、自分の想いを伝えられる努力をしてこなかったんだ、と。

　だが、鉄舟にとっては匠がそういう少年だということなど、とっくにわかりきっていたことなのだろう。長い前髪に隠された顔の下半分、唯一覗のぞいている口元は弧を描いている。

「やだなぁ。なにをそんな、今生の別れみたいなこと言ってんのさ。君がこの世界を救ってくれるんだろ？　だったら、また会える」

　と、鉄てつ舟しゆうは手を掲かかげる。匠たくみはすぐにはその意味がわからなかったが、時にはクラスメイトたちが、時には小説のキャラクターがそうやっていたのをゆっくりと思い出す。

　ハイタッチだ。

　匠はぎこちなく、手を振りかぶる。薄れていた鉄舟の体はかろうじて実体を保っていて、軽快な音が響いた。

「だから……頼むぜ、坊ぼん。あの人を止めてやってくれ。人々が大好きなあの神に、人々を滅ぼさせないようにしてやってくれ」

「はい。約束します。絶対……ぜっ──」

　匠が言い切る前に、鉄舟の姿が消える。初めからそこに何もいなかったように。

　最後に、匠がよく知るへらへらとした笑顔を残して。
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　舞台となっていた境けい内だいに静せい寂じやくが満ちる。先ほどまでここで戦っていたとは思えないくらいの静けさだった。

　静寂を、スマートフォンの震動音が破る。匠は気だるげな動作で画面に指を滑らせた。

　アイコンの上に【１】という数字が点滅しており、メッセージが届いていることを示している。匠は機械的にアイコンをタップし、メッセージを確認する。

　続く文章は、終わりを告げるものだった。




【サービス終了のお知らせ】




　いよいよか、と匠はこうなることを予感していたことを自覚する。【長らくのご愛顧、ありがとうございます】とテンプレート的な文章が淡々と続いていたので読み飛ばし、匠はとっとと《デュエル》の申請欄を表示させる。残りのプレイヤーを確認するためだ。

　そこに示されている残りのプレイヤーの数に、匠は目を疑った。二組──そのうち一人はアマテラスなので『組』というにはふさわしくないが、残りのプレイヤーは匠を含めてたった三人だ。

　匠は愕がく然ぜんとする。征せい士し郎ろうに「週末までには《戦せん極ごく》は終わりそうにない」と言ったのは残りのプレイヤーの数から逆算してのことだったが、その状況が一気に変わっていた。

　画面に表示されている、二つの名前。

　一つはアマテラス。

　もう一つは──




【ランク４７８　所持奉納点フエイス１０，４１１，５７８】




　相手が所持する膨大な奉納点から、匠たくみは状況を把握する。こいつが残りのプレイヤーを狩りつくし、ＫＯの際に適用される奉納点の総取りというルールでここまで戦力を脹ふくれあがらせたということを。

　奉納点の下に続く名前を、匠は覚悟していたような気がする。だからこそ──

「タクミ」

「ああ」

　ミカの呼びかけにも短く答え、そのプレイヤーネームを見つめて嘆たん息そくする。

「やっぱり、こうなるよなぁ」

　ラスボスであろうアマテラスを除き、最後の対戦相手として示されている相手。

　それは匠と一時はギルドを結成したプレイヤー、Ｌｕｎａルナだった。





参．







　翌朝。匠は枕まくら元もとに置いてあったスマートフォンがぶるぶる鳴っているのに気づいて目を覚ます。

　鉄てつ舟しゆうとの戦いから返ってきた後、緊張感から解放されたためかベッドに倒れるや否いなや眠ってしまったのだ。寝ぼけ眼まなこのままアラームを止めようとするが、どうやらアラームではなく着信らしい。かすむ目でじっとスマートフォンの画面を見ると、ミカの名前が表示されていた。

　まだ瞼まぶたが重く、匠は再び目をつぶりながら手癖でスマートフォンを操作して耳元に持っていく。

「どうした？」

『どうしたもこうしたもありません』

　呆あきれがにじんだミカの声に匠は反論したくなる。たしかに、世界が滅ぶかもしれないのに寝ているというのは考えようによっては呑のん気きかもしれないが休養も立派な戦いのうちだ。鋭気を養い、万全の状態で戦いに臨のぞむ必要がある。

　というだけのことを口にする気力もなく、どうすれば『超眠いのでもうちょっと寝かせてくれ』ということをもっともらしく、論理的に伝えられるか考える。頭は全く働かず、沈黙だけが続いたがスピーカー越しにため息が聞こえた。

『遅刻です。とっくに授業、始まってます』

「……え？」

　匠たくみはとっさに窓へと視線をやる。太陽が、休日にしか見られない位置に来ていた。

　具体的に何時なのか、匠の部屋には時計がないからわからない。通話を一度切って、スマートフォンで確かめる必要があった。

「ごめん。一回、切っていい？」

『かけ直さなくていいから急いで支度をしてください』

　ミカの方から通話を切られ、匠は大慌てで支度をして家を飛び出す。いつもより空すいている電車に揺られて学校に着くころには、とっくに三時間目が終わっていた。

　以前だったらなんのためらいもなく、しれっとした顔で四時間目からの授業に混ざっていただろうが、存在感が強くなった昨今ではそうもいかない。匠が教室に入ってくるとそれに気づくクラスメイトがいて、なにより──

「神か峰みねくぅううううん！」

　その代表格が、真っ先に来た。

　カバンを机に置く間もない。抱き着くと同時に壁際まで寄り切られて匠の逃げ道を完全にふさぐ形だった。

「どーしたのどーしたのどーしたのぉおお!?　ＨＲホームルームになっても来てくれないからアイリ、ちょー心配したんだよぅ!?」

「や、ごめん。ただの寝坊だから」

　圧倒されながらもかろうじてそれだけ告げると、傍そばにいた女子が声をかけてきた。

「感謝してよねー、神峰くん。アイリちゃん、神峰くん家ちにおしかけようって勢いだったの、みんなで止めたんだから」

　匠も最近はクラスメイトの顔を覚えつつあって、彼女がこのクラスの委員長であることくらいは分かっていた。他にも匠たちのことをニヤニヤ見守っているクラスメイトたちがいて、匠はどうしていいかわからないながらも頭を下げる。

「えっと、その、ありがと」

「「「いいってことよー」」」

　と笑い飛ばすクラスメイトたち。その聖なるオーラに匠は消滅しそうになったが現実的にそんなことはありえなく、曖あい昧まいな笑みを返す。気のいい連中だからこそ、自分の器の小ささが申し訳なくなった。

　匠はため息をつきながら、密着したままのアイリに告げる。

「桃もも瀬せ。とりあえず、席に着かせてくれる？」

「あのねあのね、アイリね？　朝から神か峰みねくんに、報告したいことあってず────っと待ってたんだよぅ！」

　嫌な予感しかしねえ、というのが匠たくみの正直な感想だ。とりあえずアイリが何を言い出しても取り乱さないための心の準備をしておき、あとは流れでお願いしますという気分に任せる。

　アイリは匠に抱き着いたまま、すべてを浄化するような笑顔を向けた。

「週末、お休み取れたの！　お休みってことはデートだよぅ！」

　特徴的な甲高い声が匠の耳から入って脳を貫く。アイドルとデートなんてそれこそ夢のような話だが、匠は優先しなければいけないことがあるわけで、返事は歯切れの悪いものになる。

「……や、桃もも瀬せ。週末は俺、ちょっと忙しいっていうか」

「んー？　これ見ても、そう言えるのかなぁ？」

　ごそごそと、アイリはスカートのポケットからなにやら取り出す。自慢げに見せびらかすそれは──

「じゃーん！　《プレア》のチケット、取れたんだよ☆」

　週末に行われる《プレアデス》──すなわち、Ｌｕｎａルナが所属しているアイドルグループのライブチケットだった。

　一度見に行きたいとは思っていたが、アイドルのライブは古参のファンが作法にうるさかったりするイメージが強く、なかなか行動には踏み切れなかった。そんな匠の心情を見透かすかのように、アイリは匠の瞳ひとみを覗のぞきこんでくる。

「一緒に行ってくれるよね？」

「……」

　つくづく、匠は思い知らされる。

　天使だなんだともてはやされるアイリの本性は小悪魔を通り越した大魔王であり──

　この大魔王からは逃げられない、と。
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　週末──

　アイリからライブに誘われた匠は、会場の最寄り駅までやってくる。断じてデートではない、と家から言い聞かせてきたにもかかわらず妙な緊張と高こう揚ようがあった。

　アイリのことだから何時間も前から待っているんじゃないだろうか、と早目に家を出てきたが、意外なことに待ち合わせ場所にアイリの姿はまだない。待たせるよりは待つ方が匠としても気が楽で、時間を潰つぶそうとスマートフォンを取り出した。

《戦せん極ごく》は見飽きるほど状況をチェックし尽くしたし、なにかテキトーに暇をつぶすものがないだろうか。画面を眺めていると、ＬＩＮＥのアイコンが目に入った。そういえばＬｕｎａルナから半ば強引にＩＤを教えられていたが、メッセージが来たことはまだない。

　これからライブを見に行くわけだし、事前に一言、伝えておくべきだろうか？　そんな考えが頭をよぎったが、匠たくみの指は一向に動こうとしない。

　リハーサルとかで忙しくてＬＩＮＥなんかチェックしてる場合じゃないかもしれないし、返事をするのに手間をかけさせるのもよくないんじゃないだろうか。そもそも俺ごときが見に行くことをわざわざＬｕｎａに伝えてどうしようというのか──

　などとごちゃごちゃ考えていたのを、匠はため息ごと吐きだす。わかっている。全部、やらないための言い訳だ。そうやって「他人を気遣っていますよ」みたいに自分を正当化して、ずっと人との関かかわりを避けていた。

　そういうのはやめだ。Ｌｕｎａを応援したいから、そのことを伝える。難しく考えることなく、その想おもいに従う。

　また言い訳を思いつく前に、匠は指を動かす。余計なことを考えまいとした結果、文章はシンプルなものとなり、




『ライブ、見に行くことになった。楽しみにしてるから、がんばれ』




　勢いに任せて、推すい敲こうもせずにメッセージを送る。手が震えてきた。本当に送ってしまった。

　楽しみにしてるとか言ってプレッシャーをかけてしまわないだろうか？　がんばれとか、上から目線じゃないだろうか──吹っ切ったつもりでもやはりあれこれ考えてしまうあたり、臆病者チキンっぷりは健在である。

　未読？　まだ未読か──とそわそわしていたところで、特徴的な声が匠の耳に届いた。

「神か峰みねくんっ、お待たせ。ごめんねぇ、遅れちゃって」

　アイリの到着だ──と顔を上げた匠は、一瞬戸惑う。目の前にいるのが、いつも見慣れたアイリではなかったからだ。

　サイドテールではなく、お下げ。加えてメガネに帽子と、完全武装。芸能人の休日スタイル──といった格好だ。いつもより華やかなオーラは控えめだが、それでもアイリの特徴的な声のおかげですぐ本人だとわかった。

　まじまじと全身を観察してしまってから、匠は慌てて返事をする。

「いや、俺が早く来すぎただけっていうか、そんなに待ってないから。今さっき、着いたばっかり」

　そう言ってから匠は、はっとする。このやりとりは──

「このやりとり……まさにデートって感じ！　きゅんきゅぅん、だよっ☆」

　案の定、アイリが「やんやんっ」と体をくねらせている。気づくのが遅かったが、アイリ好みのシチュエーションだろう。大したことではないのに、妙に恥ずかしくなってくる。

　気を逸そらそうと匠たくみは、アイリのファッションについて触れる。

「今日は、変装してるんだ？」

　以前は「変装しても無駄だから」、と開き直っていたのになにか心境の変化でもあったのだろうか？　そう思っているとアイリは不満げにくちびるを尖とがらせる。

「そうだよぅ。神か峰みねくんとデートすること《ＳＴＥＬＬＡステラ☆》のメンバーとかに話したら、みんな変装していけー、ってしつこいんだもん。みんなで寄ってたかって、アイリのこと原形無くなるまで変装させようとして、着せ替え人形みたいにしたんだよ？　ひどくない？」

　努力の結果は実っていて、声さえ聞かなければアイリと認識するのは難しいだろう。それくらい別人になっているのだが──

「や、それもいいんじゃない？」

　匠としては今くらいオーラが抑えられている方が好みで、お世辞ではなく素直な感想を口にした。言ってしまってから自分の軽率さに気づき、また「きゅんきゅぅうん☆」されてしまうのではないかと危き惧ぐしたが、アイリは自分のお下げを引っ張るようにうつむいた。

　アイリのその反応がなにを意味しているのか匠はわからないが、ぎゅっ、と背を丸めて防御態勢を取ったままアイリが尋たずねてくる。

「そ、そう？　……じゃあ、今度から学校でもこっちにしよう、かな？」

「そうすると変装にならなくない？」

「あ、そっかぁ。んー、ムズかしいねぇ」

　顔を上げたアイリは眉まゆを八の字にして苦笑していて、匠もつられて笑う。休日に友人と遊びに行く、という久しぶりのことに、少しテンションが高くなった。

　アイリはくるりとターンをして、匠を先導する。

「じゃ、行こっか。ドリンクとかだいじょぶ？　コンビニ寄ってく？」

「いや、用意してあるから」

　さすがに何の予備知識もなしにライブに参加するのは心もとなかったので、事前に必要なものくらいは調べておいてある。とは言っても、着替えとドリンクくらいだ。ドリンクはコンビニで買うと高くつくので行きつけのスーパーで買ってきた。

　アイリは歩きながら、何気なく話を振ってくる。

「そーいえば、聞いたよぉ。せー君、協力してくれるんだってね」

　匠は、自分がうっかりしていたことを悟り、早口になった。

「ああ。悪い、報告忘れてた。なんか、桃もも瀬せにはいろいろ手間かけさせちゃったな。金のことも、すぐには無理だけどちょっとずつ返してくから」

「いいよぅ。……ほんとは、むしろ神か峰みねくんにとってよくないことになればいいなー、ってつもりだったし」

「え？」

　意外な告白に匠たくみは目を丸くする。アイリの横顔は、相変わらず真まっ直すぐ前だけを見み据すえていた。

「せー君なら、神峰くんを諦あきらめさせてくれると思ったの。もうなにをしてもムダなんだ、って。できることなんてなにもないんだ、って。せー君なら神峰くんにわからせてくれると思った」

　匠は、アイリの真意を測ろうと耳を傾ける。口を閉ざした匠に、アイリは続けた。

「でも、違った。神峰くんは、せー君の考えまで変えちゃった。神峰くんは、いっつもアイリの予想の斜め上をいっちゃうんだよねぇ」

　天てん真しん爛らん漫まんな顔からは、アイリの感情が読めない。自然と、匠の声に硬さが宿った。

「今日も、そういうことなのか？」

　自慢ではないが匠は、ネガティブ方面への想像力が豊かだ。アイリが抱えている悪意が些さ細さいなものだろうと、何百倍にも拡大解釈する自信がある。

　だからこそ、そういう発想に至る。

「Ｌｕｎａルナのライブが失敗に終わるところを見せて、俺の考えを変えようっていうんなら俺はお前を一生許さない。他のなにを犠牲にしても、お前に報むくいを受けさせる」

　自分なんかに何ができるかわからないが、そう誓わずにはいられない。以前、スタバで話した時のＬｕｎａの顔が思い浮かぶ。Ｌｕｎａがあんな顔をして誇るステージを穢けがさせることは、他のなにを引き替えにしてでも阻止するという決意が腹の底から湧わきあがってきた。

　匠のそんな反応を予想していなかったように、アイリが慌てて否定する。

「んーん。違う、違うよぅ。今日は、そーいうのナシ。アイリ、今日は神峰くんとのデートを楽しみたいだけ。信用するかどうかは神峰くん次第だけど……」

　小さく肩を落とすアイリに匠は、自分の非を認める。今回は、ネガティブすぎる自分が悪い。

「ごめん。変なこと言った。ライブ、楽しもう」

　もやもやしたものを抱えたままライブに行っては、Ｌｕｎａにも失礼だ。初めてでどう楽しめばいいかもわからないが、全力で今日のライブを「良かった」と言えるものにする。そう、スイッチを切り替える。

　匠がそうしたのをアイリも悟ってくれたのか、天使のスマイルが戻る。

「それにしても、神峰くんの言葉づかいってちょっと変わってるよね」

「えっ、そ、そうっ？」

　予想外の角度からの攻撃に、匠たくみは動転する、アイリは愛あい嬌きように満ちた笑顔のまま言葉のナイフを突き刺してきた。

「そうだよぅ。フツー、『報むくい』とかって使わないって」

　毛穴という毛穴から一気に冷や汗が噴き出てくる気分だった。ライトノベルを読みすぎた弊害が、こんなところで仇あだをなしたのか──あ、『仇をなす』ってのも普通は使わないか、などと考えているうちに体を包む寒気が増してきた。

「……わかった。今度から気をつける」

「えー、なんで？　なんで気をつけるの？　アイリ、そのままでいいと思うよぉ☆」

「やめて。それ以上突っこまないで」

　頭痛までしてきた。豆腐メンタルの自覚はあったが、まさかこれほどまでに打たれ弱いとは。

　面白がってからかってくるアイリの言葉を右から左に聞き流しているうちに、会場に着いた。すでに列ができていて、どうやらチケットの番号によって並ぶところが決まっているようだ。

　アイリに連れられるまま並ぶと、匠は会場を指差してアイリに尋たずねる。

「これ、何人くらい入るの？」

「五百人くらいかなぁ。今の《プレア》にしてみたら、ちっちゃい会ハ場コだけど、ここでデビューしたからね。いわゆる、凱がい旋せん公演ってやつ」

　凱旋は良いのだが匠が思っていたより小さい。匠が通う高校の体育館と同じ、それより小さいくらいかもしれない。

　そうなると、一つの不安があるわけで。

「な、なあ、桃もも瀬せ？　俺たちがいること、Ｌｕｎａルナにバレない？」

　アイリは「なに言ってるのぉ？」とでも言わんばかりに首をかしげた。

「バレないわけないよ？　これくらいの会場だったら、ファンの顔なんてヨユーで見えるもん」

　やっぱり、そうか。ライブを見に行くことは伝えておいたものの、アイリと一緒だということがバレると後で何か言われやしないだろうかと匠は冷や冷やする。

　一方でアイリは、舞い上がった調子から一転して落ち着いた声音で告げる。

「でもね、お客さんの多さとか関係なく、むしろこういう会場でこそ《プレア》は……特に、Ｌｕｎａちゃんは輝くんだよね。だから神か峰みねくんは、見ておくべきだと思うんだよ。今日の、Ｌｕｎａちゃんを」

　アイリの横顔に、匠はようやく理解した。

　そのためにアイリは今日、自分をここに連れてきてくれたのだ、と。

「……サンキュ」

　礼を言う匠たくみにアイリが、幸せいっぱいというように顔をほころばせる。

「んふふふー。いいんだよ、お礼なんて。神か峰みねくんとデートできるだけで、アイリ的にはきゅぅぅぅぅうん☆　だもん」

　きゅぅぅぅぅうん☆　がなんなのか知らないが、アイリが満足そうなのでよしとする。やがて入場が始まり、列が流れ始めた。

　移動しながら匠は、ふと尋たずねる。

「桃もも瀬せ。荷物ってどうすんの？」

「中にコインロッカーあるよ。二人分入るし、一緒に入れちゃお☆」

「そうだな。節約、大事」

　会場に入って、アイリの言うとおりロッカーに荷物を預ける。匠がカバンからドリンクだけを出してロッカーに放ほうり込むと、アイリが不思議そうに見上げてきた。

「あれ？　神峰くんペンライトとかサイリウムは？」

「ん？　や、いらないかなと思って」

　答えると、アイリが《デュエル》の時にすら見せなかったような剣けん幕まくになる。

「えーっ！　ダメだよぅ、そんなの！」

　まさかの反応だ。匠は予想外のことに、あたふたと弁明をする。

「そ、そうなの？　サイリウム振るより歌とダンスに集中してたほうがいいのかなー、と思って」

「違うのっ。ライブっていうのはそういうんじゃないのっ。予備のサイリウム持ってきておいてよかったよぅ」

　と、アイリは自分のバッグからサイリウムの束を鷲わしづかみにして取り出す。

「はい。Ｌｕｎａルナちゃんの担当の色は青だからね？　それと別に曲指定でピンクは《タイムトンネル》、ウルトラオレンジは《スーパーノヴァ》とか、なんか盛り上がりそうな曲」

「え？　え？」

　手に溢あふれるサイリウムに匠は混乱する。確かにサイリウムを振るという文化があるのは知っていたが、光る棒を持っていることがライブの楽しさにつながるわけじゃないだろう、ということで軽視していた。こんな重装備が必要だとはにわかに信じられず、匠は半信半疑で問う。

「ちょっと待って？　サイリウム、多すぎない？」

「七人いるからね、《プレア》のメンバー」

「そうか。ななにんいるからか。……え？　サイリウムって人数分持つもんなの？」

「それぞれ担当の色があるから、それに合わせた色持つ感じかなぁ。推おしの子の色だけ持つっていうのもあるけど。念のため、青いっぱい渡しとくね」

　青だけ十本追加。これが蒼あおの力か──などと心の中でうそぶいていると、アイリはあわただしく踵きびすを返す。

「あ、ちょっと待ってて。いつもコール本配ってくれてる人、今日も来てた！　すみませーんっ☆」

　なにやら小冊子を配っている人物へとダッシュしていくアイリ。そのコミュ力高さに唖あ然ぜんとしているうちにアイリが戻ってきた。

「はいっ☆　基本的なコールはこれ読めば覚えられるから。でも、結局はノリ重視でいいと思うよ」

　小冊子を受け取りながら、匠たくみはしみじみと言う。

「なんていうか……慣れてるな。ステージに立つ側としてっていうんならわかるけど、アイドルってそういうもんなの？」

　匠の問いに、アイリが返すのは意外な答えだ。

「実は、何回か来たことあるんだよね」

　アイリは小冊子を胸に抱えて、気恥ずかしげな苦笑を浮かべる。

「最初は敵情視察、ってことでただの付き合いだったんだけど、一気にファンになっちゃって……それなのに、この前Ｌｕｎａルナちゃんに怒られちゃった。でも、ファンより大事にしたい人がいるんだから仕方ないよねぇ」

　匠はＬｕｎａとアイリが戦ったとき、具体的にどんな話をしていたかは知らない。《デュエル》の様子は見ていたが、プレイヤーたちのプライベートに考慮ということで音声はオフにされるからだ。

　ただ、Ｌｕｎａの怒りを買った原因に、見当くらいはつく。

「あいつになんて言ったかは知らないけど、あいつにとって『アイドル』ってのは特別なものらしいから。もしそれを馬鹿にするようなこと言ったんだったら、謝っておいた方がいいと思う」

　これから同業者として現場が同じになることもあるかもしれないのだから、人間関係は円滑にしておいた方がいいだろう。そんな観点からのアドバイスに、アイリも反省しているのか素直にうなずく。

「そうだね。そうする」

　今回のライブはオールスタンディングで、匠たちはステージに向かって右端の壁際に陣取る。ライブが始まるまでの間、アイリが貰もらってきてくれたコール本に目を通していると照明が薄暗くなった。

　隣から、アイリがささやく。

「そろそろだよ、神か峰みねくん。サイリウム折って、折って。あ、ウルトラオレンジはまだ。寿命、短いから」

「お、折るって……これ、折っちゃっていいの？　中身、どばーってなったりしない？」

「しない、しない。思い切って、ポキッってやっちゃっていいから☆」

　アイリは手本を見せるように、サイリウムを片かたっ端ぱしから折っていく。その動作を見ても匠たくみはやはり慎重さが抜けず、おそるおそる両手に力を込める。サイリウムが折れる軽い感触がしたと思うと、手の中の棒が淡く光を放ち始めた。

　同様に、会場のあちらこちらで光が灯ともる。たちまち、会場が光であふれた。

　──いよいよだ。

　匠は息を呑のむ。Ｌｕｎａルナが言っていた『一人じゃ見られない景色』。果たして本当にそんな瞬間が訪れるのか、不安になってくる。

　Ｌｕｎａはどうだろうか。ステージの袖そでで控えているであろう彼女は、どんな気持ちで開演を待っているのか。

　匠と同じように、不安を抱えているのだろうか。

　それとも、いつものようにクール＆ドライという不ふ遜そんな態度を崩さず、その景色が見られると確信しているのだろうか。

　すぐにわかる。全部、答えが示される。

　スポットライトがステージを照らし、歓声が沸き起こった。
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　会場を後にして、観客たちがそれぞれの帰路へと散っていく。

　匠たちもその流れに乗って駅に向かう。歩きながら、隣に並ぶアイリが弾んだ声を上げた。

「すごかったねーっ！　神か峰みねくん、どうだった!?」

「ああ。テレビで見るのと全然違うな！」

　匠も、初めて覚える感情のやり場を探すように声のトーンを上げる。こんな気持ち、生まれて初めてだった。

　五百人──それは、アイリが言っていたように少ないのかもしれない。だが、匠にとっては天文学的な数字だ。

　それだけの人数が、盛り上がれた。

　それだけの人数の心を一つにして、盛り上がらせた。

　アイドル、という存在に改めて感服する。匠は熱のこもった声で、アイリに告げた。

「なんか、Ｌｕｎａが言いたかったこと、今さらだけどわかった気がするよ。アイドルって、すごいんだな。……連れてきてくれてありがとう、桃もも瀬せ」

「どういたしましてぇ☆」

　それからも、ライブの感想で盛り上がる。あの曲のダンスがかっこよかった。メンバーそれぞれに個性があって、ソロ曲も聴きごたえがあった。二時間分の熱を、二人で吐き出しあう。

　そうしているうちに渋谷──匠たくみの家の最寄り駅が次だとアナウンスされる。楽しい時が過ぎるのはあっという間で、匠は自分の家がもっと遠くだったらよかったのに、と思った。

　名残惜しいけど、続きはまた今度。そう思ったところでアイリの声音が急に沈んだ。

「……ね。神か峰みねくんはさ、アイリがもっと、いっしょーけんめーアイドルやったら嬉うれしい？」

　妙な問いだったが、匠は少し考えてうなずく。

「そうだな。桃もも瀬せのその思いこんだら一直線なところ、俺だけじゃなくてみんなを楽しませるために使ったら……すごいアイドルになると思う」

　その可能性を想像して、匠はわくわくしてきた。今日よりもっと大きな会場。そこでアイリが、観客を沸かせている。会場だけじゃない。テレビも通して、みんながアイリの歌でつながっている。

「見てみたいよ。俺だけじゃなくて、何万人も、何億人も幸せにする桃瀬を」

　アイリは珍しく、不安そうに顔を伏ふせた。

「でも、アイリにできるかな？　アイリ、ずーっと、ずーっと頑張ってこなかったんだもん。なんにもしなくてアイドルになっちゃったのに──今さら、変われるのかな？」

　電車が減速し、匠たちが立っているのとは反対側のドアが開く。ぞろぞろと人が降りていく中、匠はアイリに告げた。

「変われるよ」

　不思議と、その言葉はすんなりと出た。

　一昔前の匠だったら、どう考えても出ない言葉だ。こんな無責任で厚顔無恥にもほどがあること、口に出せたものじゃない。

　それでも、言えた。

　きっとそれは、匠が変われた証拠だろう。

　扉が閉まり、電車が走りだす。

　それにかまわず、匠は続けた。

「簡単じゃないだろうけど……無理じゃないと思う。世界を変えるよりは、よっぽど楽だ。それでもしんどくなったら……その時は、俺でよければ相談に乗るよ。今日、桃瀬が力を貸してくれたみたいに」

　アイリが、鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔で匠を見上げる。それはゆっくりと、アイリらしくない不器用な笑顔に変わって、

「じゃあ、しばらくお付き合いするのはお預けだね。アイドルは、恋愛禁止なんだから」

　はっきりとそう言った。

　アイリの中でなにかが、変わったのだろう。そう察して、匠たくみはただうなずく。

「アイリね、いつかきっと、神か峰みねくんの方から結婚してください、って言ってもらえるようなアイドルになるよ。だから、その時はアイリのこと、お嫁さんにしてくれる？」

　無む茶ちやな注文だ。だが匠は、「アイリならもしかしたら」という可能性を捨てきれずに曖あい昧まいな返事をする。

「その時がきたら、な」

「えへへぇ。約束だよ？」

　電車が再び減速する。匠は今度こそ、開く扉に向かった。

「……じゃ、また月曜に」

「うん。またねぇ」

　ドアが閉まり、電車が加速していく。

　匠はホームで足を止め、電車が見えなくなるまで見送った。
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　帰宅した匠は、なにはともあれ風呂に入る。夏はシャワーだけで済ませがちだが、シャワーではなく、湯船につかって疲れを癒いやしたい気分だった。

　一時間近く、ぼんやりと考え事をしているようなしていないような心持ちでお湯につかる。気づいた時にはのぼせる寸前で、ふらふらと自室に戻った。

　火ほ照てった体に、クーラーの冷気が心地いい。そのままベッドに倒れこみ、眠ってしまいたくなるがそれは許されない。

　スマートフォンが振動する。誰からの着信かは、見当がついている。

　案の定、画面には『ミカ』の二文字があった。匠はスマートフォンを耳元に持っていきつつ、画面に指を滑らせる。

「も、もしもし」

　今日の『デート』について、ミカがなにも言わないわけがない。それを覚悟していたが、スピーカー越しに聞こえてきたのは意外な言葉だった。

『浮かない顔ですが』

　アイリとデートしていたことについての小言ではなく、気遣うような言葉。

　珍しく、歯切れが悪い調子でミカが尋たずねてくる。

『Ｌｕｎａルナと戦うことに、ためらいが出ましたか？』

　そんな顔をしていたのだろうか？　匠は疑問を抱くが、鏡を見るには洗面所まで戻らなければならない。

　匠たくみの心情としては、むしろ逆だ。

「……いや、腹をくくらされた感じだ」

　Ｌｕｎａルナのステージから伝わってきたこと。それはアイドルとして、ファンたちの想おもいに応こたえようというものが、もちろんあっただろう。

　だが、Ｌｕｎａというアイドルの本質──速はや水み流る奈ながＬｕｎａとなった事情を知る人間としては、見逃せないものがある。

「実際にＬｕｎａのライブ見たらわかったよ。すごく、良いライブだった。観客も、ステージの上のあいつらも、みんな一つになってあの時間を楽しんでた」

　それは保証できる。その一方で──

「だからこそ、その『みんな』の中に妹がいないのをあいつは許せてない」

　Ｌｕｎａはたしかに、目の前のファンに向かって全力投球しようとしている。だけどその心の奥底──わずかな淀よどみを、ずっと他者を観察していた匠の目は見つけてしまった。

「Ｌｕｎａの歌から、ダンスから伝わってきた。絶対、妹と一緒にこの景色を見るんだ、っていう決意が」

　Ｌｕｎａがいつもそうしているのか、もしくは、ステージの上から匠を見つけたからそうなったのかはわからない。

　ただ、匠がステージの上のＬｕｎａから執念を感じたのは確かだ。

　Ｌｕｎａには恩もある。Ｌｕｎａになら世界の命運を預けてもいいとも思う。きっとＬｕｎａが創つくる世界なら、匠も楽しめるだろう。

　そう、思うと認めながらも──

「それでも俺は、俺の願いを諦あきらめたくない」

　結局は、そんな結論に至る。

　戦うしかないのだ、と。

『……私が今さらとやかく言う必要はなさそうですね』

　自分の覚悟が決まっていることに、ミカがお墨付きを与えてくれる。心強さを覚え、匠はこの気持ちが変わらないうちに動くべきだと判断した。

「今から、Ｌｕｎａに《デュエル》を挑む。……いいか？」

『無論です』

　匠は通話を切ると、アプリ内にある《デュエル》の申請欄を開く。残されているのは、たった二組の名前。

　その一方に匠は、そっと触れた。
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　上りのエレベーターに乗ったような、重力が増す感覚。

　これを味わうのももう、あと数回もないだろう。そう思うと妙に名残惜しく思えた。

　体を包む重力から解放され、匠たくみは自室から《ラウンジ》へと転送されていることを確認する。

　広い境けい内だいには、もはや他のプレイヤーがいない。とっとと《デュエル》の対戦フィールドに移動するべきだとは分かっていながらも、匠は森閑とした参道を、ただミカとともに歩いていく。

　美しい景観だからこそ、匠は寂しさを感じた。どれだけ整然としていようと、訪れる者がいなければそこは廃はい墟きよも同然なのだと思う。二人分の足音だけが、ただ空むなしく響いた。

　本当に、終わりが近づいてきているのだ。自分にそれを納得させると匠はようやくスマートフォンを操作し、対戦フィールドへと行くために再び鳥居をくぐった。

　社やしろの前で、相手が来るのを待つ。根拠はないが、「来ないはずがない」と断言できるほどの確信が匠の胸にはあった。

　待っている間、匠はＬｕｎａルナについて思いを馳はせる。それは邪念や雑念と呼ばれるものなのかもしれないが、匠は敢あえてそれを全部飲みこんだ上でＬｕｎａと戦いたいと思った。

　最初に会ったときは敵同士で、圧倒的な戦力差にタイムアップまで粘るのが精いっぱいで。

　例大祭フエスで、無謀だとわかっていてもパートナーを助けに走る姿にかつての自分を重ねて。

　たまたま街角で出会い、自分がこの世界にいてもいいと──透明人間ではないということを教えてもらった。

　自分の人生を変えてくれた、恩人だ。だからこそＬｕｎａに勝ちを譲るのではなく、彼女と対等の立場として、乗り越えていきたい。Ｌｕｎａのおかげでこうなれたと、胸を張って言えるようになりたい。

　ほどなくして、足音が聞こえてくる。

　クール＆ドライ担当と自称する彼女らしい、淡々とした声が辺りに響いた。

「──なんだ。思ったより、覚悟決まってそうじゃん」

　門をくぐってきたＬｕｎａは、気負いを感じさせない声音で続ける。

「ぶっちゃけ、煮え切らないままここに来ていて、あっさり勝たせてもらえること期待してたんだけど」

　匠もつられて、つい気を緩める。これから戦おうという相手に向けるのにはふさわしくない、苦笑を浮かべた。

「そりゃ、虫が良すぎるってもんだろ」

　その上、だ。余計なことまで口にする。

「そういやライブ、見たよ。その……すごかった」

　Ｌｕｎａルナはわずかに眉まゆ根ねを寄せて、声に棘とげを持たせた。

「こっちからも見えてたんだけど……アンタ、なんであの女と一緒だったの？」

　あの女、とは言うまでもなく、アイリのことだろう。指摘されるだろうとは思っていたもののＬｕｎａの視線は匠たくみの予想以上に冷たく、たどたどしく弁明した。

「え、あ、いや、桃もも瀬せのやつ、強引でさ。誘われたら断れなくって。俺もちょうど、《プレア》のライブ見たかったのもあるんだけど」

　匠の無様っぷりに追及する気もなくなったのか、Ｌｕｎａは不満げに鼻を鳴らすだけにとどまる。

「ま、いいけど。チケット欲しかったら言ってよね。調達するから」

「次は、そうする」

　一秒でも無言でいることに耐えられず、匠はとにかく思いついたことを言う。

「そういや桃瀬、これからはマジメにアイドルやるって」

　Ｌｕｎａは、匠が思った以上に大きな反応を見せた。

「あの子が？　……ふーん。手て強ごわいライバル、できちゃったかな。ってか、マジメじゃない自覚はあったんだ、あの子」

「あんたからしたらふざけるなって言いたくなるのもしょうがないけど……まあ、あいつなりにいろいろ考え直すところもあったんだろ」












　他ひ人と事ごとのようで申し訳ないが、匠たくみとしてはただ楽しみだ。《プレアデス》と《ＳＴＥＬＬＡステラ☆》、両方が切せつ磋さ琢たく磨ましてより多くの人を笑顔にさせていく。そんな未来もあるのだろうと思える。

　もっと、話していたい。

　もっと、戦うまでの時間を引き延ばしていたい。

　そんな匠の望みは、あっさりと打ち砕かれる。




　カランカラン




　軽々しい、鈴の音が紅あかい世界に響く。

　それは戦いの始まりを告げる音。

　同時に、どちらかの戦いの終わりを告げる音でもある。

　匠の胸が痛む。避けられないとわかっていたはずなのに──覚悟を決めたつもりだったのに、情けなく声が震えた。

「もう、時間か」

「……だね」

　短く応じるＬｕｎａルナは、ステージに立っていた時と同じ目になっていた。

　譲らない。決して、自分の願いを阻ませはしない。決死ともいえる覚悟を持った瞳ひとみで、匠を見み据すえる。

　高まるプレッシャーの中、チロとミカはお互いに挑発を飛ばしあった。

「プレイヤーと、お別れのあいさつはした？」

「その言葉、そのまま返させてもらいます」

「何回か助けられたけどあたし、あんたに直接負けたことは一回もないからね」

「あれから、どれほどの時間が経たっていると思っているので？　私も、あの時の私ではありません」

「へぇ、言うじゃない。じゃ、見せてもらおうかしら。あたしも見せてあげる。この国を代表する、龍りゆうの力を」

　向けられる、赤い瞳にミカは構えを取った。

「望むところです」

　開始の合図を待つ。スマートフォンに表示される数字が【弐に】から【壱いち】へと変わり、空気が張り詰めていき──

　開始を告げる音が鳴る。

　もう、感傷に浸ひたってはいられない。戦い、倒す。それだけに匠は意識を集中させる。

　ミカが先行して走り、合わせて匠は敵の死角に潜り込む。勝負のカギとなるのはまずこの瞬間──チロが好んで使っている水の鞭むちが、完全に出来上がる前。すなわち、開始直後のタイミングだ。

　チロの鞭は長く、しかもその性質上振りかぶるという隙すきを必要とする。勝負の中ではほんのわずかな隙だが、ミカが間合いを詰めるのには事足りる。

　だが、匠たくみたちの思惑とは違いチロは水による武器の生成をしなかった。動いたのは、Ｌｕｎａルナだ。

「《ペイン・レイン》！」

【伍ご萬まん】、と浮かび上がるエフェクト。同時に、上空から刃やいばの驟しゆう雨うが降り注いだ。

　攻撃の範囲は広大で、神でもないただの人間である匠が避よけるには荷が重い。必然、ミカは匠をかばいに動くことになる。

　戦術として、それは適しているのだろう。だが、攻撃の範囲には、Ｌｕｎａたち自身さえ含まれていた。

（自分たちごと！）

　匠はその捨て身の手段に、こちらの見通しが甘かったことを痛感した。広範囲を攻撃するスキルは、なにも敵だけにダメージ判定があるわけではない。当たれば、スキルを使った本人でもダメージを受ける。使い方は慎重になると思っていたが、開幕からリスク覚悟の手段を使ってきた。

　近づくつもりだったが逆に距離を取らされ、チロの特徴である圧倒的な制圧力が遺い憾かんなく発揮される。振るわれる鞭。スキルすら使わずにこれほどの攻撃──プレイヤーへの攻撃が即、致命傷につながる《戦せん極ごく》において、チートの疑いまで持たれるほどの性能だ。

　水でつくり上げた鞭が広範囲にわたって、縦じゆう横おう無む尽じんに奔はしりまわる。チロを中心に大木も社やしろも、根こそぎ破壊されていく。

　これが、Ｌｕｎａたちと戦うに当たって克服するべき課題。『いかにして距離を詰めるか』、だ。

　ただでさえ、水を媒介にした武器による長射程の攻撃は強力。加えてＬｕｎａたちには、先日のアイリたちとの戦いで明らかになったことがある。

　純水──ＨＯ百パーセントの水による結界。不純物を取り除いた水は、雷撃を阻む盾となる。

　ミカの遠距離攻撃はすべて雷神としての性質を由来にしたものであって、チロに対してすこぶる相性が悪い。で、あるのならば取れる戦力は一つ。

　物理で殴る。結局、いつものパターンだ。

　匠はミカに手を引かれるままに回避を任せる。バラバラに移動していると、流れ弾で思わぬダメージを受ける可能性がある。むしろ、それがきっかけでゲームオーバー、というのが一番あり得るパターンだからだ。

　開幕直後の奇襲に失敗したら、次は観察。匠たくみは勝手気ままに周囲を蹂じゆう躙りんする鞭むちの軌道──正確には、鞭の動き自体は見えないので鞭が通った軌跡を追う。

　破壊はランダムに行われているように見え、プログラミングによる規則性を感じさせない。逆に言えば、そこにはチロの個性が反映されている。

　ミカに手を引かれる間、匠はその法則性に目を凝らす。回避はミカに任せ、それだけに集中した。

　脳をコミュ障全盛期にまで戻す。周囲が放つ気配を読み、自分にとっての安全地帯を探すための機能を全開にする。

　鞭の軌道を予測。徐々に匠の予測と現実の軌道が近づいていき──

　重なった。

　瞬間、匠はミカに声をかける。

「ミカ、仕掛ける！」

「はいっ！」

　弾はじかれたように、別々の方向へ動き出す。Ｌｕｎａルナたちが匠たちへの対処を考えつく前に、たたみかける。

　ミカが猛進する。多少のダメージは覚悟の上。匠の存在を忘れさせることが、ミカの役割だ。

　Ｌｕｎａたちもそれをわかっているだろうが、匠のことを気にした瞬間、ミカの拳こぶしが届く。それほどの気迫で、ミカは連撃を仕掛ける。

　接近戦に持ち込ませたら、押し切られる。それはＬｕｎａたちもわかっていることなのだろう。ミカの拳が届く距離──その一線は譲らない。一歩分の距離だろうと、その一線を踏み越させはしない。

　それでいい。ミカの役割は、そう思わせること。

　Ｌｕｎａたちがそう思っているうちに、匠は背後に回る。

「代替執行オルタナテイブ・攻ソード！」

　音声が認証されるとともに、光の剣が匠の手から伸びる。すかさずＬｕｎａが、スマートフォンの画面に指を走らせた。

「《フォールウォール！》」

【伍ご仟せん】、というエフェクトが現れると同時に、天上から大質量の水が降り注ぎ、壁となる。匠は反射的に攻撃の手を止めた。

　固まった匠の体に、横合いからチロの鞭が迫る。それが届く前に、匠の姿が消えた。

　匠が奇襲し、失敗したらミカが縮しゆく地ちで回収。事前の打ち合わせ通りの戦術だ。

　問題は、ない。今の失敗から修正していって、タイムアップまでに一撃入れる。これが、Ｌｕｎａたちを相手にするのにもっとも現実的なプランだ。

　再び、チロが振るう鞭むちの隙すきをうかがう。匠たくみたちにとって、最初の奇襲を外した時点で持久戦は覚悟の上。

　幾度となく攻防を繰り返し、摩ま耗もうしていく神経。それはＬｕｎａルナも同じで疲弊の色を隠せないようだったが、チロは違う。この攻防の中に疲労だけではなく、高こう揚ようも感じていた。

　赤い目を爛らん々らんと輝かせ、口元をほころばせるチロにミカは怪け訝げんそうな目を向ける。

「余裕、ですか？」

　やや息を乱しながらも、興奮を隠さない調子でチロは答える。

「ん……そんなんじゃないんだけど、つい、ね」

　チロは鞭を振るうわけでもなく、手のひらの上で水をもてあそびながら続ける。

「正直、嬉うれしいの。こうして、怪物としての力を振るえることが。神話のあたしは、怪物なんて謳うたわれてるくせに戦うこともなく倒されちゃったから」

　その言葉に匠は思い出す。ヤマタノオロチ伝説の結末は実にあっけない。ヤマタノオロチに酒を飲ませて酔いつぶれたところを倒す、という姑こ息そくなものだ。

「だから、お互いの全力をぶつけられるこの戦いは楽しい。感謝するわ、タケミカヅチ」

　そう呼びかけられるミカは、軍神としてチロの気持ちがわかるつもりだ。戦うことすら許されなかったなど、無念にもほどがある、と。

　ならば、こちらも全力で応こたえるのが流りゆう儀ぎ。その意思を込めて、ミカは返す。

「わたしも、光栄です」

　パートナーたちの会話をきっかけに、Ｌｕｎａも匠に声をかけてきた。

「どうする？　このままだとタイムアップだけど、もう一回やり直す？」

　告げられるとおり、攻防を繰り返しているうちに残り時間は一〇〇秒を切っている。匠はＬｕｎａたちから視線を外さないまま、ゆっくりとかぶりを振った。

「……いや。あんたに《デュエル》を挑む時のあの感じを味わうのは、もうごめんだ」

「同感。アタシもアンタからの申請、もう受けたくない」

　わずかな間かん隙げきを挟んで、二人はタイミングを計ったかのように同じ言葉を紡つむぐ。




「「決めよう、ここで」」




　匠もＬｕｎａもスマートフォンの画面に指を滑らせる。二人の背中に消費する奉納点フエイスのエフェクトが浮かび上がった。

　お互いに消費したのは【伍ご拾じゆう萬まん】──その数値に匠は、違和感を覚える。

（《アメノムラクモ》じゃない!?）

　かつてＬｕｎａが征せい士し郎ろうと戦ったときに使ったあのスキルの消費奉納点は、参さん拾じゆう萬まんだったはず。それを上回る力が放たれようとしている。

　匠たくみたちが成長してきたのと同じようにＬｕｎａルナたちもまた、力を蓄たくわえてきた。ただそれだけのことに匠は一瞬とはいえ動転しかけ、すぐに意識を集中し直す。

　以前、Ｌｕｎａたちが奥の手として使ったのは相手を全方位から囲み、貫く水の刃やいばだった。だが、今は違う。水流が渦巻き、チロが伸ばす腕の前で束ねられていく。

　それはヤマタノオロチが内に秘めるという刃の、もう一つの形。

　その名前を、Ｌｕｎａが告げる。




「《鏖おう天てん・アメノハバキリ》！」




　すべてを押し流す奔流。怒ど涛とう、という言葉を体現するような濁流が匠たちを飲み込もうと迫る。

　同時に、匠も唱えていた。

　タケミカヅチが持つ力の象徴とされる、長大な刃の名前を。




「《轟ごう天てん・フツノミタマ》！」




　刀というよりは、レーザービーム。一条の光となった直刀が、濁流を迎え撃つ。

　真正面からぶつかり合う、二つの巨大な力。光と轟ごう音おんがあふれ、匠の視覚と聴覚が使いものにならなくなる。

　とっさに目をかばわなかったら失明していたんじゃないだろうか、と危き惧ぐするほどの光の奔流だった。亀かめのように丸くなっていた匠は、おそるおそる体を起こす。

　聴覚はまだ戻ってきておらず、世界は静せい寂じやくに包まれている。ぼやけた視界に映るのは、まずミカの姿だった。

　ミカの姿は健在。小さな傷は負っているが、今まで受けてきた致命傷に比べればかすり傷といってもいいだろう。

　ミカが、五体満足で立っている。

　ならば──

　Ｌｕｎａたちを探す。

　同時に、聴覚が復活した。

「チロ！」

　匠とおなじようにうずくまっていたＬｕｎａは、チロに駆け寄ろうとしてつまずく。轟音が三半規管を揺らしたのだろう。ふらふらしながらもＬｕｎａは、チロのもとにたどり着いた。

　五体満足なミカに比べ、チロは一目見てわかる致命傷を受けていた。ごっそりと、左胸が消失しているにもかかわらずチロはＬｕｎａルナに詫わびる。

「……ごめん。負けちゃった」

　漆しつ黒こくのエフェクトにまみれ、力なく告げるチロの体をＬｕｎａは、自分の体が汚れることなど考えていないように抱き寄せる。

「謝らないでよ。チロが強いおかげでここまで勝ち上がってこられたのに……なんて言っていいか、わかんないじゃん。アタシばっかり、足引っ張ってたのに──」

　そう告げるＬｕｎａにチロが、小さく首を横に振った。

「ううん。きっと、足を引っ張ってたのは、あたしだよ」

「……チロ？」

　怪け訝げんそうに顔を覗のぞきこむＬｕｎａに、チロは苦笑を浮かべ、

「おねえちゃんには悪いんだけどさ、あたしはけっこう、満足しちゃってたんだよね。欲しい世界なんてなくて、いまが一番幸せだった」

　その顔から苦々しさが抜け、屈託のない笑顔になって続けた。

「怪物って呼ばれたあたしにこんな素敵な姿を与えてくれて、妹みたいに愛してくれた。おねえちゃんにとってあたしは妹の代わりだったのかもしれなかったけど、あたしは嬉うれしかったよ」

　なにを言っているんだ──Ｌｕｎａはそんな風に目を丸くしていたかと思うと、急に声を張り上げる。

「ばかっ！」

「おねえ……ちゃん？」

　不思議そうにしているチロにＬｕｎａは、つり上げたまなじりに涙をためて、想おもいをぶつける。

「アンタは、チロだよ。代わりなんかじゃない。最初は、そりゃ、千ち尋ひろと同じ姿なんだもん。戸惑ったけど、あんたの力を見せてもらってわかった。これは千尋じゃない、って。……でも、それは千尋のニセモノってことじゃない。アンタはチロ。アタシにとっての、大事なパートナー。それ以外の何ものでもないよ」

　まじまじとＬｕｎａの顔を見ていたチロは、今度は自分からＬｕｎａを抱き寄せてその肩に顔をうずめた。

「やだなぁ、おねえちゃん。あたしなりに心の整理ついたつもりだったのに、そんなこと言われちゃ未練がましくなっちゃうじゃん。湿っぽいのなんて……おねえちゃんに似合わないのに。クール＆ドライでいたかったのに」

「アンタ、水の神様でしょ？　それじゃ、湿っぽくなるのもしょうがないじゃん」

「こんな場面でそーいうこと言うかなぁ、フツー」

　冗談めかしていられたのは、ほんのわずか。

　チロの声に、嗚お咽えつが混じり始める。

「やだよ。離れたくないよ。もっと、おねえちゃんと一緒にいたい」

「ごめん。ごめんね、チロ」

「悔しいよ。悔しいけど……しょうがないよね」

　震える声が響く間にも、二人の姿は薄くなっていく。チロを抱きしめたまま、Ｌｕｎａルナが、匠たくみたちに向かって告げた。

「アンタたち、勝ってよね。これで負けたら、承知しないから」

　二人が安心してこの戦いから去れるように、匠は胸が張り裂けそうな思いを隠し、うなずく。

「ああ。もちろんだ」

　Ｌｕｎａたちの姿が幽かすかなものになっていく。最後の瞬間までＬｕｎａとチロはお互いの存在を確かめ合うように体を抱きしめる腕に力をこめ──

「……じゃあね、おねえちゃん」

「バイバイ、チロ」

　二人の姿が消える。

　その場に立ち尽くす匠は、拳こぶしを強く握りしめた。手のひらに爪つめがくいこみ、血が滲にじもうが構いやしない。その痛みごと、刻み込む。












　二人がいなくなってしまったわけではないことはわかっている。隔かく離り世よから追放されただけで、その存在は消えてはいない。

　それでも──

「──っ！」

　慟どう哭こくを上げたくなる。

　胸を締め付ける痛みを、少しでも解放したい。怒鳴り声に混ぜて、まき散らしたい。

　だが、それは許されない。

　全部、持っていく。発散することなく、次の──最後の戦いに。

　噛かみしめられた奥歯が軋きしる。匠たくみの心情を共有するようにミカが、固く握りしめた拳こぶしをその手で包みこんできた。

「タクミ」

「大丈夫だ。……これくらい、大丈夫」

　自分に言い聞かせるように繰り返す。沸き上がる感情が凪ないでいくのには、しばらくの時間を必要とした。

　ようやく感情を押しこめることができ、匠は息をつく。

「テツさんで慣れたつもりだったけど……やっぱキツいな。仲間を倒す、ってのは」

「……そうですね。戦いにはいろんな形がありますが、私もあまり見たいものではありません」

　歴史の中で様々な戦いを見届けてきた軍神でさえも、声に影を落としている。匠は手のひらに痛みを、手の甲に仲間の温ぬくもりを感じ──

「ここまで、しんどい思いをさせられたんだ」

　その瞳ひとみに不退転の意志を込めて、宣言する。

「創つくらせてもらう。俺が望む世界を、絶対に」





肆．







　Ｌｕｎａルナとの戦いから三日が経たった。

　匠たくみは使いすぎた奉納点フエイスの回復に専念していたが、その間、アマテラスから《デュエル》を申請してくることはない。挑戦を受けて立つ側、というプライドがあり、こちらの準備が整うのを待ってくれているつもりだろうか？　と匠はいぶかしむ。

　なんにせよ、少なくとも《轟ごう天てん・フツノミタマ》が撃てるくらいの奉納点は蓄たくわえておきたい、というのが匠とミカ、共通の見解だった。もっとも、時間をかければかけるほどアマテラスも奉納点を貯ためていくことになるため、ある程度で稼ぎに見切りをつける必要もあるのだが。

　学校から帰ってくると、たまっていたスタミナを消化する意味合いでクエストを片付ける。ここ数日、緊張感の濃い《デュエル》が続いていたせいでただのクエストは単調に感じられた。

　はいはい、作業作業という感じでこなしているうちにスタミナが尽き、匠は現世に帰ってくる。ちょうど夕食時で、匠は買い置きの袋ふくろ麺めんを茹ゆでる準備をした。

　お湯が沸くまでの間、ネギを刻んで、テレビをつける。ロクな番組がやっていなく、次々とチャンネルを変えていくがやがて指が止まった。

　ガスの炎が燃える音と、テレビの音の両方を耳に入れながら、お湯が沸くのを待つ。そうしているうちにインターホンが鳴った。

　無視である。匠がドアを開けて出迎えるのは密林アマゾン様からの荷物が来る場合だけだ。それ以外はすべて招かれざる客であり、よって応対する必要はない。

　同時に、ふと懐かしい記憶が脳裏を横切る。そうだ。あの時もラーメンを茹でようとしているところで、今日みたいにインターホンが鳴って、それを無視して──

「こんばんは」

　目の前に、巫み女こがいた。

「──」

　驚くのと同時に匠は、納得もした。始まりを告げるのが彼女であれば、終わりを告げるのも彼女だろう──そんな風に、財たから部べほのかの到来をすんなりと受け止められた。

　だからこそ実感する。

　最後の戦いの時が来たのだ、と。

　匠はため息を交えながら、皮肉げに言う。

「そうやって勝手に入ってくるんなら、インターホン鳴らす意味なくない？」

「うん、まあ、一応ね？　わたしも懐かしくなっちゃって、ちょっとした出来心っていうか」

　感傷に浸ひたるのは、この不思議な少女も同じらしい。浮世離れしたほのかの、ちょっとした人間らしさが、匠たくみにはおかしかった。

　お互いに話すタイミングをはかりかね、ガスの炎とテレビの音が妙に大きく聞こえる。匠は鍋なべを見るが、水面はまだ静かなままだ。

　結局、話を切り出したのはほのかからだった。

「真面目まじめな話するからテレビ、消してもらっていい？」

「あ、ちょっと待って」

　匠はテレビの画面を指さし、

「これ終わるまで、いい？」

　ほのかの視線が指先へと動く。

　そこに映っているＬｕｎａルナの姿を見て、

「あら。ごめんなさい」

　そう言うと、テーブルを挟んで匠の向かい側にあるイスに腰を下ろす。匠は鍋の方も気にしながら頬ほお杖づえをついてテレビを眺め、苦笑する。

「またイヌの話してるよ、こいつ」

　きっと今ごろ、ツイッターなどでも「こいついつもイヌの話してんな」と実況されているだろう。Ｌｕｎａと知り合ってからそれなりに活動を気にしているのだが、ネットを見るとクール＆ドライ系キャラとしてというよりはイヌ大好きウーマンとしていじられている印象の方が強かった。

　人気があることには変わりないんだが本人はコレ、知っているんだろうかと匠はいつも考える。エゴサーチとかすんのかなー、と考えていると、だ。

「なーんか、変わったわね。匠くん」

「え？」

　匠は横目でほのかをうかがう。ほのかはからかうような、慈しむような目でこちらを眺めていた。

「目つき……ううん。雰囲気、かしら。最初に会ったときは人間不信マックスで、バリア見えるくらいだったのに」

　匠は、テレビに視線を戻して返す。

「そりゃそうだ。あの時のほのかのうさんくささったら、半端じゃなかったからな。ただでさえ俺、宗教嫌いだし」

「わたしがうさんくさいのは認めるけど、それとは別にやっぱり変わったわよ」

　そうだろうか。変わりたいと思ってはいたが、他人の口から改めてそう評価されるのは、どこか気恥ずかしい。

「まあ……感謝してるよ。『運営』死ねクソって思ったことは二度や三度じゃないけど」

「ありがと。わたしも自分の担当したプレイヤーが残ってくれたことは、誇らしいわ」

　ほのか以外にもチュートリアルを担当する役割がいたのだろうか、と匠たくみは思ったがその疑問を口にすることはない。もう、過ぎたことだ。《戦せん極ごく》が終わる以上、それを知ったところでどうなるわけでもない。

　次第に、ぐらぐらとお湯が沸き立ってくる。匠が立ち上がろうとするその前にほのかが動き、手早く乾かん麺めんをお湯に入れた。

　止める間もない。匠はほのかの背中を見つつ、告げる。

「悪いな」

「いいわよ。私の分も茹ゆでるついでだし」

「え？　あんたも食うの？」

　予想外の一言に目を丸くする匠に、ほのかは二袋目をバリバリッ、と開ける。

「わたしだっておなか減ってるのよ。朝から何も食べてないし」

　なら、ラーメンくらいご馳ち走そうしてやろう。匠はなにも反論せず、視線をテレビに戻した。

　番組はトークから歌へと移る。ほのかが「どんぶり、どんぶり……っと」などとつぶやいていたかと思うと、唐突に問いが飛んでくる。

「具、なにもないの？」

「ネギあるだろ、ネギ」

　ずさんに答える匠にほのかが、不満そうな声を漏らす。

「ネギだけって。ちょっと冷蔵庫、見ていい？」

　返事も待たずに冷蔵庫を開けるほのかに、匠は目もくれずに言い、

「いいけど、なんにもないぞ」

　卵すら入っていない冷蔵庫を眺めてほのかが絶望する。

「……うっそーん。サッポロ一番塩ラーメンを、野菜ナシで食べろと？　うーん、こういうとき、あの人がいればいいんだけど」

「あの人？」

「人っていうか、神さまなんだけど。食べ物を司つかさどる神様よ」

　匠は貧困な神話知識から、すぐにそのエピソードを引っ張り出す。

「やめろや。そいつ、尻から食べ物出す系の神様だろ」

「あ、やっぱりわかっちゃう？　『ただし食べ物は尻から出る』とかファンタジーよねー。尻からじゃなくて口から説もあるみたいだけど」

「どっちにしろ、そんな生産地の野菜は御免だ」

「はいはい。冗談よ、冗談」

　ほのかはテレビを見ている匠に気を遣っているのか、口を閉ざす。司会とのトークコーナーが終わる前に麺めんが茹ゆで上あがった。

　匠たくみの前に、どんぶりが運ばれる。麺を伸びさせるわけにはいかない。匠はテレビへの注意をおろそかにしないようにしつつも、どんぶりを手前に引き寄せて箸はしを突っこむ。

　麺をすすっているうちに《プレアデス》の出番は終わり、匠はためらうことなくテレビを消す。どんぶりを片付けてからの方がいいだろうか──と思ったが話を優先した。

「お待たせ。で、話って？」

　ほのかはティッシュで口元をぬぐってから、口を開く。

「とりあえず、《戦せん極ごく》、立ち上げてもらえるかしら？　たぶん、運営からメールが来てるはずだから」

　匠は言われるがままにスマートフォンを操作する。ほのかの言うとおりメッセージが届いていたが、アイコンの上に表示されているのは【２】という数字──つまり、二件のメッセージが届いていることを意味している。

『運営』以外からもメッセージが届いていたのだろうか、と考えるが残りのプレイヤーはもはやアマテラスだけだ。疑問に思っているより見た方が早い、と匠はメッセージ欄を開く。

「『運営』からアイテムが届いてるはずだけど、来てる？」

　今まで『運営』が勾まが玉たまを配ってきたように、メッセージ欄に【Ｎｅｗ】の文字が点滅している。匠たくみはさっそく中身を確認した。












「ああ。来てる、来てる。……いかにも終盤、って感じのアイテムだな」

　匠は受け取ったアイテムに、期待を隠せない。なにせあのアマテラスが持つ魔鏡と並び立てて語られるもの──いわゆる『三種の神器』の残りが、匠に与えられたアイテムだった。

【ヤサカニノマガタマ】と【クサナギノツルギ】──匠が《戦せん極ごく》をきっかけにｗｉｋｉを覗のぞくようになる以前から知っている名前である。どれほど強力なものだろうと胸を躍おどらせたが、それは装備用のアイテムではない。

「このアイテム……進化素材？　ってことは──」

　ほのかがうなずき、端的にその用途について語る。

「ミカ様の最終進化。プレイヤーが匠くんとアマテラス様だけになったことによって、その機能が解放されたわ。わーい」

　短く、心のこもっていない拍手をしてほのかは事務的に説明を続ける。

「進化合成の画面から、その二つを素材に指定。これでミカ様が本来の力を取り戻す。あ、前の進化の時みたいにレベル上げ直しにはならないから安心して」

「ついに──か」

　ミカのフルスペックが見られる。あれほどの力を持ちながらも「全盛期ほどではない」と謙けん遜そんしていたミカの全力が、ようやく解放されるのだ。期待するなという方が、無理な話である。

「この進化で、アマテラス様とのステータス差はかなり埋まると思う。まだ、アマテラス様に勝てる可能性はある。『運営』を代表してそう言わせてもらうわ」

　ほのかから太鼓判を押され、匠の胸は高こう揚ようする。そのまま、スマートフォンの画面に指を滑らせた。

「もう一件来てるんだけど、こっちもなんか大事なお知らせ？」

「もう一件？」

　訝いぶかしげにオウム返しにするほのか。ほのかが知らないということは、別件だろうか？　送り主は『運営』となっているのだが。

　疑問を抱きながら匠がスマートフォンを操作すると、画面に表示されたのは、たった四文字の激励だった。




【がんばれ】




　短い言葉に、匠はそっけなさを感じない。また、その送り主にすぐ見当がついた。

　コミュ障という同類として、どんな気持ちを彼女が──『運営』の一人にして、チーフプログラマである財たから部べのどかがこの四文字に込めたのか伝わってくる。つい先日、Ｌｕｎａルナに送るメッセージで悩んでいたからこそわかる。どれだけ悩もうと、結局はシンプルなものになってしまう、と。

　共感を覚えて顔をほころばせていると、ほのかが匠たくみの顔を覗のぞきこんできた。

「ちょっと、なにその顔？　どうしちゃったの？」

　匠はとっさに体を引き、言いい繕つくろう。

「な、なんでもないよ」

「なんでもないわけないでしょ？　気になるじゃない」

　ニヤニヤと、意地悪気に目を細めるほのかに匠は、慌てて話を逸そらす。

「そ、それより、ほのか。のどかに連絡って、できる？」

　ほのかの目が、興味深そうに覗きこんでくる。こちらの提案に乗る価値はあると判断されたのか、ほのかは小さくうなずいた。

「なにか、ありそうね？」

　ほのかはスマートフォンを取り出すと手早く操作する。数回のコール音がしたかと思うと、それがプツッ、と途切れ──

「あ、のどか？　匠くんが、なんか話あるみたいだから電話代わるわね？」

　言うが早いか、ほのかからスマートフォンをよこされる。匠がそれを受け取り耳に持っていくと、たどたどしい声が耳元でした。

『……も、もし、もし』

　別に疲ひ労ろう困こん憊ぱいで死にそう、とかそういうわけではないのだろう。人と話すことに慣れていないだけなのは以前、直接会ったときに確認済みだ。

　そして、会話のペースをつかむと饒じよう舌ぜつになることも知っている。猫背で作業するのどかの姿を思い出しながら、匠は告げる。

「えっと……お疲れ。ちょっと、頼みたいことっていうか、できるかどうかってまず確認したいんだけど──」

　可能性なんて考慮していないし、できるとしてもすべてプログラマであるのどか任せ。そんな恥知らずにもほどがあるアイディアを提案する都合のよさに匠は内心冷や冷やしつつ、のどかの声音をうかがう。

「……ってことなんだけど、どう？」

　少しの沈黙を挟み、のどかが逆に尋たずねてくる。

『それは、ミカ様とも相談済み？』

「や、まだ。思いつきっていうか、できるかどうかもまだわからないし──」

　と、話していると匠のスマートフォンが震える。ミカから【了承】とだけＩＭインスタントメツセージが届いていた。

「ミカは、オッケーだって」

『パートナーの合意もあるならいいだろう。助すけっ人ともいるし、今晩中にはなんとかしてみせる』

「助っ人？」

　さらに間を置いて、スピーカー越しにその声が聞こえてきた。

『うぃ？』

　聞き覚えのある声。すぐに匠たくみの頭は、とある神の姿を思い出す。

「その口調……オモイカネかっ？」

『うぃ。こころちゃん、お手伝い中』

　アイリのパートナーであった、知恵を司つかさどる神。のどかの目を欺いてチートプログラムを忍び込ませるほどの手腕を持つオモイカネなら、助っ人としてこれ以上ない存在だろう。

　だが、どうして──出かかった疑問に先んじて、またのどかに代わる。

『チートのペナルティとして働かせてるんだ。……まぁ多少、仕事をする上で見解の相違もあるんだけど』

『動けばなんでもいい。コードに美しさを求めるなんて、ただの自己満足だしムダ』

『とか言うわけだ。ありえなくない？』

「……や、俺、コードとかよく知らないんで」

　職人ならではのこだわりがあるんだろうが、匠も心情としてはオモイカネに同意だ。なんにせよ、匠のアイディアは採用できるらしいが──

『けど、ボクにできるのはあくまで、プログラムの構築だけだ。それを使うかどうかは、プレイヤーの意思にゆだねられる』

　のどかがなにを言いたいかはわかっている。肝心なところはこっちでやれ、とのことだ。

「……あぁ。そこは、俺が引き受ける」

『わかっているのなら、それでいい。すぐに作業を始めるけど、なにか他に面倒くさい発注はないだろうね？』

　できればもっとこちらに有利になるようにデータをいじってほしいが、それはできないと事前に聞いている。

　だから、告げるべきことがあるとしたら──

「今まで、ありがとう。プログラマとしていろいろ働いててくれたんだろうけど……お疲れ」

　この戦いの結末次第では、言えないかもしれないことを言っておきたかった。不器用なりに感謝を告げたつもりだったが、スピーカーを通して返ってくるのは怒ったような声だった。

『……ば、ばか。恥ずかしいこと、言うな。きっ、切るぞっ』

　通話が一方的に切られる。どうもまだ、他人との距離感の取り方がわかっていないらしいことを匠たくみは反省した。

　スマートフォンをほのかに返す。スープの表面に浮いた油を合体させることに腐心していたほのかは、箸はしを置いてそれを受け取った。

「なんともまあ、思い切ったことするっていうか……その発想には、スタッフの誰もいたらなかったわねぇ」

「思い切ったことには違いないけど……ぶっちゃけ、よかったのかな、これで？」

　悪手なのか妙手なのかは匠にもまだわからない。それこそ、オモイカネが言ったような『綺き麗れいなコード』であり、匠の自己満足なのかもしれず、ひょっとしたらなにもしなかった方がましなことになるかもしれない。

　それでも、このアイディアを胸の内にしまったまま戦いを終えてしまっては、後悔すると思った。「あの時ああしていればよかった」と思いながら生きていくなんてこと、考えるだけでしんどくなる。

　匠の肩の荷を取り払うように、ほのかは小さく息を吐く。

「いいわよ、きっと」

　その仕草は「一仕事終えた」ということを示しているようで、穏やかな顔に匠は背中を押される。

「……まぁ、よかった、って言えるようにしてみせる」

　匠がそう言うと、ほのかが立ち上がる。

「じゃ、あとはよろしくね。手のかかる母親で申し訳ないんだけど、テキトーにしばき倒しちゃって」

　いきなり告げられた言葉に、匠は耳を疑った。

「──は？」

　間抜けな声が匠の口から洩もれた時には、ほのかの姿は消えていた。目の前に残される、スープを余したどんぶりだけが、ほのかがそこにいたことを示している。

　最後の最後までほのからしい、と匠は呆あきれた。





　　　○






　どんぶりを片付けると、匠はさっそく行動に移す。のどかに言われたとおり、とある人物の協力が不可欠だ。

　あんな別れ方をしておいて今さら連絡するのも気まずいが、これを怠るわけにはいかない。メールと電話、どちらにするか迷ったがメールだと返事がくるのを待つ時間がもどかしい。仕事中で電話に出られない、ということもない相手なので電話を選んだ。

　コール音が繰り返されるたびに、気が重くなっていく。本来ならこの電話など無視されてもしょうがない立場だ。

　落ち着きなく、自室の中をうろうろ。あと五回コールが鳴っても出てくれなかったら、メールにしよう。

　そう考えるのと同時に、コールが途絶えた。

『や、お疲れ』

　反応が遅れる。その相手──鉄てつ舟しゆうの、いつもと変わらない様子に拍子抜けしてしまった。

　気負っていた自分がアホらしくなってくる。ため息をつきそうになったが、それを隠して匠たくみは尋たずねる。

「どうも、すみません。いま電話、大丈夫ですか？」

『ああ。こちとらやることもない。安定の無職だ』

　むしろ職がないのは不安定なのでは──というツッコミをする気にもなれず、匠はさっそく本題に入る。

「実は──」

　のどかにしたのと同じ話を、もう一度する。話し終えると鉄舟は「ははぁ」と感心したような声を漏らした。

『……参ったな。代案を出せ、っていうのは言葉のあやだったつもりなんだけど、まさかそんな方法を出してくるとはね』

「やってもらえますか？」

　ぐしゃぐしゃと、総髪を掻かく姿が目に浮かぶような口調で鉄舟が告げる。

『やるしかないだろ。……坊ぼん。本当に、君を見つけられてよかったよ。感謝してる』

「礼を言いたいのはこっちですよ」

　承しよう諾だくを得られたことで安心したからだろうか。ふと、疑問が浮かび上がってきた。

「あ、そうだ。結局、ほのかたち……っていうか、『運営』の正体ってなんなんですか？　なんか、アマテラスのことを母親とか言ってたんですけど」

　フラグが立ったら正体を話す、とか言っておきながら思わせぶりなことだけ言い残して消えられてしまった。せっかく《戦せん極ごく》の主催者と話しているのだから、と尋ねると弟子の不ふ真面目まじめさを嘆くような声を上げられた。

『おいおい。そこまで言えば正解を教えているようなもんじゃないか。神様たちについて、ちょっとは調べたんだろ？』

「や、そこは、本当にちょっとだけなんで。アマテラスに子どもって、いるんでしたっけ？」

『いるんだなこれが。ま、日本神話の神様って変な方法で生まれるから、いわゆる人間の出産とは違うんだけどさ。坊もボテ腹ロリとかには興味ないだろ？』

「ないっスね」

　さらっと流すことにして、匠たくみは鉄てつ舟しゆうの解説を待つ。

『古事記と日本書紀で描写が違うし、日本書紀の中でもまた違っているっていうややこしいことなんで要点だけ噛かみ砕くだいて話そう。……あ、この『噛み砕いて』っていうのはアマテラスがスサノヲの持つ十拳剣トツカノツルギを噛み砕いてそれらの神を生んだってこととかけたギャグね？』

「はあ」

　あんまり面白くないですね、という正直な感想を匠は封印しておき、生返事をするだけにとどめる。放ほうっておいても鉄舟はしゃべり続けるだろう。雑学披ひ露ろうしたいおじさんモードだ。

　案の定、鉄舟はぺらぺらと知識を垂れ流しだす。

『アマテラス様が天アマノ岩イワ戸トに引きこもったことは有名だけど、その前にもう一つ、エピソードがある。アマテラスとスサノヲの誓約──つまり、高タカ天マガ原ハラから追放されたスサノヲが再び高天原を訪れた際、アマテラスに『高天原を奪いに来た』と誤解されるっていう一連の事件だ』

「あー。あったような、そんなこと」

　ただ、それとほのかたちの正体とがつながらない。匠の知識がうろ覚えなことを見抜いたのか、鉄舟が続ける。

『スサノヲの潔白を示すため、アマテラスとスサノヲはお互いに持つものを交換してそれを噛み砕くことによって神を生む。生まれた神の性質が清く、正しければスサノヲも正しいとした、ってことだね。スサノヲがアマテラスの持ち物を噛み砕くことによって生まれたのは、心優しい三女神であり──そのうちの一人があの子、宗むな像かた三さん女じよ神じんの一柱に数えられる、タギリビメだ』

　相変わらずの長い講釈だったが、概要はきっちりまとめてくれている。アマテラスがそうであるように神しん出しゆ鬼つき没ぼつなものだからまさかとは思っていたがやはり──『運営』といえどもただの人間ではなかった。

　征せい士し郎ろうが戸籍謄本などを調べても、空振りに終わるわけだ。もっとも、まだ腑ふに落ちないこともある。

「でもあいつ、巫み女こ装束以外にも学校の制服？　っぽいもの着てたし──」

『服についてはアマテラス様も同じことだろ。まあ、神々の頂点を決めるのに『運営』側に神がいるのはどうなのよ、ってことで人間っぽく振る舞ってもらってたわけ。外見とか名前は、あの子を祀まつってる神社の巫女さんから拝借したとか言ってたっけ』

　そう言われると納得だ。匠は混乱する頭をまとめようとする。

「つまり、結局のところ『運営』っていうのは──」

『うん。神様と、僕みたいな特殊能力持ちの人間が半々、ってところかな。うちみたいな一族だと子どもが生まれても役所に届けない家とか結構あるみたいだし、実際に僕の弟とかいないことになってるからね。今ごろ何やってんだろ、あいつ』

　自分で弟のことを話題に出しておきながら鉄てつ舟しゆうは、さして興味もなさそうに話を戻す。

『ほのかちゃん……もとい、タギリビメについては、さっきも言った通り記述がバラバラでタギリビメっていう名前も、あの子の一面を示すだけのものに過ぎない。けど、別にそんなのどうでもいいことだろう。世界は君が見たいように見えるってもんだ』

「俺が、見たいように？」

『そ。彼女は、財たから部べほのか。君を陰に日向ひなたに支え続けてきてくれた、『運営』の女の子。それでいいじゃないか』

　鉄舟の言うとおりだ。ほのかが何者だろうと、自分とほのかが共有した時間に変わりはない。

　疑問が消えた以上にすっきりした気持ちで、匠たくみはうなずき、

「そうですね」

　思い出す。

　彼女とともに、歩んできた道を。

「神しん出しゆ鬼つき没ぼつの拝金主義者。飄ひよう々ひようとして、うさんくささマックス。……でも、俺とミカの成長の陰にはいつも、あいつがいました」

　紡つむぐ言葉が、匠により、確信を持たせる。

「──どこか憎めない戦友。それが俺にとってのほのかです」

　これで完全に用事が済んだ。いつまでも鉄舟と話しているわけにもいかず、匠は話を打ち切る。

「それじゃ、すいません。例の件、よろしくお願いします」

『あいよ。楽しみにしてるぜ』

　電話を切られ、匠は一仕事終えたように大きく伸びをする。さて、次だと頭を切り替えた。

　のどかに報告しようとも思うが、修羅場中でこちらの連絡など相手にしていられる場合じゃないかもしれない。作業に専念してもらうとして匠はもう一つ、やらなければいけないことを思い出した。

　ミカの最終進化だ。素材だけもらっておいて忘れたままアマテラスに挑むことになったら笑えないことになるところだった。匠はさっそく、スマートフォンを操作し、ふと思いつく。

　せっかくなので、進化する瞬間が見たい。スマートフォンの画面上ではなく、ミカを目の前にして。

　そうと決めたらさっそく《隔かく離り世よ》への入り口になっている鳥居を出現させた。いつものように鳥居の端をくぐると、体が上りのエレベーターに乗ったような負荷に包まれる。しばらくそれに耐えていると、ふっと体が軽くなった。

　転送は完了しており、匠たくみが立っているのは自室から森に囲まれた参道に移っている。匠の横には、ちょうど鳥居の真ん中を歩いてきたような形でミカが並んでいた。

　ミカも以心伝心で、匠が何のために《隔離世》までやってきたのか悟っている。匠の正面に回ると、ぺこりと会釈をした。

「では、お願いします」

　匠はスマートフォンから素材を指定する。虹にじ色に輝くボタンを押す前に、一度深呼吸。前に進化したのがずいぶんと前のことのように感じられた。

「よし……行くぞっ」

　ボタンをタップ。ミカの体の周りに勾まが玉たまと剣が現れ、ミカを中心にして回り始める。

　ミカの体が光に包まれ、素材アイテムが吸い込まれていく。できれば進化の瞬間を見届けたかったが、あふれる光に匠は目を開けていられなくなった。

　目を覆ったところで、体を貫くような音が轟とどろく。それは落雷の音だが、匠が今まで経験したことがないくらい近くに落ちた音だ。

　辺りに静せい寂じやくが戻り匠はゆっくりと目を開ける。最終進化というからには以前の進化以上に派手になっているくらいの覚悟はしていたが、予想の斜め上を行っていた。

「なんか……すごいことになっちゃったな」

　全身から稲妻が迸ほとばしり、周囲には抜身の刀が浮いている──と思いきやそれらが消えた。

「あれ、消えた？　……進化、失敗か？」

「いえ。私の力が解放された感覚は変わりありません。さっきのはどうやら『画像はイメージです』みたいなもののようですね。オーラ、とでもいいましょうか」

「あ、なるほど」

　匠はほっとする。あれだけ雷やら刀やらに取り囲まれていたら、並んで歩くのに不便でしょうがない。

　ミカは、自分の中から沸き上がる力を実感するように拳こぶしを見つめる。

「終わるのですね」

「……だな」

　勝っても負けても、次で最後。負けた直後にアマテラスの抱える呪のろいが発動するかどうかは知れないが、とうとうここまで来てしまった。

　ぬぐいきれない不安。そんな匠と対照的に、ミカはいつも通り泰たい然ぜんとしている。

「まあ、どうせ勝って匠がこれからも私と一緒にいられる世界を創つくってくれるでしょうから多くは言いません」

「そう思ってくれるのは嬉うれしいけど、あとでああ言っておけばよかった、とか後悔するなよ？」

「でしたら、簡潔に一言だけ」

　ミカは涼やかで、感情の読めない眼まな差ざしを向けてくる。

「ご武運を」

　告げられる言葉はミカらしい、飾り気はないが、まっすぐな言葉で。

　軍神から言われるのに、これ以上心強いものはなかった。





　　　○






　翌朝、匠たくみが目を覚ますとのどかから仕様の変更が完了したとの報告が来ていた。

　寝ている間にスタミナは、《デュエル》をするのに充分な数値まで回復している。この後にスタミナを残しておいても仕方ないしちょっと奉納点フエイスを稼いでからアマテラスに挑むか、という考えがよぎったが、今から稼いでも微々たるものだ。戦いを左右するものではないと思い直して、とっとと顔を洗いに行く。

　歯を磨いて寝癖を直すと部屋着から外出用の私服に着替える。平日で当然、学校もあるのだがこの戦いの後に授業を受けられる余力があるとは思えなかった。サボリ決定。

　とっくに指が覚えた動作。画面を見ることなく、鳥居が目の前に現れる。

　現世から《隔かく離り世よ》の第一層、《ラウンジ》へと転送され、隣にミカが並ぶ。匠はそこでアマテラスへと《デュエル》の申請をし、彼女が来るのを待つことにした。

　それを待っていたかのように、すぐさまアマテラスが鳥居をくぐって現れる。両手をカーディガンのポケットに突っこんで近づいてくるその姿は、幼いようでありながら威厳に満ちている。

「正直、意外じゃった。そちらから申請してくるとはのう。妾わらわが痺しびれを切らすまで、膝ひざを抱えて震えているかと思っていたわ」

　ミカの姿を見るなり、アマテラスが面白がるように笑った。その外見通り、瞳ひとみが稚気に満ちて輝いている。

「ほう。それが、最終進化か？　よいぞ、よいぞ。早はよう、対戦フィールドへ行こう」

　今にも駆け出しそうなアマテラスを、匠は制した。

「ちょっと待ってくれ。すぐ、ゲストが来る」

「ゲスト？　……いや、そんなことより、今やこの場所に来ることができるのは妾たちだけでは──」

　アマテラスが言い切る前に、彼女の背後からその声がかけられる。

「どうも、お待たせ」

　鳥居をくぐって現れたその顔に、アマテラスは鳩はとが豆鉄砲をくらったような顔で固まる。

「テツ？　ヌシ、なぜ──」

　来るはずのない客人──諫いさ早はや鉄てつ舟しゆうはアマテラスの隣に並び立つ。

「それは、坊ぼんに訊きいた方がいいんじゃないですかね」

　アマテラスが無言のまま視線だけで問うてくる。匠たくみはどう説明したものかと言葉を選び、鉄舟たちに説明してきたように不器用な言葉を紡つむぐ。

「遊び相手になってくれ、って言ったのはあんただろ？　だから、世界のこととかいっそ忘れてさ……遊ぼうぜ、アマテラス。それも、俺たちだけじゃない。みんなで、だ」

「──」

　まだ状況が理解できていないアマテラスに、鉄舟が告げる。

「坊に言われて、僕もやっと気づいたんですよ。僕は世界を救いたかったわけじゃない。ただ、貴女あなたと遊びたかったんだ、って」

「わ、妾わらわと遊ぶための、口実にすぎんかったと……っ？」

「まー、そういうことですねぇ。組織が大きくなっていくにつれて、いつの間にか忘れちゃってたんですけど。いかんですよねぇ、初心は大切にしないと」

　うんうん、と一人で納得したようにうなずいている鉄舟に苦笑しつつ、匠は言葉を継ぐ。

「俺はフレンドをほとんどつくらなかったし、あんたはその上、一緒に戦うプレイヤーさえいなかった。せっかく作った、《戦せん極ごく》ってゲームだ。最後くらいもっとちゃんと、遊んでやろう。ソーシャルゲームらしく──」

　匠は自分のスマートフォンをアマテラスに見えるように掲かかげて見せる。

「フレンドだって、もちろん選んで」

　この戦いに臨のぞむにあたって、匠はそこが不服だった。ソーシャルゲームであるというのに、力を借りるフレンドが減っていくのはどうなのよ、と。

　以前の匠だったらそんな発想に至らなかっただろう。そもそも、フレンドというシステムを毛嫌いしていたくらいだ。

　だが、数々の戦いを通してきた今ならば鉄舟がこんなシステムを実装した理由がわかるつもりだ。鉄舟はただ、既存のゲームの設定になぞってフレンドという要素を取り入れたのではない。その言葉通り、遊びたかったのだ。『みんな』で。

　そんな可能性に思い至った匠がのどかに頼んだのは、鉄舟をアマテラスのプレイヤーとして復帰させることともう一つ。アマテラスと平等に、かつ《戦極》らしく戦うために過去のデータをサルベージしてもらっていた。

　のどかが既に、かつてプレイヤーだった者たちに案内を出しているはずだ。匠とアマテラス、どちらか自分の未来を託したい方にフレンド申請を送れ、と。

　匠は迷うことなく、Ｌｕｎａルナのものをもう一つのアビリティとして設定する。ミカのアビリティとも相性は抜群で、これ以上のものはない。

　そうして、アマテラスの反応をうかがう。アマテラスを救うことはできなくても、せめて最後くらいはこの神に《戦せん極ごく》というゲームを楽しんでもらおう──それが匠たくみがこんなことをしでかした原点であるが、

「くっ……かかっ！　あーはっはっはっは！　たまげたわ！　や、本当におかしなものを見つけたものよのう、テツ！」

　アマテラスは、文字通り腹を抱えて笑う。

「まあ、僕の弟子ですからね」

　目じりに浮かんだ涙をぬぐい、アマテラスは匠たちを見み据すえてくる。そこにはすでに、以前匠たちに向けたような、わずかな希望にすがりつこうとする必死さはない。

　太陽神らしい、晴れがましさだけがアマテラスの瞳ひとみに輝いていた。

「よかろう！　うむ──遊ぼう。フレンドか……ふむ、初めて選ぶのう。テツよ、どれがいい？」

「どうせアマテラス様のアビリティごと封印されちゃいますし、そこはテキトーでいいですよ、テキトーで」

「ならば、妾わらわのアビリティが封印されぬようなものを選べ。マジメに」

「はいはい、っと」

　二人で何やら話し合って、ようやくフレンド選びが終わる。

「お待たせ。じゃ、行こうか」

「はい」

　共に鳥居をくぐり、《ラウンジ》から対戦フィールドへと移動する。匠たちが転送されたのは、以前アマテラスと戦ったときと同じフィールドだ。

　広く、庭園を思わせる整った景観。それを楽しむ暇もなく、スマートフォンのスピーカーから鈴の音が響く。

　匠は自分で言ったとおり、世界のことは忘れ、目の前の戦いのことだけに集中した。この国の最高神と自分の師──考えうる限り最強のタッグに、自分たちの力がどこまで通じるだろう、と。

　そして、かぶりを振る。必ず、この二人を乗り越えるのだ、と。

　その間にも、カウントダウンは続き、ついに──




　カランカラン




　戦いを告げる音が鳴り響くと同時に、アマテラスが告げる。

「さて、今日は最初からトップギアで行かせてもらおうか。──テツ！」

　呼びかけられるがままに、鉄てつ舟しゆうがそのスキルを使用した。

「《フレア・フロア》ッ！」

　フィールドが炎に包まれ、熱波が匠たくみたちを覆う。リアルに感じる熱さよりも、厄介なのはその性能だ。

　相手の弱体化デバフとスリップダメージを同時に行うという、いやらしいスキル。だが、最終進化を果たした今では先日ほど絶望的な展開ではない。ラスボスに苦戦を強いられるのは当然のこと。それでも、勝つ可能性は残っている。

　さらに鉄舟は、スキルを使って仕掛けてくる。

「《黒こく点てん撃げき》！」

　放たれる火球。ミカはそれに対しボールを蹴けるような無造作な調子で足を振り上げると──

「よっ、と」

　気軽に、足もとの地面を抉えぐり飛ばした。

　ショットガン──いやぶどう弾と言った方がいい礫つぶての嵐あらしに火球が相殺されていく。似たようなことを前にもやったことがあるが、規模が段違いだ。これが最終進化か、と舌を巻きつつ匠は礫に紛れて動く。

「代替執行オルタナテイブ──」

　音声認証をする暇を与えてもらえなかった。鋭い蹴りが迫り、匠は口をつぐむ。

　距離を取って身構えると、鉄舟が油断なくこちらを見み据すえている。

「忘れたかい？　未来は見えてなくても、君の姿は見えてるんだぜ？」

「そうでしたね……」

　向こうに鉄舟がいる以上、存在感の薄さを利用した奇襲は使えないと思った方が良さそうだ。代替執行で攻めるにしても、もっとミカとの連携を完かん璧ぺきにする必要があるだろう。

　アドリブでそれができると思うほど、匠は楽観的ではない。すぐに戦術を切り替え、ミカのサポートに徹することにした。

　勝負は焦あせらない。最終進化を果たしたミカは、リーチこそ劣るもののスピードでそれを補ってアマテラスと対等の戦いをしている。パートナーの性能はほぼ互角といってもいいほどになっていた。

　アマテラスのアビリティの封印には成功したが、カウンターのタイミングが巧みで攻めのペースを握らせてもらえない。ミカも得意の体術で、アマテラスの炎をかき消す。

　お互いに決定打に欠ける攻防。

　先に動いたのは、アマテラスたちだった。

　アマテラスが手を銃の形にし、人差し指を突きつける。匠が一番恐れている、アレが来る。

　アマテラスの指先に収束する光。

　それは、鉄てつ舟しゆうの音声認証とともに放たれる。

「《ガンマレイ》ッ！」

　射線上を薙なぎ払はらう極光。それがアマテラスにとっての最大の攻撃であり──同時に最大の隙すきとなることを前回の戦いで知っている。

　あの時と作戦は同じだ。狙ねらいは、《ガンマレイ》の反動でノックバックするアマテラス。

　だが今回は、違う点がある。アマテラスの隙をカバーする存在──鉄舟だ。

「代替執行オルタナテイブ・防ガード！」

　光の壁がミカを阻もうとする。

　それに先んじて匠たくみはスマートフォンを操作するとともに、もう一方の腕を突きこむ。

「代替執行オルタナテイブ・攻ソードッ！」

　ガラスが割れるような音と同時に光の壁が砕け、ミカを阻むものはなくなる。鉄舟はとっさに、アマテラスを守るよりも匠への攻撃を通して勝負をつけにきた。

　匠は不ぶ恰かつ好こうながら身をよじって、それを避よける。わかっていた。弱い自分が狙われることなど。

　それでも、足を踏ん張る。

（凌しのげ！）

　自分の体術が鉄舟に及ばないことなどわかりきっている。だがたった一秒、時間を稼ぐくらいやってみせる。

　一秒でいい。

　一発当てたら、ミカを止めることはもうできない。

　ミカの拳こぶしがアマテラスに届き、小さな体が秋風に舞う木の葉のように吹き飛ぶ。

　その先にあるのは、壁。

　跳ね返ってきたアマテラスの体をミカは、容赦なくもう一度壁へと吹き飛ばした。

　こうなったらもう、終わりまで途切れることはない。進化する前ですら、ミカはこのコンボを失敗させたことはない。

　鉄舟が割りこもうとしても、無駄だ。さすがに背を向けられるほど、匠も甘くはない。アマテラスを助けに動いた瞬間、匠の代替執行・攻が鉄舟の背を貫くだろう。

　敗北を悟ったように鉄舟が脱力する。残りのＨＰを一気に削るため、匠はそのスキルを唱えた。

「《アースブレイカー》ッ！」

　天から雷が届き、ミカはそれを受け取った手のひらを加速させる。

　五指を開いた手がアマテラスの顔に重なる。それはそのままアマテラスの頭を石いし畳だたみへと運び──




　ズガンッ！




　地を轟とどろかせる豪快な音。匠たくみはとっさに、ＨＰバーを確かめる。

　アマテラスのそれは完全になくなっていた。ほっとしたような、残念なような、両極端な気持ちに駆られる。

　終わった。アマテラスを本当の意味で救うことはできなかったが、最後に餞はなむけくらいにはなっただろうか？

　匠がそう思った刹せつ那な──

「タクミ、まだ終わっていません！」

　ミカが叫ぶとともに、黄昏たそがれ色に染まっていた境けい内だいが闇やみに包まれる。日没という現象は、匠に不吉な予感を抱かせた。

　なにか起こる。身構えていると、その異変が始まった。

　アマテラスの体が炎に包まれる。彼女が使っていた赤い炎にではなく、鬼火を思わせる青白い炎に、だ。

「アマテラス！」

　なにが起きているのかわからないが、アマテラスの身が危ないということくらいはわかる。呼びかける匠に、アマテラスは力強く応じた。

「案ずるな！」

　足に力をこめて立ち上がると、己を蝕むしばむ炎に抵抗するように声を上げる。

「ヌシらが妾わらわを楽しませようと奔走してくれた。それを、無駄になどさせぬ！」

　アマテラスが、自分の体をかき抱くように腕を交差し、背中を丸めたままどれほどの時間が経たっただろうか──

　その小さな体から、炎が爆はぜた。

「アマテラス様！」

　鉄てつ舟しゆうが駆け寄り、炎から解放されて倒れかけるアマテラスの体を抱きかかえる。四方八方に飛んだ鬼火は、再び別の場所に集まり一つの形を作った。

　それは、どこか女性を思わせるシルエットをしている。かつて戦ってきた大型マガツを思い起こさせるそれを見上げて、匠は愕がく然ぜんとする。

「なんだ、これ？　まさか──」

「《マガツヌボコ》──妾を蝕んでいた、呪のろいじゃ」

　匠の嫌な予感を、アマテラスが言葉にした。自力で立つ力もないのか、鉄舟に支えられる形だ。

「発動したのか!?」

　ここまで手段を尽くしてきて止められなかった。そんな後悔が匠たくみの胸に刺さるが、アマテラスは首を横に振る。

「いや。妾わらわから分離した、といったところじゃ。どうやら、妾がこの時間を楽しみすぎたせいか、妾を呪のろいの器にするのは不可能と悟ったらしい」

　回りくどいアマテラスの言葉を理解しようとする余裕を匠は持たず、苛いら立だちを交えて尋たずね返す。

「それって、つまりどういうこと!?」

　焦あせる匠と対照的に、アマテラスは自分の身に起こった変化を噛かみしめ、穏やかに告げた。

「ヌシの阿あ呆ほうな発想が救いよった。数千年の呪いから、妾を」

「──」

　匠は耳を疑った。アマテラスの福音のような言葉がにわかには信じられず、息を呑のむ。

　呆ぼう然ぜんとすることを許さないように、鉄てつ舟しゆうが告げてくる。

「どうやら、坊ぼん。君の思いつきは、君の予想以上のハッピーエンドにたどり着かせてくれるみたいだぜ」

　改めてそう言われ、ようやく実感が匠の胸に宿る。自分が望んだことが、ただの自己満足じゃなかったと背中を押された気分だ。

「そいつは、なによりですね」

　だが、むしろ問題はここからだ。

「新しい宿主を探している今が、アレを滅ぼす好機。……じゃが、妾はアレに力の大半を持って行かれた。すまぬが、後始末を頼まれてくれるか？」

　その問いに匠は、らしくもない不敵な笑みを浮かべる。

「ま、ラスボスだし。第二段階があることくらいは想定済みってことで」

　燃え上がる火の塊を前に、いつものような不安はない。

　むしろ、闘志だけが胸の内から湧わいてくる。

「ようやく、思いっきりぶっ飛ばせる相手が出てきてくれたって感じだな」

　アマテラスを手にかけることにはまだ罪悪感があったが、相手が呪いそのものなら遠慮することはない。これで本当に、終わりにする。

　出し渋っていたが、一気に決める。様子見などしない。目の前の呪いに力を示す猶予すら与えない。

　この一撃で、幕を引く。その意思を込めて匠はスマートフォンの画面に指を走らせる。

　最終進化をしたときに新しく覚えていたスキル。その名前や特殊性から匠は、それがアマテラスの呪いに対抗するために『運営』が用意したものだという確信を得ていた。

　そのスキルで消費するのは、奉納点フエイスではない。この《戦せん極ごく》という戦いの中で他のプレイヤーへ救援を求めたり、求められたりすることによって得るポイント──縁ポイントを消費するものだった。

　鉄てつ舟しゆうが言っていたとおり、全すべてのプレイヤーの祈りを背負う。征せい士し郎ろうやアイリに鉄舟、そしてＬｕｎａルナ──他にも、今まで倒してきたプレイヤーたちの顔が匠たくみの脳裏に去来する。

　ぶつける。戦いを通して彼らから得てきたものを、今ここに、全て！

　ミカと手をつなぐ。ここまで共に戦ってきてくれた軍神と、力と想おもいを重ね──

「いくぞ、ミカっ！」

「はい！」

　祈りを天に届けるように、つないだ手を突き上げ、声を合わせてその名を紡つむいだ。




「「《創そう天てん・アメノヌボコ》ッ！」」




　天へと振り抜く拳こぶし。

　重なった手から、光が天へと伸びた。

　空を割り、『それ』が切っ先を覗のぞかせる。その脅きよう威いを感じ取ったのか、《マガツヌボコ》が天に向かって対空射撃のように攻撃を始めた。

　空から迫る『それ』は、圧倒的な弾幕をものともしない。長大な矛は空から姿を現したかと思った刹せつ那な、《マガツヌボコ》へと目がけ加速する。












《マガツヌボコ》は、抵抗の手を緩めない。矛の切っ先が体表へ届こうとも、全身から触手を這はわせ、体を貫こうとする矛を引き抜こうと抗あらがう。

　それでも、徐々に矛は《マガツヌボコ》の体へと食い込んでいく。その様子を見つめ、匠たくみは告げた。

「あいにく、お前の出番はまだ先だ。何百年、何千年先かはわからないけど、とにかく今じゃない」

　ずっと、世界を呪のろってきた。自分にも世界にも価値を感じられず、消滅することを願ってきた。

　だが、今は違う。戦うことで、他者との絆きずなを築けた。お互いにとって大事な想おもいを交わし、背負ってきた匠は胸を張って言える。

　俺は、ここにいる。

　透明人間なんかじゃなく、ここにいるんだ、と。

　ならば、告げよう。絶望を食らうことで成長する呪いに対し、今ここに、はっきりと。

「まだ、人は希望を捨てない。くそったれな世界かもしれないけど、まだ捨てたもんじゃない。だから──」

　ダメ押しのように匠は吼ほえた。




「くたばれ、絶望！」




　その声に押されるように天から降り注ぐ光が加速し──

　創生を成した矛の名を冠する一撃が、上空から呪いを貫いた。

「　　　　　　ッ！」

　人ならざる断末魔が長く、尾を引き、《マガツヌボコ》の巨体が徐々に崩壊していく。やがてそれは、蛍火のような光の粒子となってフィールド全体に散っていった。

　それと同時に、《隔かく離り世よ》に変化が現れる。

　夜天を切り裂き現れたのは、白む空だった。

　世界を照らす曙しよ光こうに匠は、呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「勝った……のか？」

　光に照らされる境けい内だいは、神聖さを取り戻している。戦いの傷跡はなく、匠はただその景色の美しさに見とれた。

　だが──

「……え、これ、どうなんの？　景品ってたしか、アマテラスの最高神の座と引き換えだよな？」

　消えるはずの最高神様が、健在でいらっしゃる。アマテラスはゆるキャラさながらの緊張感に欠ける声を出した。

「あー、主神といっても肩書きだけじゃからのう。譲る、譲る。じゃがタケミカヅチよ。ヌシ、そういうのに興味あるか？」

　ノータイムでミカは首を横に振る。

「いえ、別に。むしろ祀まつられる行事とか多くなりそうなので面倒くさいです」

「そう言うと思ったわ」

　神々はマイペースにそんな会話をしているが、匠たくみは戸惑いを隠せない。

「結局……どうなんの？」

「変わらないよ。ここまで集めた願いを、世界を改変する力にするっていう儀式は成就している」

　答えたのは、《戦せん極ごく》を始めた張本人でもある鉄てつ舟しゆうだった。前髪で隠れた顔の下半分──唯一見える口元を安あん堵どで緩ませて、鉄舟は続ける。

「《戦極》の景品の使い方は、プレイヤーが願って、パートナーが叶かなえるってもんでね。だからこそ祈る者プレイヤーって呼び方なんだ。……ってわけで、願いなよ。坊ぼんが望む、この世界の新しい姿を」

　鉄舟に言われ、匠はミカを振り向く。ミカもまた、匠に向き直っていた。

　神に祈る、というからにはやはり二礼二拍手一礼だろうか──そんな考えが浮かんだが、すぐに否定する。匠はただ、自分の手を差し出した。

　初めて会った、あの時のように。この神には、こうするのが相応ふさわしいと思って。

「よろしく、ミカ」

「──はい」

　言葉に出す必要はなかった。神社でそうするように、心の中で思うだけで匠の願いがミカに届けられる。

　刹せつ那な──

　光があふれ、世界が書き換えられた。





結．







　最近めっきり涼しくなってきたと思った矢先の猛暑だった。

　夏の盛りを思い出したかのような暑さで、匠たくみはしまったばかりの半はん袖そでをクローゼットから引っ張り出す。着替えながら、窓越しに聞こえるセミの声に「こんな時期まで生きていられるのか」と予想以上の生命力に感心した。

　休日であり、匠は寝室にいる母を起こさないように物音を潜ませて家を出る。外は一段と暑く、駅まで歩くうちに溶けるんじゃないかと思った。

　やっとのことで駅に着き、電車の冷房に癒いやされるのもつかの間。移動は大したことのない距離で、匠は電車を降りる。

　待ち合わせ場所まで来た匠は、スマートフォンで時間を確認した。少し早く着きすぎたが、どこか店に入ってヒマを潰つぶすほどでもない。

　匠はそのまま指を滑らせ、画面の右上をタップしようとする──が、そこに目的のアイコンはもうなかった。

　匠は苦笑を浮かべる。きっとこの暑さのせいだろう。

　こんなにも暑いから、あの夏を思い出してしまったのだ。

　ずっと戦っていた、今年の夏を。

　二週間ばかり前のことだったはずなのに、ずいぶん昔のことのように思えてしまう。きっとここの所、行事が満載で忙しかったからだろう。

　匠がスマートフォンの画面を眺めて戦いのことを懐かしんでいると、不意にヘッドフォンを耳から外された。驚く間もなく、背中に柔らかいものが押しつけられる。

「お待たせしました」

　耳元でするのは、聞き慣れた声。だからといって落ち着くというわけではなく、匠はむしろ、しどろもどろになる。

「ミ、ミカ!?　公共の場所でそういうのは、ちょっと！」

　後ろから抱きついてきた人物──ミカは匠の言うことに聞く耳も持たず、呼吸を繰り返した。

「ｈｓｈｓハスハス。ｈｓｈｓ。ｈｓｈｓ、ｈｓｈｓ、ｈｓｈｓｈｓ」

「────────ッ！」

　匠にそれを振りほどく力はなく、結局いつも通りミカが満足するまでされるがままになる。二分ほどして匠はようやく解放された。

　妙にツヤツヤしているミカと対照的に、生気を吸われたかのようにげっそりとした匠は、ミカの額に軽くチョップを振り下ろす。

「バカップル反対」

「すみません」

　素直に頭を下げるミカは、そのまま上目づかいに唇を尖とがらせる。

「ですが、ここのところ会えなかったからタクミ分が不足していたのですよ。タクミは修学旅行や文化祭の準備で忙しいし、私は私で出張でしたし」

　その仕草は、ちょっと反則だ。

「……そりゃ、まあ、しょうがないだろ。お互い、忙しいんだから。俺だって、お前といちゃいちゃしたくないわけじゃないよ？　ただ、もうちょい人の目を気にしようってだけだから」

「これからは自重します」

　興奮した様子から一転、淡々とした声で告げるとミカは、匠たくみの手に自分の指をからめてくる。

「けど、これくらいはさせてもらってもいいでしょう？」

　匠は熱くなっていく頬ほおを自覚しながら、蚊の鳴くような小さな声で答える。

「……まあ、これくらいなら」

　ミカはそのまま匠と握った手をぶらぶらと振りながら、尋たずねてくる。

「とりあえず、昼食にしましょう。プランはあるので？　牛ぎゆう丼どん屋とか嫌ですよ？」












「牛ぎゆう丼どん屋じゃないし、もう食券制の店じゃなくても食えるようになったから」

　匠たくみの返事にミカは、しみじみという口調でつぶやく。

「タクミも成長したものですね」

「これくらいのことで誉ほめられてもなぁ」

　とりあえず、下調べしておいた店に向かおうと匠は歩き出す。……が、いざこうやって並んで歩いてみると、その恥ずかしさは想像以上だった。

　急に周囲の視線が気になってくる。と同時に、匠はミカの姿に注目した。

　タクミの視線に気づいたミカが、不思議そうに首を傾かしげてくる。

「なにか？」

「や、ミカのそういう服装、いまだに見慣れないなーって」

　ミカは匠がよく知る、緋ひ色いろの着物姿ではない。周りに合わせた、現代風の装いだ。それでも、やはり目立つことには変わりないのだが。

　かわいい、という小学生並の感想は胸の内にしまっておく。匠の指摘にミカの声が、やや不機嫌そうになった。

「本当は、今日のために秋物を買っていたのですが。タクミに見てもらいたかったのにこの暑さでしょう？　あの方に文句の一つも言いたくなるというものです」

　額に手をかざして南の空に輝く太陽を見るミカにつられて、匠も空を仰ぐ。幼い容姿の太陽神を匠は、そこに重ねた。何か良いことがあったのか、逆に機嫌が斜めなのか。気温が上がるのは、大抵そういう時だ。

　今日はどっちだろう。勝手に想像しつつも匠は、ミカに返す。

「また今度、楽しみにしておくよ」

「しばらくは、向こうに戻らなければなりませんけどね」

　不服そうな空気を隠さないミカに、匠は尋たずねる。

「そういや仕事、本当に抜けだしてきて大丈夫だったのか？」

「丸々一ヶか月げつも恋バナなんかしてられるかってんです。私以外にも、そういう神は大勢いますし問題ないかと。ほら、あそこにも」

　匠はミカが指差す先──道行く人の中に、一風変わった姿を見かける。狐きつねの耳と尻尾しつぽということは、稲荷いなり神かなにかだろうか？

「あ、ほんとだ。……なら、いいけど」

　十月になると八や百お万よろずの神々は出雲いずもに集まり、どの人間の縁を結ぶか話し合う。その風習は匠が改変したこの世界でも健在らしく、ミカは匠と会うため出雲からはるばるやってきたというわけだ。

「いつもは語ることなんかないし隅っこで軍神仲間と腕相撲とか花札をしていたのですが、今年は事情が事情ですし。いろいろ質問攻めにあいまして改めて言わせてもらうと……なんともまぁ、阿あ呆ほうな世界になりましたね」

「反論する気は、ない」

　というか、したくてもできない。匠たくみは雑踏の中にちらほら見られる、明らかに周りから浮いた姿に今でも違和感を覚える。

　道行く人々は疑問に思っていない。この光景が当たり前──最初からこうだったと受け止めている。

　神々が実体を持って、人々と共存する世界。

　匠が創つくり上げたのは、そういうものだった。

　中には改変される前の世界を覚えている人間もいるようで、匠が知る限り《戦せん極ごく》のプレイヤーだった人間がこれに該当するらしい。身近な例を上げると、アイリも以前の世界を覚えており、パートナーだったこころとも親しくしているようだ。

　アイリは以前ほど、匠に対して積極的ではなくなった。たまに熱視線を感じることからしてアイリが匠に抱いていた想おもいは消えていないのだろうが、最初で最後のデートでの別れ際に告げたこと──恋愛禁止、という縛りがアイリの心に働いているのかもしれない。

　また、神々が見えるようになったというだけではない。ところどころ、前の世界と書き換わっているところがあり、その最たるところをミカは話題に出す。

「一番衝撃的だったのは、速はや水み征せい士し郎ろうの変化ですが」

「な。ボランティア団体なんか設立してやがんの、あいつ」

　そのニュースを見たのは一週間ほど前だったが、いま思い出しても笑える。あの守しゆ銭せん奴どがまさか私財を他人のために費やすなんて、世界を変える前の匠が聞いたらなんのギャグかと思うだろう。

　だが、テレビで見た征士郎の顔は、匠が知るそれよりずっと穏やかだった。詳しいことは知らないが、きっと彼が世界を呪のろう理由がなくなったからだ。

　通りかかった家電量販店のテレビが、昼のバラエティを映している。この番組はアイドルグループ、《プレアデス》のメンバーがフリートークやコント、野外ロケなど様々なコーナーを担当するものだが、Ｌｕｎａルナは『きょうのわんこ』みたいなコーナーのほかに、人気二位ということでリーダーとともにメインの司会も担当している。

『っていうわけで、今日のゲストはなんと！　先月デビューしたばかりのこの方々！　どうぞ！』

　リーダーの少女が快活に告げるとスモークの向こうから二つの影がやってくる。

　現れた姿は、お互いを鏡に映したようにそっくりだった。

『やったーっ！　ついに？　さっそく？　どっちでもいいけど念願叶かなったり！』

『おねえちゃんと共演だよ、共演！　いぇーい！　ピース、ピース！』

　二人は、さっそくＬｕｎａのもとに駆け寄って両側からサンド。押しつぶされながらもクールを気取るＬｕｎａルナに苦笑しながらリーダーの少女は、進行役を務める。

『ってわけで今日のゲストは、《プレア》の姉妹ユニット、《ジェミニ》のチロちゃん、チヒロちゃんでーす！　妹ちゃんたち大はしゃぎだけど姉としてはどうなのさ、Ｌｕｎａ？』

　からかうように話題を振られたＬｕｎａは、恥ずかしさと嬉うれしさで目を逸そらしながら答えた。

『そんなの……嬉しいに、決まってるし』

『きゃーっ！　クール＆ドライ！』

『さすがね、おねえちゃん！』

　二倍の騒がしさだが、Ｌｕｎａは満更でもない──どころか、屈託のない、幸せそうな笑顔をしている。そのことが、匠たくみに自信を与える。

「阿あ呆ほうだろうとカオスだろうと、俺は誇りに思うよ。お前が隣にいる。テツさんもアマテラスも、Ｌｕｎａもチロも幸せそうにしてるこの世界を創つくれたことを」

　匠の言葉に、ミカも珍しく小さな笑顔を浮かべた。

「そうですね。わたしも、この世界が好きです」

　ミカの指先に、力がこもる。

　匠はなにも言わず、そっとそれを握り返した。





　　　○






　昼食を済ませた後のプランは特になかった。ミカが「タクミと一緒ならどこでも」と言うので一駅分ほど歩いて移動する。けっこうな距離だが匠より体力のあるミカは、この暑さでも平然としていた。

「で、ここですか」

　デートで来るのはどうよ、という色気もへったくれもない無機質な建物を眺めてミカがつぶやく。その声には相変わらず抑揚がなく、喜んでいるのか落胆しているのかわからない。匠はおどおどと、ミカの表情をうかがった。

「や、やっぱ、デートっぽくない？　デートでまで刀見たがるのかよ、って思ってる？　他の場所にする？」

「いえ。匠が選んでくれたのですから、ここでいいですよ？　私も刀は好きですし」

　ミカはそう言ってくれるが、匠はうなだれる。

「……共通の話題で盛り上がれるの、ここしか思いつかなくて。映画だの遊園地だのの定番はミカ、興味なさそうだし。っていうか、どこ連れて行けばミカが喜びそうとか見当もつかない。神様としてのお前は知ってても、女の子としてプライベートが謎なぞ過ぎるっていうか」

　こんなんでミカと付き合っていけるのか──と自信を失いかける匠たくみに、ミカはあっさりと告げる。

「それでは私の好きなこと、行きたいところ。一つずつ知ってもらいましょう。これから、時間はたっぷりありますから」

　ミカの言うとおり、焦あせることはない。これからミカのことを知る機会など、いくらでもあるだろうと、匠は前向きに考えた。

　匠の心配とは裏腹に、ミカは展示を見始めると尋たずねてもいないのに自分から解説しだすほどのノリノリっぷりになった。それは鉄てつ舟しゆうのように知識を披ひ露ろうしたいのではなく、匠のリアクションが面白いからつい饒じよう舌ぜつになってしまうようだ。

　はしゃぐというほどではないが慎つつましやかに二人で盛り上がっていると、ふとミカが足を止めた。

「おっと、事案発見伝」

　その視線の先にいるのは、奇妙な二人連れだ。かたや枯れ草色の髪をぼさぼさに伸ばしたオッサン、かたや真っ赤な髪をツインテールにした幼女。まるで共通点のない二人の間にある絆きずなを、匠たちは知っている。

　オッサンの方──鉄舟は、匠たちに気づくと、どこかほっとしたような顔で声をかけてきた。

「やーやー。二人とも奇遇だね。そっちもデート？」

「これ、テッシュウ。話はまだ終わっておらぬ」

　と幼女──アマテラスが鉄舟の袖そでを引っ張る。そのまま、眇すがめた目を匠たちに向けた。

「ヌシらからもこやつに言うてくれ。とっとと仕事見つけろと」

　それを聞いた匠たちは、途端に物憂げな表情になる。

「あー、またそのことですか」

「もういい加減、諦あきらめたらどうでしょうか」

　鉄舟にその意思がないのだからしょうがない。鉄舟はいつものように、へらへらと開き直っている。

「ほらアマテラス様。二人ともこう言ってるじゃないですか。だって、働かなくてもいい分の貯蓄あるんですよ？　だったらアマテラス様とその分、一緒にいた方がいいでしょう。いやぁ、未来が見えるうちに稼いでおいてよかったなぁ」

「金の問題ではない。世間体の話じゃ」

　アマテラスは不満をぶつけるように、鉄舟の脇腹を小突いていく。じゃれ合っているだけのようだが意外に一発一発が重いらしく、鉄舟の顔が歪ゆがんでいった。

「旦だん那ながロリコンニートとささやかれては、妾わらわの面子メンツにかかわる。というか、すでに弊害が出ておる」

　その声には苦々しさがにじんでおり、匠たくみはミカにささやく。

「なんかあったの？」

「知ってのとおりさっきまで出雲いずもで仕事をしてきたのですが、その場でさんざん冷やかされたり心配されたりというわけでして。スサノヲ様が『姉ちゃんの旦だん那ながニートとかありえんし！』と取り乱したせいで、アマテラス様のトラウマが発動するところでした」

　なんとなく、惨状が想像できる。阿あ鼻び叫きよう喚かんと言ってもいいくらいなんじゃないだろうか。

「大変だな、神様たちも」

　呆あきれたようにため息をつく匠にミカが小さくうなずき、

「ええ、そうですね」

　実感に満ちた声で、付け加える。

「大変ですけど、楽しいです」





　　　○






　一通り展示を見て回って博物館を後にすると、匠はミカに尋たずねた。

「ミカってこの後、どうするの？　もう、出雲に戻る？」

　プランがないわけではないが、ミカの都合を優先させるため流動性を持たせている。ふむ、とミカは少し考え込むと、匠を見上げてきた。

「タクミはどうしてほしいですか？」

　本心としてはミカともっと一緒にいたいに決まっているが、このままだとミカはお泊りコースである。そうなると多感な時期である匠はいろいろと考えてしまうわけで。

　ミカもまんざらじゃなさそうというか返事を間違うと「待ったなし」でそのまま寄り切られそうな意志がその目から伝わってくる。家には親がいるんだけどどうしよう、いっそいい機会だし紹介した方がいいのか──

　心臓の高鳴りに合わせて匠の思考が、ロケットさながらの勢いで飛ひ翔しようしていく。今までネガティブな部分に使っていた想像力が、その反動で力を得たように加速していったかと思った矢先、

「あらー、いい雰囲気ね」

　空気を読まない巫み女こが、二人の傍そばに立っていた。

「──」

「──」

　二人分の声を失う空気。そんなものお構いなしに巫女──ほのかは、空中にジャブを繰り出しながら煽あおる。

「そこでちゅーよ！　えぐりこむようにちゅー！　明日のためにちゅー！　千五百人生むべし！　生むべし！」

「な、なんであんたここに!?」

　動転する匠たくみに、ほのかはおっとりと笑顔を向ける。

「お久しぶりー」

「ああ、久しぶり……じゃなくて。たまたま通りかかったってわけじゃないんだろ？　なにか用？」

　ほのかと久しぶりに会えたのは嬉うれしいが、タイミングが悪すぎる。匠の態度は邪険なものになったが、ほのかはマイペースに尋たずねてくる。

「実は、わたしって日本以外でも神様やってるんだけど、って話は知ってる？」

「あー、仏様だったりインドの神様だったりするんだっけ？」

　鉄てつ舟しゆうから聞かされた話を、後でもう一度調べてみてあった。ほのかは意味ありげに細めた目を匠たちに向けてくる。

「《戦せん極ごく》のこと向こうで話したら、みんな乗り気でね。せっかくだから世界中巻きこんでやろうってことになって」

　ほのかはもったいぶるように呼吸を挟み、虚こ空くうから何かを取り出す。

　現れたのは彼女のトレードマークである賽さい銭せん箱ばこ──ではなくタブレット型ＰＣであり、画面に映っている文字をほのかは読み上げる。




「──大幅アップデート、決定しちゃいました！　いぇーい！」




「……は？」

　一人でテンションを上げているほのかの言っている意味がわからない。匠は呆ぼう然ぜんと、その場で棒立ちになるだけだ。

　そんな匠にかまうことなく、ほのかが洪水のように言葉を浴びせてくる。

「もちろん、前回の《戦極》参加者には引き継ぎ特典あり！　けど、それだけで勝てるほど世界は甘くない！　世界には匠くんたちの知らない強豪が、わんさかいるわ！　ってわけで、負けないように課金してじゃんじゃん強くなりましょう！」

「しないから」

　今度こそトレードマークである賽銭箱を取り出したほのかに匠は反射的に拒否するものの、いまだに混乱したままだ。「えー？」以外の言葉が出てこない。

　放心していられたのは数秒。匠の手が、握られる。

「行きましょう、匠。行けるところまで、とことん行ってやりましょう」

　逸はやる気持ちを押さえられないのか、ミカの瞳ひとみには熱がこもっている。まだ見ぬ強敵、と聞いてこの軍神が好奇心を押さえていられるわけがなく──

　それは、匠たくみも同じだ。

「ああ──行こう」

　匠の胸が高こう揚ようする。ミカの言うとおり。こうなったら、とことん突き進むまでだ。

　この先に、どんな出会いがあるのか。

　どんな世界が、広がっているのか。

　そんな期待だけを胸に、匠はパートナーの手を握り返した。

　きっとこの先に、もっと多くの出会いがあると信じて。
















　あとがき






　先日、ブルーハーツを聞きながらドライブをしていたら暴走族とすれ違うという世紀末チックな体験をしました。内うち田だです。タイムスリップしたかと思った。うちの軽自動車がデロリアンである可能性が微粒子レベルで存在している。

　紙幅もないので謝辞に移らせていただきます。

　担当Ｎ様、天あま凪なぎ青せい磁じ様、編集長のＹ様、校正様、営業の方、その他出版までに関かかわっていただいた方々、知人各位。まとめてでたいへん恐縮ですが、皆様のご助力の結果、今回もこうして本を出させていただきました。

　そして、読者の皆さま。最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。この物語がどのような形であれ、皆さまの心に残るのならば幸いです。




　ありがたいことに、次の仕事も決まっております。匠たくみとはまた違った感じの問題児がいろいろやらかす予定です。

　それでは、次回作でお会いできますように。


二〇一五年　四月　内田俊しゆん　


















　著者

　内田俊（うちだ・しゅん）

　　千葉の端っこにひっそりと生息する物書き。

　　税務署から電話がかかってきてヒヤっとしたけど、事なきを得ました。




　イラスト

　天凪青磁（あまなぎ・せいじ）

　　イラストレーター。漫画家。猫とフェレットとチョコとマカロンと和菓子と薔薇がすき。




　　ＨＰ「INS-mode」

　　http://insmode.web.fc2.com/
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